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序章 日米学生会議概要

第62回日米学生会議実行委員長挨拶

第62回日米学生会議実行委員長

安川皓一郎

新日米安保50年という節目の年に開催されたア

メリカでの本会議からは、アメリカにおける日本

の姿、アメリカ在住の日本人の方々が危ぶむ日本

の若者とその未来など、「日米関係」を語るその前

に「日本自身の存在とその未来」を真筆に考える

必要があるのだと感じさせられた。

それを踏まえ、これからの時代を創る者として

改めて、我々の据えた「世界の問題を、私達の課

題へ」というテーマには全ての始まりがあると考

えた。近年内向きと称される日本の学生が多いと

言われるが、その原因はそれぞれの学生の視野の

狭さであり、次代を担う「責任」への認識の欠如

であると考えられる。経済状況の悪化をはじめと

した雰囲気の中で希望を持って前へと進める学生

が少なくなっている状況は、まさに日本自身の未

来に関わる問題だ。そのような中で異なる文化、

背景の学生70名が集まり1カ月間共に過ごし､様々

なテーマについて「未来を見据えて」それぞれの

価値観を反映させながら率直な対話を行う経験は、

今の世界と真筆に向き合う大変良い機会となった。

「世界の問題」として我々が扱ったのは、各分科

会テーマをはじめ、「Next50」の日米関係、メキ

シコ湾原油流出問題、沖縄基地問題、自然災害と

地域復興、第二次大戦中のマイノリテイーなど多

岐に渡る。本年はこれらのテーマについて、現場

の最前線を知る人々から学んだ後に、必ず学生同

士での自由で率直な対話を行うことを徹底した。

このプロセスを通じて、考えるためのきっかけを

得て、学生達が自ら考えていく姿勢を身につけて

いった。そして会議が中盤に差し掛かるころには、

我々が与えていないテーマについても参加学生が

主体的に興味ある問題につき、プログラムとして

用意されていないながらも同じ興味を持つ学生と、

｢共に考える｣場を自ら作っていた。受身にならず、

自ら「世界の問題を、私達の課題へ」と落とし込

む姿勢が多くの参加者に最終的に浸透していたの

は私達の目指していた目標そのものである。

本年の日米学生会議では、「Challenge」という

言葉を多くの参加者が口にし、それぞれの個が自

分自身の異文化交流の中での課題に挑戦し、その

上で「私達」として様々な「世界の問題」を共に

考えるという挑戦を繰り返した。異文化コミュニ

ケーションの壁や、集団での生活の中でのフラス

トレーションを初めとした一人一人が乗り越える

べき壁、さらに、単なる会話ではない建設的な対

話を行うための多くの苦労を全ての学生が経験し

た。その過程では挫折を感じる者も多くいたが、

それぞれが助け合いながら壁を乗り越えていく様

子は多くの記憶と絆を生んだ。

なぜ今「日米」なのか？と問われることの多い

本プログラムであるが、人と人の繋がりと同じよ

うに国家間の信頼関係も築き上げるのには長大な

時間を要するものの、途絶えるにはその繋がりを

断ち切るだけで済んでしまう。学生達の1カ月間

の真蟄な向き合いの姿勢を通して、国家間関係を

支える人と人の繋がりの重要さ、向き合うことの

大切さを両国に伝え続けていく場としての日米学

生会議の存在価値を見出すことが出来た。

最後になりましたが、第62回日米学生会議の開

催に際して多大なるご協力を賜りました後援団体

の皆様、ご賛助賜りました財団・企業の皆様、準

備段階並びに本会議でご協力賜わりました講師の

皆様、日頃から大変お世話になった国際教育振興

会、ISCの皆様、そして温かく現役学生の活動を

支えて下さった会議OB･OGの皆様、その他様々

な形でご支援、ご協力を頂いた全ての皆様にこの

場をお借りして心より御礼申し上げます。

4 第62回日米学生会議日本側報告書



序章 日米学生会議概要

第15回会議が戦後初めて米国の同大学で開催され

ることが決定した。しかし、当時の日本の経済状

況では、日本側参加者の渡米費用を捻出すること

は容易ではなく、米軍の輸送機の提供を受け、15

名のみの日本側参加者が参加するに留まった。

これがきっかけとなり、日本に留まった参加者

の中から「2国間関係のみならず、多国間での学

生による交流が行われるべき」との声が強まり、

日米学生会議を国際学生会議に発展的に解消する

ことが決定され、同じく1954年、アジア地域の学

生との会議を主目的に、第1回国際学生会議が開

催されることとなる。なお、国際学生会議は現在

も、関西地方を中心に、各国から留学生を招集す

る形態で継続されている。一方の日米学生会議は、

この決定により、1954年をもって、再び中断され

ることとなった。

1963年に至り、翌1964年が第1回会議創立の

30周年に当たることもあり、日米相互開催の形で

の会議再開を望む声が高まった。これを受け、第

1回会議創始者が多数の理事を務めていた財団法

人国際教育振興会が日本側主催者としての責任を

取ることで会議が再開されることが決定された。

第1回及び第2回の米国側参加者の努力もあり、

1964年、日本側参加者77名と米国側参加者62名

による、第16回会議が実現し、ゆかりの深いリー

ドカレッジで開催されることとなった。1964年は、

東京オリンピックが開催された年でもあった。

その後、日米相互開催の下、会議は継続される

が､1973年第25回会議において､当時の学生によっ

て抜本的な改革がなされ、現在の会議の基本形態

が整備されることとなる。それは主に、限られた

日程の中での議論をより効率的かつ集中的に行う

ために、毎年の会議ごとにテーマを設定する、期

間を1カ月間とする、などである。円が変動為替

相場制に移行し、米軍が南ベトナムより撤退した

1973年でもあった。1978年には、戦前の日米学生

会議参加者有志により、会議の継続に必要な経済

的支援を主目的とする、国際教育振興会賛助会が

設立され、会議永続への道が開けることとなった。

また､次いで第31回会議が開催された1979年には、

日米学生会議の歴史

日米学生会議は、1934年、満州事変以降悪化し

つつあった日米関係を憂慮した日本の学生有志に

より創設された。米国の対日感情改善、日米相互

の信頼関係回復が急務であるという認識の下、「世

界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は

日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべき

である」という理念が掲げられた。当時の日本政

府の意思と能力の限界を感じた学生有志は、全国

の大学の英語研究部、国際問題研究部からなる日

本英語学生教会（日本国際学生協会の前身）を母体

として、自ら先頭となって準備活動を進めていっ

た。資金、運営面で多くの困難を抱えながらも、4

名の学生使節団が渡米し、全米各地の大学を訪問

して参加者を募り、総勢99名（うち22名は大学

教授、およびその夫人でオブザーバー）の米国側

代表を伴って帰国した。こうして第1回日米学生

会議は青山学院大学で開催され、会議終了後には

満州国（当時）への視察研修旅行も実施されるに

至った。

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の

申し出によって、翌年第2回日米学生会議が米国

オレゴン州ポートランドのリードカレッジで開催

され、以降1940年の第7回会議まで、以下の通り

日米両国で毎年交互に開催されることとなる。第

3回(1936年）早稲田大学。第4回(1937年）スタ

ンフオード大学。第5回(1938年）慶應義塾大学。

第6回(1939年)南カリフォルニア大学｡第7回(1940

年)津田塾大学。しかし､太平洋戦争の勃発に伴い、

日米学生会議も中断を余儀なくされた。

終戦後、会議復活の声が上がり、当時の学生と

かつての参加者の努力により、日米学生会議は

1947年に再開し、第8回を迎えることとなった。

しかし、当時日本は占領下にあり、米国からの学

生を招く事が不可能であったため、在日米兵およ

び軍属の中から、大学生の資格を持った者を選ん

での会議再開であり、1953年の第14回会議まで

日本のみでの開催が続いた。翌1954年、第14回

会議に参加したコーネル大学の学生の提案により、

第62回日米学生会議 日本側報告書 只
曹



序章i日米学生会議概要

米国においても戦前の参加者によりJASC,Inc･が

設立され、米国側実行委員会をサポートする体制

が確立された。

その後日米学生会議は、財団法人国際教育振

興会とJASC,Inc.の協力の下、日米両国学生が

主体的に企画・運営を担うという形態をとる中

で、継続されることとなる。そして2007年度に

アメリカ側支援団体であるJASC,InC.はISC,InC.

(InternationalStudentConferences)と名前を変え、

他国との学生会議開催も視野に入れ始めた。創設

時と今日では日米両国を取り巻く環境は大きく異

なり、会議の形態自体も変化している。現在の日

米学生会議は、会議創設時の理念を受け継ぎつつ

も、時代の変化に対応し、今日に至っていると言

えよう。

本文中の略語について

:日米学生会議0apan-AmericaStudentConference)の略。

:日米学生会議参加者を指す。

:アメリカ側主催団体であるInternationalStudentConferences,InC.の略c

:実行委員会、または実行委員ExecutiveCommitteeの略。

:米国側実行委員会AmericanExecutiveCommitteeの略。

:日本側実行委員会JapaneseExecutiveCommitteeの略。

:日米学生会議参加者、Delegateo

:日本側参加者。

:アメリカ側参加者。

:日米学生会議の過去の参加者、Alumnio

:本会議開催地の意味。

:参加者がいずれかに必ず帰属する分科会のこと。RoundTableの略。

:参加者が会議の感想や反省点を話し合う場。

JASC (ジヤスク）

JASCer(ジャスカー）

ISC,Inc.

EC

AEC

JEC

デリ、デリゲート

ジャパデリ

アメデリ

アラムナイ

サイト

RT

リフレクション
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第1章 第62回日米学生会議概要

第62回日米学生会議概要

｢世界の問題を、私達の課題へ ～異なる個の生む衝突と共鳴から～」

-ToUnderstand,ToUnite,ToAct

:ContinuousEvolutionthroughlntegratedPerspectives-

日米学生会議、それは異なる個が集まり、様々

な体験をもとに「共に考え抜き｣、そして「衝突と

共鳴」を繰り返す場である。第62回日米学生会議

は、この二つを重要なコアとして1カ月間の活動

に取り組む。

2009年、オバマ大統領は就任演説で「新たな責

任の時代」というメッセージを世界に発信した。

そのメッセージの中で彼は、我々に全世界の一人

一人の個人が社会に対して確かな責任を負う時代

の到来を説いていた。それでは今、学生である私

達の責任とは一体何なのであろうか？それは未来

の担い手として、今ある複雑な世界の問題を「自

ら解くべき課題」として捉え直し、真塾な姿勢で

｢共に考え抜く」ことだ。学生である今だからこそ

あらゆる縛りを超え、異なる背景と考えを持つ個

人が自由に意見を表明できる。そして誰にも縛ら

れない本音の対立から逃げないことで、未来を作

る「絆」が生まれる。これが「衝突と共鳴」である。

第62回日米学生会議はまず、なぜ今「日米」な

のかという問題を共に考え抜く。日米関係の基軸

となってきた日米安全保障条約改定50周年を迎え

る2010年。その目前に、日米両国では歴史的意義

のある政権交代が起きた。同時に世界レベルでは、

金融危機東アジア安全保障等、様々な問題の中

心に両国はいる。日米を取り巻く状況が大きく変

わりだした今、いかに両国は未来を志向して行く

のか？それは直接、これからの「日米」学生会議

自身の意義という参加者が真蟄に考えるべき課題

ともなるだろう。

アメリカ開催の第62回日米学生会議では、リッ

チモンド、ワシントンD.C.、ニューオーリンズ、

サンフランシスコの4都市におけるフィールドト

リップや、ホームステイなど様々な経験を通して、

新たな問題意識が両国学生に生まれる。あらゆる

問題を考え抜く1カ月間が、全ての参加者の人生

へのインパクトとなることを期待している。異な

る個が「新たな個」となる最初の一歩として、互

いに考え抜き高めあうllLifeChanging"な1ヵ月

を、第62回日米学生会議は全員では創り上げてい

く。

【主催1

財団法人国際教育振興会

【企画・運営】

第62回日米学生会議実行委員会

【会議開催期間】

2010年7月26日～2010年8月21日

【事業開催期間】

2010年4月1日～2011年3月31日

【開催地】

各開催地での滞在期間は約1週間となり、それ

ぞれがサイトテーマの下で運営される。サイトテー

マとは、開催地ごとに実行委員の準備するプログ

ラムに共通する「問題意識」を明文化したもので

ある。これにより、初めてとなる多くの体験の中

で混乱しがちな参加者達に、持つべき問題意識の

指針を示すと共に、より「学び」の姿勢を取りや

すくすることを目的としている。第62回日米学生

会議では以下の4都市を巡る。

第1開催地＜Richmond,Indiana>

第2開催地＜Washington,D.C,＞

第3開催地＜NewOrleans>

第4開催地＜SanFrancisco>

8 第62回日米学生会議日本側報告書



第1章第62回日米学生会議概要

1本会議におけるプログラム】
【SpecialTopics】

限定された議題を扱う分科会とは異なり、参加

者が個々の関心に沿った議題を自由に設定し、異

なる視点から議論を行うことを目的としている。

また参加者の主体的、自発的な参加により、問題

発見及び議題設定能力を養うと同時に、より広い

参加者同士の交流を促し、新たな視点や発想を得

ることで、会議をより充実させることも求められ

る。

【分科会(RoundTable)】

本会議においての活動の中心となる分科会は7

つ設けられており、日米双方5名ずつの学生が、

本会議期間中を通じて議論を重ねる。事前活動に

加え、本会議中もフィールドトリップで関連機関

や専門家を訪問するなど、議論の質向上を目指す

努力が続けられる。なお、第62回会議における分

科会は以下の通りである。

(1)学生の社会参画

:EmpoweringToday'sYouth:Overcoming

ChallengesinSociety

(2)21世紀における日米の教育

:RevitalizingEducation

(3)安全保障と日米

:Security,MilitaryandPeace:TheUnited

StatesandJapan

(4)社会起業家

:SocialEntrepreneurship:ThePowerto

TransfOrm

(5)新興国と地球環境問題

:SpreadingEnvironmentalAwarenessin

IndustrialDevelopingNations

(6)地域再生一都市、農村が生き残るために－

:SustainableRegionalism:HowCanUrban

CitiesandLocalCommunitiesCoexist？

(7)国際社会とナショナルアイデンティティ：対立

から共存へ

:TheRoleofNationalldentityinthe

GlobalizingSociety

【ConferenceWideReHectionl

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不

安、感動、喜びなど様々なことを自由に話し合う。

自分の思いを全体に伝え、また他者と思いを共有

することで、自己を振り返り、他の参加者との相

互理解を促進することを目的とする。

【Forum/FinalForum】

各開催地のテーマに沿って随時行われる。第一

線で活躍する専門家や有識者の講演、または学生

を交えたパネルディスカッションなどを通して学

生のみでのディスカッションとは異なる視点から

知識を得る。また、ファイナルフォーラムでは分

科会の成果の発表を行い、現代社会が抱える問題

とそれに対する学生なりの視点を来場者と共有す

ることによって、第62回日米学生会議の成果を社

会に発信することも目的としている。

【FieldTrip】

分科会の議題や各開催地に対する理解を深める

ことを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGO、NPO及び研究所などへの訪問研修を実施す

る。事前活動におけるものと同様に、社会と直接

関わることのできる貴重な機会であり、議論をよ

り現実的視点から行うための礎とする。

第62回日米学生会議 日本側報告書 9



第1章 第62回日米学生会識概要

Ｆ
‐
Ｌ 第62回日米学生会議日本側参加者

日本側実行委員

安川皓一郎＊

加藤梓

大宮透

坂田奈津希

杉本友里

高田修太

高橋央樹

中村真理

＊日本側実行委員長

大学

早稲田大学

慶應義塾大学

東京大学

東京大学

京都大学

東京大学

一橋大学

東京外国語大学

学部・専攻

法学部

総合政策学部

工学部都市工学科

法学部

総合人間学部

工学部社会基盤学科

商学部

外国語学部スペイン語専攻

塞
岼
奔
岼
群
岼
奔
群
群

RT

EDU

SR

YOUTH

NID

SE

ENV

SEC

日本側参加者

新井良子

有川慧

飯倉江里衣

井上聡美

大井芳季

奥谷聡子

尾崎裕哉

郭ヒギョン

片山直毅

木本篤茂

栗原隆太郎

斉田英恵

齋藤友理絵

柴田真也子

高橋亜矢

竹内智洋

中澤耕己

生板純一

庭野啓太

橋本遥

細井駿

松下マエス

丸山綾子

森田真弓

山口寛明

山下真貴子

山田晃永

米本大河

大学

昭和大学

国際基督教大学

東京外国語大学

学部・専攻

医学部医学科

一般教養学部アーツ・サイエンス学科

大学院総合国際学研究科博士前期課程

皇笙

3年

2年

M1年

RT

SR

ENV

NID

YOUTH

ENV

YOUTH

SE

SE

EDU

SE

SEC

ENV

SEC

SEC

SE

NID

EDU

ENV

NID

YOUTH

SR

NID

SR

EDU

SEC

EDU

SR

YOUTH

筑波大学

東京大学

慶應義塾大学

慶應義塾大学

立命館大学

慶應義塾大学

東京大学

慶應義塾大学

群馬大学

防衛大学校

一橋大学

青山学院大学

慶應義塾大学

東京工業大学

慶應義塾大学

一橋大学

京都大学

東海大学

埼玉大学

京都大学

東京大学

青山学院大学

宮崎大学

東京大学

立命館大学

社会国際学群社会学類

経済学部経済学科

法学部政治学科

環境情報学部

国際関係学部国際関係学科

法学部政治学科

法学部

法学部法律学科

医学部医学科

公共政策学科

法学部

国際政治経済学部国際政治学科

法学部法律学科

生命理工学部生命工学科

経済学部

商学部商学科

農学部応用生命科学科

教養学部国際学科

経済学部経営学科

総合人間学部

教養学部文科Ⅱ類

国際政治経済学部国際政治学科

医学部医学科

文学部言語文化学科

国際関係学部国際関係学科

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２
４
２
２
３
３
４
２
２
４
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
２
４
３
３
２

分科会の略称 YOUTH:学生の社会参画,EDU:21世紀における日米の教育,SEC:安全保障と日米,SE:社会起業家

ENV;新興国と地球環境問題,SR:地域再生一都市、農村が生き残るために一，NID:国際社会とナショナルアイデン．NID:国際社会とナショナルアイデンティティ：対立から共存へ
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第1章 第62回日米学生会議概要

I

Ｆ
Ｌ 日米学生会議アメリカ側参加者第 米 力62 回’

AmericanExecutiveCommittee

RT

SEC

ENV

SE

EDU

YOUTH

NID

SR

University Maior

EngineeringPhysicsandEconomics

F"tAsianStudies

Engineering

Business,Art,andSociology

English,Government

PoliticalScience

Historv

InternationalRelations

YearName
２
４
３
２
３
２
２
２

NaokiJohnYoshida* CornellUniversity

YudaiChiba PrincetonUniversity

LeahFlake SmithCollege

MariamaHolman WakeForestUniversitv

DianeLee SmithCollege

DavidMvers SUNYGeneseo

IkunoNaka WellesleyCollege

MarieWatanabe WellesleyCollege

*AmericanExecutiveCommitteeChairperson

AmericanDeleqates

ｒ
Ａ

ａ
Ｂ

泥
２
２
３
２
Ｍ
４
２
３
３
２
１
２
３
３
１
１
３
３
２
３
３
１
１
１
３
１

RT

SEC

ENV

SE

SR

YOUTH

NID

NID

EDU

SEC

SE

SR

SEC

EDU

EDU

EDU

YOUTH

NID

SR

SE

SR

NID

SE

SEC

YOUTH

ENV

ENV

UniveKSity MaiorName

WakeForestUniversityLiberalArts

EckerdCollege InternationalBusiness

UniversityofAkron MassMediaCommunications

AmherstCollege LiberalArts

UniversityofHawaii.ManoaBusiness,Japan-fOcus

EarlhamCollege Historv

CollegeofWilliamandMaryEnglishandHispanicStudies

DukeUniversitv History

ColgateUniversity InternationalRelations,Japanese

BrynMawrCollege PsyChology

DukeUniversitv LiberalArts

TuftsUniversitv InternationalRelations,Chinese

UniversityofWisconsin,LaCrosseECOnOmiCS,InternatiOnalStUdieS

EarlhamCollege EnglishLiterature,Japanese

HarvardUniversitv Government

Universitvofldaho InternationalStudies

MississippiStateUniversityPoliticalScienCe,AsianStudies

HarvardUniversitv Neurobiology

ThreeRiversCommunityCollege LiberalArtS

CarletonCollege LiberalArts

SmithCollege EastAsianStudies,Government

SaintJohn'sUniversityPoliticalScience,Economics

UniversitvofNebraska lnternationalStudies

DepauwUniversity Economics,PianoPerformance

UniversityofWisconsin.MadisonPoliticalScience

CornellUniversity AppliedandEngineeringPhysics

MichaelBerlet

CameronBradlev

BrvanBurns

BenjaminColon

WilliamCoremin

IanCross

DeidraDenson

LisaDu

AshlevHill

YuriHongo

PaulHorak

Sholgawa

DanielJodarski

NicoleJohnson

RvosukeKobavashi

CarlvLauifer

TaylorLuczak

HenrvLuu

PatrickMcCurdv

JustinPerkins

ChristinaRvu

KunihiroShimoji

DillonSvec

WeiyingTang

KseniVaVavnshtok

AlexYu

分科会の略称YOUTH:学生の社会参画，EDU:21世紀における日米の教育，SEC:安全保障と日米.SE:社会起業家，

ENV:新興国と地球環境問題,SR:地域再生一都市、農村が生き残るために－，NID国際社会とナショナルアイデンティティ対立から共存へ
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第1章 第62回日米学牛会議概要

メデイアヘの掲載

■テレビ

2010年6月28日（月)NHK沖縄NHK沖縄ニユース

■新聞

2010年7月11日（日）琉球新報「学生会議が意見交換」

■HP

れすぱす 東京都の国際交流・国際協力ニュースレター2010年3月号

在シカゴ日本国総領事館 久枝総領事の主な活動(2010年5月～8月）

■学内雑誌等

2010年1月8日（金）塾生新聞（慶應義塾大学）「三田で日米学生会議報告会」

2010年9月7日（火）防大かわら版「日米学生会議に参加した齋藤学生から」

2010年9月14日（火）東京大学新聞「世界の学生と議論」

2010年10月28日（木)WasedaWeekly(早稲田大学）

「未来の日米の架け橋を目指して～第62回日米学生会議～」

2010年11月26日（金）東京大学新聞 キャンパスガイ．

l2010年1月8日（金）塾生新聞（慶應義塾大学）

一
二
田
で
日
米
学
生
会
議
報
告
会

溌
卿
邦
子
氏
が
蕊
調
講
演

l2010年7月11日（日）琉球新報

議員盤蕊蕊蕊
景鐵轟蟹鼠溌慈織豊導
驚鱗…;綴蕊尋
翼季空鍵譲から東承大､京鶴大、鐘
溌姿:撫鰯舗鍵勇険
季宝禽鍵側か鯵＃沖嘩の漁輪は縫雌一

識灘溌蕊馳蕊§
鐘総鰯麓圃駕驚熟生
講蝉零繍驚議麓蕊反
§蝋』脅燕蝿がぁ巍喝凛暑蛮索では識
鍾い9・准承噂輔率:畷鐵の

鱒に瞥錬祷減…参§､か翁舞華議
輯麺で懲、奄鴬麺鍵えられたこ
窪があ察瀧jと撫撫彰鎚徽
意難交一鶴に#き、“大学の轟
議糠較授鐵擁驚イム翼熟錫繊醸鍍
簿準委良が､米海…函に移
転してきた遜懸や穂逓次憲舗鍵鱒
た‘錘鋳議斌穎錘期瀦中、雑蕊
薄謝愈簿…礁蟻癖輪娯魯ひ鈴
ゆり拳錐嘩生鐸書琢蕊から鈴鐸も
喪$ﾂた鐘
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第2章 事前活動

事前活動
馬 溌 …域* f 卦ざ

群F

4－罰 一L9

第61回日米学生会議報告会

および講演会……14

立命館大学講演会

第62回日米学生会議関西説明会…14

第62回日米学生会議選考会………14

春合宿……．．……･……………………15

英語ディベートワークショップ……18

防衛大学校研修………………………18

学生有志活動 沖縄研修……………19

直前合宿………………………………クク
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第2章 事前活動

第62回日米学生会議事前活動

第62回日米学生会議の事前活動は2009年12月の第61回日米学生会議報告会から始まった。新たな

参加者が決まる前は、日米学生会議の存在と意義を社会に伝えることを目的として各種のイベントを開

催する。参加者決定後は講演会、レクチャー、コミュニケーション講座、英語ディスカッションなど多

岐にわたるプログラムを行い、本会議を充実させる準備を行う。また本年は、日米学生会議参加者有志

による沖縄研修も行われた。本章では、これらの事前活動と有志の活動の様子を紹介する。

I

1112月19日

立命館大学講演会、第62回日米学生会議関西説明会

第62回日米学生会議 京都選考会．東京選考会

春合宿

英語デイベートワークショップ（井上敏之氏）

防衛大学校研修

沖縄研修（学生有志活動）

12月22日

3月

5月3日～5日

5月22日

6月11日

6月25日～28日

２
ｌ
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
ｌ
７

817月24日・25日 ’第62回日米学生会議 直前合宿

2．立命館大学講演会、説明会1.第61回報告会、第62回説明会

日時:12月22日（火)15:00～18:30

場所：立命館大学 創思館1F小ホール

概要：京都大学教授である中西寛教授に、「核廃絶

へ向けて～新しい日米からの考察と発信～」と題

して基調講演を頂いた。その後、第61回日米学生

会議参加者及び、来場した各大学からの学生との

間で、核廃絶は可能か不可能か、国際政治の観点

のみならず軍事技術などの多角的な視点からパネ

ルディスカッションを行った。

日時:12月19日（土)14:00～18:00

場所：慶應義塾大学三田キャンパス

概要：前年度第61回日米学生会議説明会に先立

ち、本プログラムのアラムナイである猪口邦子氏

(現参議院議員）に、「核のない世界へ一今問われ

る日米の役割とは－」と題して基調講演を頂いた。

その後、第61回日米学生会議参加者により各開催

地、分科会についてプレゼンテーションが行われ

た。その後、本年度プログラム参加希望学生向け

に、同参加者によるパネルディスカッションを行

い、日米学生会議の魅力を広く一般にアピールし

た。

3．第62回日米学生会議選考会

場所：同志社大学（今出川キャンパス)、日米会話

学院

概要:1月15日よりWebページでの一次小論文

の受付を開始し、一次小論文の結果2次面接に進

んだ学生に対し、グループディスカッション、個

人面接、教養試験を課した。
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事前活動第2章 事前計

【EnglishCommunicationWorkshop】

講師：井上敏之先生

概要:JASCアラムナイである井上先生をお招き

し、春合宿における初の英語を使ったプログラム

を行った。本プログラムでは限られた時間の中で、

与えられたテーマについて自らの考えを話す練習

を中心に行い、「英語で考え、英語で言葉にする」

練習を行った。

4．第62回日米学生会議 春合宿

日時：平成22年5月3日～5日

場所：代々木オリンピックセンター

概要：本春合宿にて4月の選考委員会により最終

決定した28名参加者とECが初の顔合わせを行っ

た。本合宿において参加者はJASCの歴史を学び、

外国人学生との討論、分科会活動などの「JASC

の基礎」を学び、8月の本会議に向けての最初の

一歩を踏み出す機会となった。

参加者の感想（奥谷聡子）

本プログラムでは、本会議に備えて英語で自分

の意見を明確、且つ論理的に伝える方法を井上先

生に教えていただいた。Point,Reason,Example,

Pointの4本柱を意識しながら、最初は二人組にな

り、「日米学生会議に応募したきっかけ」など身近

なトピックから自分の意見をいい、相手が質問し、

コメントする繰り返しを全て英語で練習した。限

られた時間の中で、ポイントを明確に伝えるのは

難しかったが、色々な人とローテーションで意見

を言い、更にアドバイスももらえたので良かった。

最後には3列に分かれ、一人ずつ全員の前で1分

間のスピーチをして、フィードバックをしあった。

非常に個性豊かなスピーチに盛り上がったり、一

体感を感じたり、楽しみながら参加できた。論理

的に意見を述べることはもちろん大事だが、この

練習で学んだもう一つの大切なことはPassionを

もって相手を説得できるような話し方の工夫もで

きることが大切だと感じた。

【分科会活動】

第4章各分科会の活動の、春合宿での活動を参照。

【ようこそ先輩】

概要：75年の歴史を築き上げてきた先輩方を囲ん

でのJASCの歴史を知るための交流会を開催した。

第8回参加者の大先輩から直近の第61回参加者ま

で、あらゆる世代のJASCアラムナイとの対話を

通して、本年度参加者たちの8月の本会議に向け

たモチベーションアップを図った。

参加者の感想（竹内智洋）

ようこそ先輩ではJASCに参加して初めてアラ

ムナイの方々と話すことが出来た。先輩方が海外

に行くこと自体ほとんど例の無い中、大変な苦労

をしてアメリカへ渡られた事や、アメリカ兵士を

中心としたアメデリを前にどの様な思いで会議に

臨んだのかなどを聞くことが出来た。これらの体

験談を聞きながらJASCerとなれた重みを実感す

ると共に、参加者として自分が期待される責任に

ついて考えた。もともとJASCが歴史のある会議

だということは知っていたもののこの企画までは

単に第62回参加者という意識しかなかった。しか

し、先輩方の話の中から感じたのは自らの会議に

おける成功だけではなくJASCという会議をいか

にして次につなげるかの重要性であった。確かに

62回を成功させることは大切であるが、その中で

も自分なりに次世代へとつなげる事が出来るよう

に努力したいと感じた。

【EnglishDIscussionSession

withlnternationalStudents】

概要：本会議中の討論は基本的に英語で行われる。

各分科会は春合宿中、本プログラムまでに分科会

討論を重ねてきたが、それを改めて英語という他

言語にて討論し直すことで、英語討論の難しさを

生に体感するためのプログラムとしてセッティン

グした。

参加者の感想（新井良子）

外国の学生を招き、まず各分科会トピックにつ
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第2章1章 事前活動

いて英語で議論をした。日本語で議論を展開する

ことすら十分難しいのに、それを英語でとなると

内容は困難を極めた。しかし、外国の学生の地域

に対する意見を聞けただけでなく、RT一丸となっ

て英語で考え・共有するという本番に向けた実践

的な練習をすることができ、有意義な時間となっ

た。また、後半ではスペシャルトピックと題して

学生が討論したいトピックを自由に決めて議論を

行った。なかでも「平和｣ついて話し合うRTでは、

参加者の自論がはっきりと見えてきて、大変興味

深かった。ディスカッションの面白さはみんなで

議論を展開させていくこと自体ももちろんである

が、価値観の違いがはっきりと浮き彫りになった

ときにその議論が一層深まっていくではないかと

感じた。

ます！

【栗原隆太郎】

JASCは、自分から働きかければ働きかけるほ

ど得るものが大きい場所だという事を実感できた。

能動的に動くと同時に、自分には何が出来、何が

足りないのかという事を考えながら日々成長して

行こうと思う。

【齋藤友理絵】

同世代の、これほど多くの種類の人々に出会っ

たことは初めての体験であった。安全保障観も含

め、自分の中の何かが変わっていく、そんな漠然

とした、しかし大きな予感がする。絶対にこの夏

を楽しんでみせる！

【柴田真也子】

春合宿では予想しないような諸要素に気を配ら

ねばならないことを学びました。それを活かし、

どこまで自分たちで突き進んでいけるのか、自分

を試す意味でもみんなと一緒にたくさんのチャレ

ンジをしていきたいと思います。

【森田真弓】

JASCerと話す中で自分の知識の浅さを思い知

りました。本会議までには知識を補填し、英語力

も向上させてより良い議論が出来るようにしたい

と思います。JASCに参加できて、いいメンバー

に出会えて本当に幸せです！

【山下真貴子】

春合宿は本当に楽しく、刺激的で、あれほど濃

密で疲れ切った3日間はない。一人一人が独特で、

強烈に刺激された。私ももっと頑張らなきゃいけ

ないと思った。そして、尊敬できる友人に恵まれ

た幸運に心から感謝したい。

【片山直毅】

"Timeislimited"春合宿を終えての率直な

感想。時間が限られていても、日米学生会議を

"unlimited''な可能性を持つものにしていきたい。

【中澤耕己】

今年のJASCは（も？）本当に個性の強い人間

の集まりである。アメリカに行って議論するだけ

でも特別なのに、加えてこの強烈なジヤパデリも

いる。その中で自分らしさを見つけて、一番輝け

【春合宿を終えて、本会議への意気込み】

【竹内智洋】

合宿では会議に参加する責任と共に尊敬できる

仲間を35名も得る事が出来た。私はこの多彩なメ

ンバーの中で今後どの様な局面でも自分なりに貢

献する方法を見つけ、その中で今後の日本を支え

る手がかりを模索したい。

【庭野啓太】

分科会や勉強会で貫きたい姿勢：考えて、仲間

と共有し、また考えて、動く。

会議全体で貫きたい姿勢：自分を知ってもらおう

とすること。相手を知ろうとすること。対立を恐

れずに、相手とぶつかり、とことん話すこと。

【松下マエス】

どの分科会もあると思うが、しかしNIDは特に

個と個の衝突が激しい。でも、ここには本気の私

をぶつけても、笑って受け入れてくれるメンバー

がいるのだと実感。本会議でも本気で衝突するの

で、みんなよろしくお願いします。

【飯倉江里衣】

RTメンバーとすっかり打ち解け、本会議のイ

メージも膨らみ始め、春合宿を通して様々な不安

が取り除かれた気がしました。これからRTの具

体的な活動にどんどん取り組んでいきたいと思い
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るように頑張れば､多くのことを吸収できると思っ

ている。

【尾崎裕哉】

全員の思い出に残る、とても素晴しい企画が沢

山組み込まれていた事から、実行委員の丁寧さ、

そしてJASCへの熱意が伝わってきました。70人

全員の成功を考慮し、私もあらゆる面でJASCの

発展に貢献する決意をしました。

【高橋亜矢】

春合宿で初めて会ったJASCerたちは、皆それ

ぞれ気さくで、興味深くて、輝いていて、参加す

る前の不安が吹き飛ばされました。今後、夏に向

けて、会議が素晴らしいものにできるように、み

んなと一緒に、私も最大限頑張っていこうと思い

ました。

【木本篤茂】

JASCに参加する上で、援助を出してくれる団

体、JASCの基盤を築いてくれたOB･OGの恩に

報い、選考に通らなかった人の分まで努力するこ

との責任を果たすべく、最高の夏にします。

【山田晃永】

才能も行動力もある参加者ばかりで圧倒されか

けたが、卑屈にならずに自分なりの役立ち方を模

索しようと思った。また、勉強不足だと議論が不

毛になりかねないと分かったので､本会議にはしっ

かり準備して挑みたい。

【細井駿】

短期間でこれだけ大勢の学生と近い関係になれ

たのはJASCがはじめてでした。合宿参加までは

JASCの輪にうまく溶け込めるかどうか不安でし

たがこのメンバーとなら仲良く、そして一生の思

い出を作り上げることができると思います。今後

の各分科会での事前勉強会やフィールドトリップ

を通して万全の状態で夏の本会議に参加しようと

思います。

【丸山綾子】

春合宿で熱い仲間と熱い議論に出会い、一気に

JASC大好き人間に。時間的・精神的余裕が比較

的ある4回生という立場から、デリー人一人の思

いを出来るだけ把握して、全員が充実した経験を

出来るように支えていきたいです。

【新井良子】

自分の未熟さについて痛感した3日間となり、

世の中には学ばねばならないことが何とたくさん

あるのだろうと悟然とした。しかし、最高の仲間

と最高の夏を作り上げるべく、JASCに全身全霊

で取り組む覚悟が、決まった。

【有川慧】

たった2泊3日なのに、個性的でパッション溢

れるメンバーと濃密な時間を過ごすことができま

した。ますますモチベーションもUP!最高の学

生会議になるよう、精一杯自分のできることを実

行していきたいです。

【斉田英惠】

この3日間で、確実に自分の中で何かが芽生え

始めた。それほど春合宿は新鮮で濃く、刺激的だっ

た。本会議では70の考え方を吸収し、その芽がど

こまで成長するのか楽しみつつ、更なるステップ

アップを目指したい。

【生板純一】

日米学生会議では人と人との対話を大切にした

い。自分の思いを遠慮せずにしっかり伝え、また

相手の意見も真蟄に聞いて、そこから固定観念や

先入観にとらわれない、若者らしい新鮮な発想を

していきたいと思う。

【大井芳季】

こんなにモチベーションが高い奴らばかりのと

ころに来たのは久しぶりです。如何に自分が楽な

生き方をしていたことか。不安な部分もあるが、

challengeしていこうという決意を新たにしまし

た。そして少しでも日本のため、世界のためとい

う高逼な目標に向かいたいと思います。

【井上聡美】

春合宿を通してJASCerとしての自覚を持ち、

今後本会議に向けてRTの内容の面でも、英語の

能力の面でも課題をたくさん見つけることができ

た。62回の最高の仲間たちと最高の夏を過ごせる

よう、努力してきたい。

【奥谷聡子】

非常に意識が高く、ユニークなメンバーにとて
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も刺激を受けました！このメンバーと日米学生会

議に参加して、自分自身成長したい。全力を尽く

して最高の会議にしよう！

【米本大河】

2010年春、ここオリンピックセンターで芽生え

た友情の種は夏には大きな大きな花を咲かすだろ

う。きっとそれを62本のどの花よりも大きくして

見せる。自分を見つめ仲間とともに成長し最高の

舞台を分かち合いたい！

【橋本遥】

36人で4ケ月間、70人で1ケ月間。この短い期

間で何が出来るか。自分を曝け出し、相手を慮り、

自分をよく知るために、恐れず果敢に挑戦しよう。

そして互いに認め合い、刺激し合い、尊敬し合え

る関係を築きたい。

【郭ヒギョン】

ただの3日間にこれくらいの知識や刺激を得ら

れた分、夏の1ケ月本会議が楽しみでたまらない。

これから夏の本会議まで自分の力が最大限に発揮

されるように充電して最高の夏をすごせるように

頑張りたいと思う。

【山口寛明】

多くの刺激を受けたことによって、皆を牽引し

ていく働きをしていこうという強い気持ちが芽生

えた。メンバーの心にどんどん火をつけていけて

いけるよう、頭でうんぬん考えるよりも行動で自

己を示していく。

よりアメリカ合衆国のほうが重要であるか？」と

いったテーマも存在し、全員が白熱したデイベー

トを行った。

一

露

竃

澤

6．防衛大学校研修

日時：6月11日（金）

場所：防衛大学校(横須賀）

概要：日米学生会議では毎年、日米関係を考える

にあたって重要な「軍事」という観点をより詳し

く学ぶため、同世代の学生の中でも防衛大学校の

学生との対話の機会を設けるとともに、防衛大学

校教授より特別講義を受けている。

本年度は、防衛大学校施設見学をはじめとし、

山口教授、吉田一佐による特別講義のほか、防衛

大学校学生と日米学生会議参加者による各分科会

に分かれた討論が行われた。

｜ ‘： 一一 、－‐“＃ 鳶、I

5．英語デイベートワークショップ

日時：5月22日（土）

場所：ココデシカ青山

概要：本会議で必要となる英語での会話能力を超

えた「議論力」を養うため、本プログラムのアラ

ムナイである井上敏之氏（英語ディベートトレー

ナー）のお招きで、英語デイベートワークショッ

プを行った。ここでは、ディベートの練習を通じ

て英語で討論するための「脳」作りや瞬発力を鍛

えるレッスンの後、実際に3人一組でのディベー

トを行った。その議題には、「犬とアイボどちらが

よいか？」といったものから「日本にとって中国

第62回日米学生会議 日本側報告書
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参加者の感想（郭ヒギョン）

防衛大学の研修は、私にとって3つの成果が得

られた貴重な経験であった。まず、1つ目の成果

は新しい日本人を見つけたということ。「日本の

ために」という意識が強い彼らと話しながら、戦
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争の記憶から「愛国心」をタブー視してきた多く

の日本人を「平和ボケ」していると一般化してい

た自分の偏見が考え直された。次に2つ目の成果

は、「自衛隊」と「軍隊」の違いが分かった点であ

る。個人的にその違いは法律上だけであって､やっ

ていることはあまり変わらないという印象を受け

た。実際に交流を通じて、彼らの意識からも自衛

隊をほぼ軍隊として認識していることが分かった

が、一般の軍隊より自衛隊員を目指している防衛

大生の方が「国際貢献」という意識が高いと感じ

た。最後の3つ目の成果は、一般の大学生と全く

違う生活を過ごしている彼らの日々を見て、いか

にも自分が楽な生活をしてきたのか実感したこと

だ。彼らに比べると私の自己管理能力や社会への

意識はきわめて低いものである。こうした成果を

生かして、これから頑張っていきたい。

える。本会議での第2サイトとなるワシントン

D.C.において開催した安全保障フォーラムを意見

発信の場とし、沖縄問題への理解を深め日米両国

の相互理解に寄与するための第一歩として、実行

委員会主催の有志活動という位置づけで本研修を

実施するに至った。

【6月25日（金）アメリカの視点から学ぶ】

－在沖米海兵隊基地訪問

一在沖米国総領事館訪問

1日目はアメリカの視点から沖縄を見ることで、

アメリカ側の主張を理解することを目的に研修を

行った。はじめに、米国海兵隊の基地であり、事

実上沖縄米軍の中枢が置かれているキャンプフォ

スターを訪問し、海兵隊のRobertD.Eldredge氏

よりレクチャーを頂いた。Eldredge氏によると、

米海兵隊は米軍における陸軍を初めとする他の組

織と比べ、迅速かつ柔軟に展開して対応するとい

う機能を果たしているため、常に訓練を行い、沖

縄に待機することが不可欠である、ということ

だった。また、思いやり予算や騒音問題等の日本

側の負担が目立っているが、アメリカ側もその分

｢命」という負担を負っており、両者がWin-Win

関係を築いていくことが大切である、とのご講義

を頂いた。レクチャー後は基地内を見学して回

り、計||練施設のみならず海兵隊の普段の生活の様

子も見学した。その後、在沖米国総領事館に訪れ、

RaymondF.Greene在沖米国総領事より50周年

を迎えた日米安全保障条約の意義を学ぶことがで

きた。Greene氏は、世界最大の5つの軍隊のうち

4つが東アジアに存在するからこそ沖縄に基地が

あることがとても重要である、ということや、基

地移設問題は白黒をはっきりつけられるものでは

ないが、移設は14年も前から日本と議論してきた

ものであり、急に移設案を変更することは難しい、

等も指摘された。

7．沖縄研修（学生有志活動）

日時：6月25日～28日

場所：沖縄県（キャンプフォスター、在沖米国総

領事館、名護市庁舎、辺野古等）

＊本研修は第62回日米学生会議参加者のうち、本

会議でのワシントン，.C･での安全保障フオーラム

に先立ち沖縄問題を現地で学習したい志のある学

生33名が自費出費にて研修を企画、運営した。

＜沖縄研修の目的＞

新日米安保条約締結より50周年の節目となった

2010年、日米同盟を巡る両国の政治的状況は大き

な変化のときを迎えている。歴史的な政権交代の

のち、在沖縄米軍基地問題を国民規模の課題に位

置づけながらも迷走し続けたまま終焉した鳩山政

権。その後を引きついだ菅新政権においても、こ

の問題に対する明確な方向性は未だ示されていな

い。

創設以来75年間、日米の架け橋たる人材を輩出

してきたJASCにとっても、沖縄の基地問題は、

今後の日米関係を考える上で非常に重要な問題で

あり、今こそ学生という自由な立場から、社会に

対して何らかの意見を発信する必要性があると考

第62回日米学生会議日本側報告書 19



第2章章 事前活動

【6月26日（土）平和学習】

一県庁基地対策課によるレクチヤー

ーひめゆり資料館見学

一平和祈念公園見学・ひめゆり学徒隊生存者の方

より講話

質疑応答では学生会議参加者との活発な議論も展

開された。また、沖国大や琉球大の学生とのディ

スカッションも行った。会議参加者、現地学生双

方からの率直な意見交換がなされ地元の人々が抱

く基地に対する思いを感じる機会となった。勉強

会後には、沖国大内で交流会を実施し、沖縄の伝

統文化である｢琉球舞踊｣を鑑賞や､ディスカッショ

ンを継続するなどして交流を深めた。

米軍基地がすぐ傍に点在する嘉手納での宿泊と

なったこの日の夜には、ホテルのロッジで研修全

体に関するリフレクションが行われた。参加者の

基地問題に対する認識の変化などについて議論す

るとともに、本会議へ向けた学生会議参加者とし

ての自覚の必要性も課題として共有された。2日目は、午前に沖縄県庁の方から在沖米軍基

地についての概要、それに対する県庁としての対

応についてレクチャーして頂いた。講義の中では

1日目とは対照的に米軍基地の存在が地域に与え

る悪影響について、犯罪や事故のデータを詳細に

述べられていたのが印象的だったが、普天間基地

返還後の利用可能性については、行政としても具

体的なビジョンを描くことが困難なようであった。

午後にはこの日のメインテーマであった「平和学

習」を行った。ひめゆり資料館や平和祈念公園を

訪問し、第二次大戦下に行われた沖縄戦について

様々な資料を見学するとともに、戦時下において

実際にひめゆり学徒隊として活動された方に当時

の様子について伺う機会を得た。美しく広がる大

海原と沖縄戦で戦死された多くの人々を弔う石碑

を目の前にして、平和を願ってやまない沖縄の現

状に、思いを馳せた一時だった。

【6月28日（月）辺野古という現場】

一辺野古訪問

一名護市役所訪問（稲峰進市長より講演）

最終日となった4日目には､沖縄平和ネットワー

クという団体の大島和典氏の案内で、沖縄県内に

ある様々な米軍基地施設をバスでまわった。地元

住民が基地周辺で受ける様々な被害の実態を五感

で考える機会となった。また、日米合意において

は普天間基地の移設先とされた辺野古地区を訪問

し、地元で基地反対運動を継続されている方から

お話を伺った。その後、辺野古への移設反対を掲

げて当選した名護市の稲嶺市長からもレクチャー

を頂いた。基地反対を掲げ具体的な行動を起こし

ている人々のお話を伺う中で、基地問題に対する

会議参加者と地元の人々の認識の乖離や、問題に

対する私達の認識の甘さを改めて実感することと

なった。【6月27日（日）現地・沖縄の視点】

－沖縄国際大学での勉強会（佐藤学教授）

一地元住民・学生との意見交換会

一研修リフレクション

3日目は、沖縄国際大学での基地問題勉強会を

実施した。勉強会では、沖縄国際大学の佐藤学教

授協力のもと、「砂上の同盟」の著者であり沖縄タ

イムズ論説委員の屋良朝博氏、沖縄の自治に詳し

い琉球大学の島袋純助教授からレクチャーを頂き、

第62回日米学生会議 日本側報告書

＜参加者の感想＞（丸山綾子）

例えば私が継続して特定の人にレイプされてい

て、その被害を必死に警察に訴えている。だが警

察は取り合わず、「先に男性がレイプするほかの相

手を探せ」「あなたのお陰でほかの女性が助かるか

ら我慢しろ」と言われるとしたら－あまりの理不

尽さに言葉も出ないだろう。相手が悪いのは明白
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なのに、なぜ被害者の私がそんな苦労を強いられ

るのかと。研修で出会った沖縄の方々が､「感情論」

｢国家的な安全保障戦略を考えていない」といった

意見に対し示された怒りや悲しみの感情をどう理

解すればいいのか考え続けて、この想定に行き着

いた。もし沖縄の人々にとっての米軍や日本政府

が、私にとっての男性や警察と同じような存在だ

とすれば、彼らがなぜあんなに怒られたかは、痛

いほど分かる。この想定の避けられない恋意性と

不確かさを承知の上でも、なんとか自分の身に落

として彼らの気持ちを理解しようとしたのは、基

地問題の勉強を始めてからずっと感じていた、コ

ミュニケーションの断絶という問題に向き合いた

かったからだ。ある教授が「中国の脅威は計り知

れない」と熱弁されるかと思えば、続いてお会い

した活動家は全く相反する論拠に基づいて、「日本

は平和で安全だ」と力説される。こうした矛盾す

る事態をどう受け止めればいいのか、戸惑ってい

た。多くの方が人生をかけて懸命に問題解決に向

けて活動されているのに、根本の前提さえ共有さ

れないで個々の議論のみが進んでいく事態が、た

だ疑問だったのだ。

どう反対意見と折り合うか、いかに建設的に物

事を進めるかが、もっと重視されるべきではない

のか。そうしたもどかしさから、どの方に話を伺

う時も、「この人は反対意見をどのように聞き、対

応するのだろうか」と考えずにいられなかった。

当初は私も国家安全保障の重要性をいかに沖縄の

人々に理解してもらうのかに関心があった。しか

し前述の想像を経ると、そうした働きかけがいか

に彼らにとって暴力的かを思い、何も言えなくな

る。いくら論理的に正しく見えても、第三の道を

模索しなければならないのだと思う。研修中、米

軍関係者の方にこうした問題意識をぶつけた。「相

互理解は、一歩進んだら3歩下がるようなものだ。

だからこそ理解しあう努力を続けなければならな

い」との言葉が印象的だった。相手の立場を本当

に理解すること、相手に響くよう自分の意見を示

すことがいかに長い道のりか。それを知ったこと

が、沖縄研修の確かな収穫だった。

＜沖縄研修総括＞（大宮透）

第62回実行委員の自主的活動として企画された

沖縄研修だったが、その発端は「何か新しいこと

をやりたい」という実行委員としての純粋な思い

と､沖縄における基地問題の複雑化に対して「日米」

関係の一端を担う存在として何らかのアクション

を起こしたいという使命感の両方が混在したもの

だった。結論から言えば、企画当初に私たちが漠

然とイメージしていた最終目標、つまり「会議参

加者が沖縄研修を経たことで基地問題に対する統

一した見解や声明を出すこと」は、最後まで達成

できなかった。むしろ、実際には事前の勉強会や

本研修を通して参加者の基地問題に対する見解は

より多様化したように思える。研修報告が中心と

なったワシントンでの安全保障フオーラムにおい

ても、「日米」という対立軸には収まらない多様な

主張が展開される結果となった。「様々な視点から

基地問題を考える」という研修の目的を考えれば、

これは当然の帰結だったのかもしれない。

私自身が研修を通して何よりも強く意識したこ

とは、基地問題を当事者として考えることの困難

性であった。いや、一瞬の当事者意識であれば幾

らでも持つことはできる。しかし､その問題を「自

分のこと」として捉えた上で継続的に考えること

は、私が現地に住むことがない限り不可能だと思

う。

では、果たして私たちが「当事者意識」を持つ

ことは必要なのだろうか。むしろ重要なのは、厳

しい状況に生きる当事者の存在や彼らに対して私

たち自身が知らぬ間に行っている「差別」や「無

視」を自覚することなのではないだろうか。私た

ちは基地問題の当事者にはなれないかもしれない。

それでも、彼らの叫びに耳を傾けること、具体的

な解決策を私たちの方から進んで提案することは

可能なはずだ。

最後に、研修を企画していく中で、本当に多く

の方々から暖かいご支援・アドバイスを頂きまし

た皆様、特に1日目の米軍基地や総領事への訪問

実現に尽力していただいたJASCアラムナイの山

第62回日米学生会議日本側報告害 21



第2章I章 事前活動

本東生氏、また、3日目の沖国大における勉強会・

交流会を一手に引き受けてくださった佐藤学教授

には、数ケ月間にわたる準備にご協力頂きました。

また4日目に1日がかりで私たちに基地問題の本

質を語っていただいた沖縄平和ネットワークの大

島和典氏、ご多忙にも関わらずレクチャーにお時

間を割いていただいた稲嶺進名護市長、その他、

研修を支援してくださった皆様に、この場を借り

て心より御礼を申し上げたく思います。本当に有

8．第62回日米学生会議 直前合宿

日時：7月24日・25日

場所：代々木オリンピックセンター

概要：第62回日米学生会議本会議に先立ち、各分

科会が日本での事前活動のまとめや、本年度の4

つの開催地についての情報の共有、バデイー（本

会議中で互いに手助けをするため、日本側参加者

とアメリカ側参加者一人ずつがペアになり、事前

に連絡を取り合う制度）となったアメリカ側参加

者について他の日本側参加者に情報共有をするな難う御座いました。

ど、最終準備を行った。

第62回日米学生会議 日本側報告書22
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第3章

本会議･サイト活動
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第3章 本会議・サイト活動

リツチモンド（インディアナ州）（7月26日～8月1日）

（月）日本側参加者到着、歓迎

(火）オリエンテーション

開会式

TOmHamm教授講演

(水）インデイアナ州政府による講演・レセプション

（木）ホンダ自動車工場訪問

(金)KASCとの合同ディスカッション

日
日

６
７

２
２

月
月

７
７

7月28日（水）インデイアナ州政府によ

7月29日（木）ホンダ自動車工場訪問

7月30B(金)KASCとの合同ディス

7月31日（土）リツチモンド市内ツアー

8月1日（日）ワシントンD.C.へ出発

※宿泊場所:EarlhamCollege

■サイトテーマ KASC(Korea-AmericaStudentConference)

との交流アメリカにおける日本の再発見

～日米の地域間交流から～

広大なトウモロコシ畑が広がり、アメリカの田

園風景の面影がありながら、自動車関連産業を中

心に多くの日系企業が進出しているインディアナ

州。州都インディアナポリスは国内交通の要衝と

して、各産業を結ぶ「アメリカの十字路」とも言

われる。そして、ジャパニーズ・スタデイーズで

有名なEarlhamCollegeのあるリッチモンドがく

第62回日米学生会議始まりの地となる。Earlham

Collegeが1873年に日本人卒業生を輩出し、イン

ディアナと日本の地域間交流の歴史は教育から始

まった。そして今日では、インディアナと日本の

各都市が相互に姉妹都市関係にあるなど、その関

係は深い。第1サイトでは、日本との繋がりが、

いかにインディアナの産業、教育、文化に影響を

与えてきたのかを確認し､「アメリカにおける日本」

を再発見したい。

■具体的活動

･開会式

久枝 讓治氏 在シカゴ日本国総領事

･TomHamm教授による講演会

･スキットによる相互文化理解

･インディアナ州政府による講演会

･ホンダ自動車工場訪問

･KASCとの合同ディスカッション

･リッチモンド市内ツアー

7月26日（月）

日本側参加者到着

春合宿から3ケ月間。春合宿から3ケ月間。ついに日本側参加者がア

メリカに到着した。シカゴより乗り換えインディ

アナポリスへ。アメリカ側実行委員の出迎えによ

りアーラム大学へと到着した。彼らよりアーラム

大学の案内を受けていたところ、アメリカ側参加

者が急に現れ、歓迎のしるしとして、代々JASC

に受け継がれているJASCSongを歌ってくれた。

その後、初めて両国参加者が顔を合わせ、お互い

に用意したプレゼントを交換しながら、まだ慣れ

ない英語で自己紹介を行った。また、アイスブレー

■活動の指針と目標

･アメリカ側参加者と日本側参加者の相互理解

のきっかけ作り

･アメリカの地方都市を知る

．アメリカにおける日系企業のプレゼンスを知る

24 第62回日米学生会議日本側報告書
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キングとして、ケームで緊張をほぐし、全員で大

学のカフェテリアで夕食をとった。寮の施設はと

てもきれいで、参加者が集まって会話のできるス

ペースがあり、興奮を抑えきれず夜遅くまで話し

込む参加者もいた。

写真：開会式後、ケストと共に

7月28日（水）

州政府シンポジウム、フィールドトリップ、日本幽 居 陸

1
1

I

文化紹介

唯一の地方都市が本サイトであったため、イン

ディアナ州政府による講演会にて、「地方」として

のアメリカを学ぶ機会を設けた。2割弱の労働人

口が農業であるというインディアナ州の農業への

取り組みや、インディアナ州が地域活性化のため

にどのようなまちづくり政策を行っているかを学

ぶことができた。また、多くの日系企業を誘致し

ているインディアナ州と日本企業の実態について

も知ることができた。講演会の後は、州都にいる

ことを利用し、各分科会でフィールドトリップを

実施した。その後、日本人協会やアラムナイの方々

とのレセプションを行い、インディアナで働く日

本人の方々と直に交流することができた。夜には、

日本側参加者が主体となり、日本の制服や浴衣、

書道、茶道などを紹介するパーティーを行った。

写真：緑あふれるアーラム大学のキャンパス

7月27日（火）

オリエンテーション・開会式･TOmHamm教授

講演

本会議のオリエンテーションを実行委員より受

けた後、初の分科会セッションを行った。その後、

開会式が行われ、主催団体、後援団体、両実行委

員長からの挨拶、そして在シカゴ日本国総領事の

久枝讓治氏からも歓迎を受けた。式の後はアラム

ナイや後援者の方々などとの交流会を開き、JASC

の伝統と重みについて実感した。その後、アーラ

ム大学のTomHamm教授により、アーラムと根

深い関係のあるキリスト友会(Quaker)について

のご講演を頂いた。また､ジャパニーズ･スタディー

ズで有名なアーラム大学と日本人学生の歴史につ

いても学ぶことができた。夜にはお互い直前合宿

で準備してきたスキットにより自国の文化を面白

おかしぐ紹介し、さらに両国の距離を縮めたと同

時に、JASC参加者の隠れた笑いの才能に感動し

た。

写真：インディアナ州政府フォーラム
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1 ’
3ケ国合同の会議が開催された。はじめに、JASC

とKASCの概要について、プレゼンテーションを

行い、共に昼食をとった。その後、各学生会議の

分科会がSpeedDatingと称し、分科会のディス

カッションや概要について、相手側の参加者へプ

レゼンテーションをする機会を設けた。KASC側

の分科会テーマは以下の5つであった。

･TheABCIsofEducation:Explorationof

Education

･WarandPeace:AnAnalysisofDiffering

Perceptions

･TheGreenLifeMovement:SocialMovement

ofGoingGreen

･U.S.andKoreaintheNews:Mediafor

CulturalUnderstanding

･Koreain50States:TheEvolutionofNational

Identity

「教育」「戦争と平和」「環境」「ナショナルアイ

デンティティ」などテーマが重複している分科会

もあり、参加者の積極的な質問が飛び交っていた。

続いてスペシャルトピックを行い、日米韓の関わ

るトピックについて3国間の学生による活発な議

論が展開された。トピックは①軍事と戦争②宗教

③歴史教育④人種差別⑤女性のボディイメージ

と美容整形⑥技術協力⑦現代社会と伝統⑧社会

保障⑨企業の社会的責任⑩メディアの社会的役

割⑪恋愛⑫大学教育と学生生活という、アカデ

ミックなものから学生らしいものと、多岐にわた

り、大変興味深いものとなった。ディスカッショ

ン後には大学の体育館にてゲームを通して各々の

文化を紹介し合い、親睦を深めることができた。

夕食時にはディスカッションの続きやお互いの文

化について話が盛り上がる参加者が見られた｡たっ

た1日の交流であったが、普段接することのない

｢韓国」という視点をディスカッションに導入でき

たことや、数多くの友人ができたことでとても充

実した1日となった。

』』

,銭？Z

輝 丸 乎睡 ､趣,鳴領 ､ 露頭．

写真：書道を体験するアメリカ側参加者

7月29日（木）

ホンダエ場(HMIN)訪問、分科会活動

この日はインディアナにおける日系企業の大手

であるホンダの工場を訪問し、レクチャー、工場

見学を行った。レクチャーでは、職員の方より

HMINとインディアナ州政府の関係、本社との関

係、等のお話を伺った。また、グローバル企業と

してのホンダの戦略についてなど、参加者より積

極的な質問も見られた。工場見学では、ヘルメッ

トをかぶり、実際の自動車の制作過程の現場を見

ることができた。優れた日本の技術力の象徴とも

いえるこの工場では、ただただ規模の大きさに圧

倒されている参加者が多かったように思われる。

訪問の記念にHMINよりホンダの発明したロボッ

ト、ASIMOのストラップを頂き、工場を後にし

た。アーラム大学での夕食後は分科会でのを行っ

た。前日のフィールドトリップの復習などを行っ

た。JASCの生活にも慣れ始め、分科会活動もよ

り具体的な議論を展開し始めたようだった。

7月30B(金）

KASCとの交流

同じインディアナ州に位置するTrine大学に

て、KASC(Korea-AmericaStudentConference)

参加者との交流を行った。KASCとは、JASCを

アメリカ側で主催するISC(InternationalStudent

Conferences)の運営するもう一つの学生会議で

あり、2010年度で第3回を迎えた団体である。開

催地がお互い近かつたこともあり、歴史上初めて、

第62回日米学生会議 日本側報告書26
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！

■成果と考察

・アメリカ側参加者と日本側参加者の

相互理解のきっかけ作り

ケームを通じてさまざまなアイスブレーキング

を行ったり、自国の文化などを寸劇で紹介する「ス

キット」を発表したりすることにより、両国の学

生のコミュニケーションを生むきっかけを作るこ

とができた。また、日本側参加者が主体となり、

日本の制服や浴衣、書道、茶道などを紹介するパー

ティーや､互いの食文化を紹介しあうバーベキュー

を企画したことは、互いの背景を知るきっかけ作

りに貢献したといえる。

ｳｸ￥

1 期

Iq

写真:JASCとKASCの参加者全員で

7月31日（土）

リッチモンドツアー、分科会活動、日米ディナー

アーラム大学の位置するリッチモンド市内を

めぐるツアーを任意参加で開催した。奴隷解放

時代の史跡であるLeviCoffinHouseや、White

CountyHistoricalMuseumを訪問し、小都市リッ

チモンドの豊かな歴史を楽しんだ。また、クエー

カーの大学であるアーラム大学でのこの日の昼食

は、オートミールや豆といったSimpleMealを取

り、キリスト教の文化を体で感じることとなった。

分科会活動後、その夜は日本側がお好み焼きやお

餅を、アメリカ側がハンバーガーやスモア（焼き

マシュマロ）を振る舞い、日米の食文化を紹介し

あい、インディアナサイトの最後の夕食を満喫し

た。事前に学んだお好み焼きの焼き方を披露する

ことができて、参加者も満足していた。また、本

会議中初のリフレクションを行い、第1サイトを

終えての各々の感想、意見、提案など積極的な発

言が飛び交った。

・地方としてのアメリカを知る

インディアナサイトが第62回会議全体を通して

の唯一の地方都市であったため、「地方」としての

アメリカを学ぶ機会を多く設けた。州政府による

講演会では、2割弱の労働人口が農業に携わって

いるというインディアナ州の農業への取り組みと

実態について学ぶことができた。さらには、イン

ディアナ州が地域活性化に向けて行っている政策

についても、州政府の方から直接お話しを伺うこ

とができた。また、リッチモンド市内ツアーでは、

古きよきアメリカの地方都市としての歴史や伝統

を学ぶことができた。これらの企画を通じて、他

の3サイトとは一味違うアメリカの地方都市の魅

力を、参加者が感じる機会を提供することができ

たように思う。

・アメリカにおける日系企業のプレゼンスを知る

インディアナ州には数多くの日系企業が誘致さ

れており、日本経済に深く関係している。そのよ

うな中で、実際にどのように日系企業がアメリカ

で活動しているのかを、インディアナポリスで知

ることができた。また、ホンダ自動車工場を訪問

した際に、グローバル企業であるホンダの戦略や、

いかにホンダにとって地理的にインディアナが重

要か、といったことをご説明いただき、日本では

知ることのできないグローバル企業の展開を目の

当りにすることができた。インディアナで働く日

第62回日米学生会議 日本側報告書

写真：お好み焼きを楽しむ参加者
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本人の方とも交流し、改めて日本とインディアナ

との強い結びつきの背景にある、日系企業の重要

性を理解することができた。

第3章

を持たせるためにも、アメリカの視点から見るこ

とで日本を再発見できるようなコンテンツを多く

取り入れるようにした。州政府講演会やアーラム

大学史の講義などを通じ、インディアナと日本の

歴史や現在の関係についてより深く学ぶことがで

きた。また、HondaManufacturingoflndianaで

はアメリカにおける日系企業の実態を垣間見るこ

とができ、関係者の方々には多大なるご協力をい

ただいた。特に日本側参加者にとっては、今まで

に見たことのない新しい形の日本を発見すること

で、参加者は自国観とも「衝突」することができ

たのではないだろうか。

なかなか訪れる機会のないインディアナであ

るからこそ、たくさんの方々のご厚意に助けら

れた。私達のために施設を提供してくださった

EarlhamCollegeには特に深く感謝の意を述べた

い。Earlhamの恵まれた施設なしには、本サイト

は成り立たなかった。また、あらゆる面でサポー

トしていただいたLarrylngraham氏にも特別御

礼を申し上げたい。日本でお会いした際に「Please

askmeanything」との力強い言葉をかけてくださ

り、サイトコーディネートだけでなく、本会議中

の運営でも大変お世話になった。

最後に、インデイアナチームとして、何度も丁

寧に打ち合わせに付き合ってくれたYudai，持ち

前の安定感でサイトを動かしてくれたDiane、い

つも隣で一緒に奔走してくれた高田に心から感謝

したい。また、インディアナサイトを自分のもの

にしようと、主体的に活動してくれた参加者のみ

んなにもありがとうの気持ちを伝えたい。

この場を借りて、インディアナサイトをご支援

いただいた全ての方に、御礼申し上げます。あり

がとうございました。

･KASCとの交流

Trine大学にてKASCの参加者と交流を行った。

各々の会議の持つ分科会紹介や日米韓の関わるト

ピックについて3ヶ国間の学生によってディス

カッションを行った。総計120名もの学生が集ま

りディスカッションを終えたのちはお互いの親交

を深めるため各国の文化を紹介できるようなケー

ム等のレクリエーションを行った。日米学生会議

にとっては、韓国という新たな視点と触れ刺激に

なったと共に、今後も友好的関係を築く礎となっ

た。

■サイトコーディネーター後記

【坂田奈津希】

インディアナサイトは、第62回日米学生会議の

テーマである「世界の問題を、私達の課題へ～異

なる個の生む衝突と共鳴から～」を強く意識した

サイトであった。会議の幕開けとなる第一サイト

であることを念頭に置き、参加者が「衝突」でき

る場を多く設けるように心がけた。異なる個の生

む「衝突」からこそ、「共鳴」が生まれる。本サイ

トは、その「衝突」の種をできるだけまけるよう、

参加者同士やインディアナの方々など、あらゆる

人との交流の機会を大切にした。その中でも、日

米学生会議史上初めてであったKASCの学生との

出会いは、大変刺激的であったように思う。「世界

の問題を、私達の課題へ」と掲げている以上、「日

米｣だけにとらわれたくない｡そんな私達の想いが、

白熱したディスカッションや食事をともにしなが

らの何気ない会話を通じてKASC参加者にも伝わ

り、お互い「共鳴」ができたのではないだろうか。

また、多少なりともイメージが湧く他サイトと

比べ、インディアナは特に日本側参加者にとって

全くの未知の世界だった。しかし､そんなインディ

アナも、実は古くから日本と関係の深い土地だ。

よって、日米学生会議がインディアナに行く意味

第62回日米学生会議 日本側報告書

【高田修太】

リッチモンド。そう聞くと、普通はバージニア

州のリッチモンドを思い浮かべるだろう。しかし、

今回我々が訪れたのはインディアナ州のリッチモ

ンドであった。私自身、実行委員となるまで、こ

の州の存在、そして当然この街の名前など、全く
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総じて、インディアナサイトは普段見ることの

ない日本像を垣間見たり、KASCとの交流で様々

な点で衝突と共鳴を繰り返したり、加えて、普段

の活動を越えて友情をはく、くむことができたサイ

トであったと言えるだろう。

最後に、このサイトでは、JASCのOBでもあ

るLarrylngraham氏をはじめ、たくさんの方々

にお世話になった。この場を借りて、お礼申し上

げたい。また､アメリカ側実行委員として､インディ

アナサイトの大部分をコーディネートしてくれた

YudaiとDiane、そして私の拙い英語や力不足を

常に隣で支えてくれた坂田奈津希にも感謝したい。

さらに、超重要企画を主導してくれた参加者であ

り第63回のECでもある井上聡美にもとても感謝

している。多くの方々に支えられ、無事成功に終

わったこのサイト。参加者の心に深く刻まれれば、

幸いである。本当にありがとうございました。

知らなかった。「他の三か所のサイトに比べ、圧倒

的に知名度が低い｡」そう思ったからこそ、今年

度の日米学生会議においてこのサイトのコーディ

ネートを担当した。

第1サイトとは、そもそもどのような意義があ

るだろうか。最も重要な点として、「参加者同士

の親睦を深める」ということが挙げられるだろう。

フォーラムや見学等、JASCらしいプログラムが

存在する中でいかに参加者が仲良くなることので

きるプログラムを入れるか、ということは常に悩

みのタネであった。そのような状況ではあったが、

私はこのインディアナサイトが第1サイトとして

選ばれたことは大変よかったと今では思っている。

なぜならば、滞在先のアーラム大学が、素晴らし

く過ごしやすい大学であったからだ。大変失礼な

言い方ではあるが、アーラム大学の位置するリッ

チモンドは非常に田舎であり、大学周辺で夜中に

楽しめるお店やレストランはほとんどなかったの

である。それゆえに、常に参加者はドミトリーに

滞在し、広いロビーのソファに座って、長時間分

科会を越えて交流していた。そして、日本側参加

者の積極性が生み出したのは、日本文化紹介の時

間であった。（私たちはこれを「鳥獣用（超重要）

企画」と呼んでいた！）この企画では、和服や高

校の制服をはじめ、書道・茶道用具など、かなり

重いものを日本から参加者が持ち寄って、アメリ

､力側へと紹介してくれた。私たちECがあまり言

わずとも、彼らが自主的にこのように動いてくれ

たことは、ECとしても、1人の参加者としても、

とても誇りに思うと同時に感動し「やはりJASC

は参加者全員が一体となって作り上げるものなの

だな」と、ひしひし感じることとなった。

また、インディアナは移動時間が多いことも、

参加者の親睦を深める点でプラスに働いたのかも

しれない。私自身、2～3時間のバス移動の中、

多くの参加者と本当に様々なことを話し合った。

人権問題について討論したり、日本語を教えたり、

そのような「話すことしかできないフリータイム」

という予期せぬ「プログラム」によって、多くの

参加者が親睦を深められた。

写真：インデイアナサーイトコーディネーターズ

（左から坂田･Yudai･高田・Diane)

I

[二_一声-豐-J

写真：初めてのリフレクション後、全員で
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ワシントンD.C.(8月1日～8月8日）

8月1日（日） ワシントンD.C.到着

8月2日（月） スカベンジヤーハント・国務省訪問

8月3日（火） 日米安保フォーラム・「50年後の日米」スペシヤルトピツクデイスカツシヨン

8月4日（水） スミソニアン博物館見学・日本大使館主催レセプシヨン

8月5日（木） シヤトーヴイル訪問・タレントシヨー

8月6日（金） 連邦議会見学・ホームステイ

8月7日（土） ホームステイ

8月8日（日） ニューオリンズサイトへ移動

＊宿泊場所GeorgeWashingtonUniversityPotomacHouse

■具体的活動

・安保フォーラム：

-Dr.MichaelGreen-CenterfOrStrategicand

InternationalStudies(CSIS)SeniorAdviserand

JapanChair

-Dr.PatriCkCronin-CenterforNewAmerican

Security(CNAS)SeniorAdvisorandSenior

DirectoroftheAsia-PacificSecurityProgram

以上両氏による講演およびQ&A

日米学生による沖縄基地問題、日米安保50年間

についてのプレゼンテーション

・国務省訪問：アメリカ外交政策についての講演

・ホームステイ

｜サイトテーマ

アメリカの「力」を探る

～国家としての歩みと未来～

ホワイトハウスや連邦議会など連邦政府三権の

最高機関をはじめとして、合衆国を動かす英知と

情報が集まるワシントンD.C.。イラク派兵から、

金融財政政策や産業貿易政策の決定まで、国際政

治、経済の全てに影響を与えるこの地はいまや、

米国内はもとより世界の政治、経済の中心たる都

市である。ワシントン，.C.での活動を通して、学

生達は他国にはない「アメリカの力」を改めて認

識するだろう。未来志向の「日米」関係を知るた

めに、強大な国家「アメリカ」とは何かを、対話

を通して探りたい。第2サイトでは、政治、経済

…様々な分野の第一線で活躍する方々との対話を

通し、アメリカ合衆国の「力」を直に感じていき

たい。

■活動の指針と目標

日米関係「NEXT50」を考える。

国際機関および、アメリカ政治の中心地にお

いて各種フィールドトリップを行うことを通

して、参加学生の知見を広める。
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8月3日 に至る日米関係は「危機(Crisis)」ではなく「漂

流(Drift)」であるが、日米関係が「漂流」した経

験は歴史から見てもこれが初めてではないものの、

多くのチャレンジが今回は潜んでいるとおっしゃ

られた。

その他、日本では75％の国民が日米同盟を支持

しており（特に若い世代で顕著)、米国においても、

英国、カナダの次に信頼がおける国として日本が

挙げられている事例から、両国民のそれぞれの国

に対する信頼度がいかに高いか、日本とのFTA

締結についてもその期待度の高さが伝えられた。

また、米国は世間で言われているように中国との

G2であるとか、日本との関係をダウングレード

するなどはありえないと断言した。

第62回日米学生会議 安全保障フォーラム

スペシャルトピック NEXT50の日米関係

本年度会議では、ワシントンD.C.において新安

保50周年の年に学生としてNEXT50の日米関係

を考えようと言う意図のもと、安全保障フォーラ

ムを開いた。本フォーラムに備え、日本側学生は

事前活動にて学生有志で沖縄研修を行い、それを

踏まえプレゼンテーションなどを行った。

・安全保障フォーラムプログラム

1.以下の両氏による講演およびQ&A

-Dr.MichaelGreen-CenterforStrategic

andlnternationalStudies(CSIS)Senior

AdviSerandJapanChair

-Dr.PatrickCronin-CenterforNew

AmericanSecurity(CNAS)SeniorAdvisorand

SeniorDirectoroftheAsia-PacificSecuritv

Program

2.日米学生による沖縄基地問題、日米安保50年

間についてのプレゼンテーション

クローニン氏は、「ここにいる皆さんが10年、

20年、30年先の日米関係を動かす人材となって

ほしい」との期待を述べてくださった。クローニ

ン氏は日米関係を理解するにあたって、まず我々

が住んでいるこの世界がいかに危うい世界である

かを理解する必要があるとおっしゃられた。国家

間のリスクのみならず様々なアクターが原因とな

るリスクが現代には多く潜んでいるという事だ。

そして、現代の危機として伝統的な危機ではなく、

｢グローバル・コモンズ」に対する危機、特にサ

イバースペースの問題について指摘された。サイ

バースペースの脆弱性については北朝鮮が韓国を

サイバー攻撃した事例もあげられた。また、将来

については、気候変動や、自然資源獲得競争など

の「NaturalSecurity」がより大きな問題として各

国が取り組まなくてはならなくなるだろうとおっ

しゃられた。

1.DrGreenとDr・Croninによる講演

両氏ともに日米関係の分野では大変ご高名な研

究者でいらっしゃるが、お忙しい中日米関係を考

える若者のためにと無償で講演を引き受けてくだ

さった。

通常は大変学術的なお話に偏りがちな講演内容

も、我々学生の未来を考える熱意に合わせ、いか

にしてこれからの時代を考えていくべきなのかと

いうより幅広い視座に基づいたご講演を頂いた。

グリーン氏は、日米関係の歴史を説明し、新渡

戸稲造の「太平洋を繋ぐ橋になりたい｡」という

発言から、国際連盟への同氏の関わり、国際人と

して、自らの足で実際に外国を見ることが国際人

には必須の条件だと発言したことなどを紹介した。

その上で日米両国間の相互理解には日米両国の人

材交流が欠かせないとおっしゃられていた。現在

の日米関係についても自民党から民主党への政権

交代について説明が行われ、鳩山首相時代から今

2.日米学生双方による日米関係についてのプレゼ

ンテーション

このセッションでは、日米両国学生の代表がそ

れぞれ日米関係について考えることを発表した。

日本側からは、片山、栗原、竹内、森田の4名が

事前活動での沖縄研修を踏まえ、日米関係におけ

る沖縄問題の重要性とその解決について、単に国
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際政治的な視点からのみならず直接地元の大学生

や辺野古の基地移設反対運動をする方々と対話を

した上で、沖縄基地問題に対していかに両国がコ

ミットしていくべきなのかを語った。また、アメ

リカ側代表としてWilliamCoreminとPaulHorak

がサンフランシスコ講和条約以来の日米関係につ

いてのプレゼンテーションを行うと共に日本の存

在の重要性についてアメリカ人として発表を行っ

た。

これは、個々人が自らまだ隠している才能（音楽、

ダンス、マジックなど）を全員の前で披露するこ

とを通して、より深く自分を知ってもらうための

企画である。本年は日米の学生合同での寸劇など

楽しい出し物が催され、両国学生の絆を深めた。

フォーラム終了後には寮において、全学生が参

加者が自ら選定した8つのスペシャルトピック

テーマに分かれディスカッションを行った。東ア

ジアの安全保障における中国の存在、日本におけ

る靖国問題など、日米関係の次の50年を考えるに

あたって重要な要素について多くの学生が議論を

交わし、日米学生会議として何が出来るのかを両

国学生同士で確認し合った。

写真：シヤトーヴイルの劇場での集合写真

8月6日～8月7日

ホームステイ

日米学生会議では毎年、学生同士の交流のみな

らず両国の相互理解に資する活動として、現地で

暮らす方々の下でホームステイをさせていただい

ている。

本年はワシントンD.C.サイトでホームステイが

行われ、実行委員を除く参加学生はバージニア州

郊外の17の家庭にてホームステイを体験させて頂

いた。

8月4日

日本大使館レセプション

ワシントンD.C.に位置する日本大使館旧公邸に

て在米日本大使館様によりレセプションを開催し

て頂いた。レセプションでは在米国日本国大使館

の林肇公使より2週間が過ぎた日米学生会議学生

全体への激励と共に、昨今内向きと称される日本

人が多いと聞く中で、JASCの日本側学生を見て

大いに日本の未来に安心したとのお言葉を頂いた。

本レセプションには在米大使館の職員の皆様を初

めとし、アメリカ側のアラムナイの方も多くいらっ

しゃっており、本会議中にて始めて多くのアラム

ナイの皆様と交流し、JASCの昔話等を聞く機会

となった。

参加者のホームステイ体験記（高橋亜矢）

ホームステイの二日目では、JASCerのあきえ、

ゆりえと一緒に、一日ホストファミリーの方々と

楽しく過ごしました。

午前中は、ホストファザーに郵便局やスーパー、

近所で毎週行われているファーマーズマーケット

に連れて行って頂きました。スーパーでは品数の

多さと大きさに驚き、ファーマーズマーケットで

は地域の農家で作られている色鮮やかで新鮮な野

菜や果物、バターやチーズなどの乳製品やワイン

などが売っていて、試食をしながら現地農家の人

とのお喋りを楽しみました。ちょうどこの日が母

の誕生日であったため、母へのお土産にヴァージ

8月5日

シャトーヴィル訪問

バージニア州郊外に位置する、1997年に若者

の芸術活動を支援するために設立されたシャトー

ヴイル財団を訪問し、その本格的な劇場にて日米

学生会議の文化であるタレントショーを行った。
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問題に関するプレゼンテーションを行った。また

その後、このフォーラムを踏まえてスペシャルト

ピックディスカッションとして7つの切り口から

｢NEXT50」参加学生同士で未来を考える機会を

設けた。一連のプログラムを通して、両先生から、

次代を担う若い学生の力こそが重要とのメッセー

ジを受け取ると共に、日米学生会議として真筆に

取り組むべき日米の未来に向き合う時間をしっか

り持てたことは、大変貴重な機会となった。

ニア産のワインを買うこともできました。

午後には、ホストファミリーの方と一緒に出か

け、本屋やショッピングモールに連れて行ってい

ただきました。夕方からは、日本語を学んでいる

というホストシスターの友人たちが3人遊びに来

て、一緒に夕食を楽しみ、アイスクリームやクッ

キーを食べながら日本の文化やアメリカの大学生

活について夜遅くまで語り合いました。

ホストファミリーの方には、本当の家族のよう

に歓迎していただき、日米学生会議の忙しいスケ

ジュールを離れ、久しぶりにのんびりとした休日

を過ごすことができ、忘れられない思い出の一つ

となりました。

･国際機関およびアメリカ政治の中心地において

各種フィールドトリップを行うことを通して、参

加学生の知見を広める。

本開催地における分科会フィールドトリップ先

は多岐に渡る。（4.の各分科会の報告を参照された

い）第1サイトで議論が温まり始めた各分科会に

とって、本サイトにおけるフィールドトリップで

得た知識はその後の分科会ディスカッションを展

開するに当たり良い刺激となった。

■サイトコーディネーター後記

【杉本友里】

まず、日米両国側にて、DCサイトでのプログ

ラムの計画、実施ご協力いただいた、全ての皆

様、この場を借りて心より感謝の気持ちを伝えた

い。そして、サイト担当として東奔西走してくれ

たLeah、David、同じ日本側実行委員として支え

あった安川にも、特別の感謝を伝えたい。しかし、

参加者それぞれに、疲労も募り、また、少々無理

のあるプランの中でかなりの負担を課してしまっ

たことについては、申し訳ないばかりだった。他

の実行委員の応援と、参加者全員の協力がなけれ

ば､DCでの1週間を乗り切ることはできなかった。

このサイトの企画にあたって意識したことは主

に2点ある。1点目は、首都であるDCにしかな

い資源や情報を活用することだ。米国国務省、日

本大使館訪問や、Smithsonian周遊、各RTでの

集中的なFTなど、様々な場所や人を訪れ、とに

かくインプットした1週間だったように思う。

2点目は、日米安全保障フォーラムの実施だ。

第62回日米学生会議 日本側報告書

写真：ホームステイでのワンシーン

■成果と考察

・日米関係「NEXT50」を考える。

新日米安保50周年の本年、次代を担う学生とし

てこれまでの50年を振り返ると共に、次の50年

を考える機会を本開催地では設けた。本年度会議

では、任意の事前活動として日本側参加者のみで

沖縄研修を行ってきた。研修内では、米軍基地や

米国総領事等の米国の声、沖縄県、名護市長など

の行政の声、普天間基地の辺野古移設反対運動家

の方々や、地元学生等の地元の声と多面的にこの

沖縄基地問題をとらえてきた。その上で本開催地

においては「安保フオーラム」を開催し、これま

での日米関係と今後の展望をマイケル・グリーン

氏、パトリック・クローニン氏に講話いただいた

後、日本側学生、アメリカ側学生による沖縄基地
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特に日本側では、事前活動の一環として日米安保

に関する勉強会や､沖縄研修の集大成の場､そして、

参加者同士が将来の日米関係について真蟄な意見

交換をするアウトプットの場として、実施前から

大きな期待と緊張を持して臨んだ。ところで、「日

米学生会議」といえど、必ずしも参加者全員が日

米関係に関心があるわけではない。しかし、第62

回会議では、一貫してこのテーマに取り組んでき

たことで、大なり小なり、参加者個々人が「私た

ちの課題」として位置づけられたのではないだろ

うか。それは、結果的には「安全保障」ほど、高

次ではないかもしれない。しかし､私たちは確かに、

日米の学生として、日米の過去．現在．将来につ

いて議論した。もちろん結論は出ない。それでも、

自分たちなりにことばを紡ぎだし、伝え、伝えら

れようとしたのだ。この経験が、いずれ、それぞ

れが描く日米関係を、個人の次元、あるいはより

高次で実現するきっかけとなることを願う。

杉本には感謝の言葉をいくら述べても足りない。

JASCer独特のフランクさのおかげで第1サイト

を経て既に仲良くなっているとはいえ、平穏なイ

ンディアナから大都市であるワシントン，.C.へ移

動してきての緊張感は少なからず多くの日本側学

生から感じられた。そのような中でも、数多くの

プログラムをしっかりとこなせたことは重要なこ

とであり、また、多くの学生にとってホームステ

イ経験の場となったワシントン，.C.サイトが思い

出に残る事を強く願っている。

最後に、在米日本大使館でのレセプションにお

招き頂きました林肇公使、また本サイトでの重要

な企画である安保フォーラムに際し、講演者の先

生方を探すのに本会議直前になってご助力頂いた

USJI(U.S.-JapanResearchlnstitute)の安永修章様

等日本の学生が日米関係について考えることを助

けてくださった多くの在米の日本人の皆様に感謝

の辞を述べたいと思います。本当にありがとうご

ざいました。

【安川 皓一郎】

アメリカ側開催時の日本側サイトコーディネー

ターの大変さが身にしみた経験となった。私自身

にとっても不慣れな外国の地において､サイトコー

ディネーターとして他の誰よりも事前知識、準備

をしてリードして行くという事は極めて難しかっ

た。準備機関から連絡も怠りがちになりながらも、

インターン経験で地の利のあるDavid，いつでも

フオローアップをしっかりしてくれたLeah、そ

して、私の代わりに多くの情報共有をしてくれた

写真：ワシントンD.C.サイトコーディネーター

（左からDavid･杉本･Leah･安川）
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ニューオーリンズ（8月8日～8月14日）

8月8日（日） ニューオーリンズ到着、オリエンテーション

8月9日（月） 分科会フィールドトリップ

8月10B(火)HabitatForHumanityでのボランティア、スペシャルトピック

8月11日（水)WorldWarllmuseum見学、WWI|についてのスペシャルトピック

8月12日（木)BP社メキシコ湾原油流出事故についてのスペシャルトピック

ニューオーリンズ・フォーラム

8月13日（金）タレントショー、フレンチクオーター地区見学、

ジャズコンサート鑑賞

8月14日（土）サンフランシスコに出発8月14日（土）サンフランシスニ

※宿泊場所;|ndiaHouseHostel

｜｜サイトテーマ ･WorldWarnMuseum見学、WWⅡについて

のスペシャルトピック

･BP社メキシコ湾原油流出事故についてのスペ

シャルトピック

･ニューオーリンズ・フォーラム

･フレンチクオーター地区見学、ジャズコンサー

ト鑑賞

カトリーナからの再出発

～歴史、人種を超えた協働～

19世紀フランス植民地時代の街並みを残すフレ

ンチクオーター地区やジャズミュージックで有名

なニューオーリンズ｡「アメリカの中のヨーロッパ」

とも言われ異国情緒漂うこの地は、かつては全米

最大の奴隷市場として栄え、人種間差別や対立が

絶えない場所でもあった。そのニューオーリンズ

に2005年8月、ハリケーン・カトリーナが上陸し、

人口の半数を占めるアフリカ系アメリカ人居住地

区を中心に甚大な被害を与えた。しかし、その復

興への願いは人種地域、さらには国を超えた協

力を生み出し、町は今生まれ変わりつつある。第

3サイトでは、復興の途上にあるこの地で地域住

民との対話や交流を重ね、大災害の現実と歴史や

人種を超えた協働の理解を目指す。

8月8日（日）

ニューオーリンズ到着、オリエンテーション

前サイトのワシントンD.C.では最後の2日間に

ホームステイを行ったため、この日は空港にて集

合後、ホストファミリーとお別れをしてから、2

日ぶりに会う参加者同士で再会のハグを交わし、

飛行機に乗り込む慌ただしい移動となった。有名

なニユーオーリンズ出身のジャズ奏者の名を冠し

たルイ・アームストロング国際空港から、整備さ

れていないガタガタの道に揺られてバスが着いた

先は、バックパッカーも利用する現地のユースホ

ステル。先に到着した日本側参加者の中には、ワ

シントンD.C.の整然とした街並みとの差に驚く者

や、移動の疲れと現地特有の蒸し暑さに体調を崩

す者も居り、日米学生会議が初めて南部にやって

きたのだということを改めて実感することとなっ

た。

■活動の指針と目標

･ハリケーン・カトリーナと復興活動への理解

･「米国が捉えた第二次世界大戦」を学ぶ

．文化体験

■具体的活動

･HabitatForHumanityでのボランティア
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込み、活動場所に向かった。到着後は、職員の方

からオリエンテーションを受け、2グループに分

かれての作業となった。朝8時から夕方16時ま

での8時間もの間、炎天下で実際の建築に携わり、

木材運びやペンキ塗りなどを行った。最初こそ仕

事に慣れなかったが、作業の中でお互いが協力し

合い、後半になると皆率先して、ボランティアに

参加した。その後はホテルに向かい、夕食を食べ

た後、スペシャルトピックを行った。

夜の全体オリエンテーションでは、サイトコー

ディネーターより脱水症への処置や体調管理に関

する注意喚起、治安や外出時間についての注意な

どが他のサイトよりもかなり入念に行われた。

8-月9日（月）

分科会フィールドトリップ

ニューオーリンズでの活動日初日。ホームステ

イと移動日を挟んだため、約3日ぶりに公式のRT

タイムが設けられた。久しぶりの議論の場であり、

ちょうど会議の折り返し地点でもあることから、

多くの分科会が、今後の方針やファイナル･フオー

ラムでの発表内容について意見交換を行っていた。

しかし、今までの疲れが溜まり、蒸し暑い気候に

も慣れない中で、また前2サイトの快適な寮とは

打って変わって空調もままならないユースホステ

ルでなんとか場所を見つけて議論を行う必要があ

り、疲労や苛立ちで集中し辛い環境になってしまっ

ていた。朝から午後にかけて長時間のRTタイム

を設けたため、フィールドトリップを行う分科会

や、気分転換に全員で街を見学する分科会もあり、

残された時間も半分となった分科会活動を充実さ

せようとどの分科会も苦心していた。

午後はフリータイムとし、多くの参加者がフレ

ンチクオーター地区に観光に繰り出していた。第

3サイトともなると、日本側、米国側といったま

とまりは薄れ、日米の参加者が自然に集まり、皆

で有名なCafeDuMondeのドーナツや、街の至る

所で演奏されているジャズの音色や、バーボン・

ストリートの喧騒を楽しんでいる様子であった。

密

写真:HabitatForHumanityでのボランティア

8月11a(Zk_)

WorldWarllmuseum見学、WWI|についての

スペシャルトピック

この日はTheNationalWorldWarllMuseum

を訪れた。この博物館は第二次世界大戦に対する

アメリカの貢献を記念して、ノルマンディー上陸

作戦から56周年であった2000年の6月6日に､ヨー

ロッパや太平洋諸国への上陸用舟艇が作られてい

た地であったニューオーリンズに開かれたもので

ある。ボランティアガイドの方に簡単な説明をし

て頂いた後、自由に館内を見学して回った。大戦

で使用されたモデルの軍用機や大戦当時の米国で

8月10B(火）

HabitatForHumanitvでのボランティア、スペ

シャルトピック

NPO団体であるHabitatForHumanityは、カ

トリーナ被災地において、被害を受けた住宅を建

て直し、市民に提供するという活動を行っている。

その活動は世界100カ国で行われ、ボランティア

として日本からも多くの学生が参加している。私

達はそのボランティアのため、朝早くバスに乗り
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発行された風刺画、米兵の証言ビデオなどの展示

物とそれらの展示方法から、日本側参加者は米国

が捉える第二次世界大戦の一端を学ぶことが出来

たのではないかと思う。

また、見学後は館内のホールで参加者全員が博

物館の感想や展示に対する意見を交換するととも

に、WWⅡに関するスペシャルトピックの時間を

設け、「戦争とメディア」「戦時中の従軍女性」な

どのテーマについても議論をした。日米両国の学

生が、過去に起きた日米間での戦争について互い

の認識の違いに触れ、現在、ひいては将来におけ

る日米関係に関しても考える大変貴重な機会と

なった。

DepartmentoftheCityofNewOrleans)

これまでのニューオーリンズでの滞在中に、実

際にHabitatforHumanityで復興支援ボランティ

アを体験したり、地域に住む人々の層や家の様子

を見たり、5年前の災害の爪跡が残る街の雰囲気

を肌で感じていたことなどから、参加者全員が熱

心に講演に耳を傾け、自分達が体験した活動や街

の印象に基づく質問も活発に投げ掛けられた。講

演者の4氏は地域の産業、NPO、研究、行政の各

分野を代表して講演をしてくださったので、サイ

ト活動全体を貫く地域復興というテーマについて、

より多角的に学び考える機会とすることが出来た

のではないかと思う。フォーラム後のレセプショ

ンでも、講演者を囲んで熱心に質問をする参加者

の姿が見られ、その後のリフレクションでは、い

つも話される会議への感想や今後の抱負のみなら

ず、ニューオーリンズという土地に対する意見や

感想も次々と共有されたことが印象的であった。

8月12日（木）

BP社メキシコ湾原油流出事故についてのスペシャ

ルトピック、ニューオーリンズ・フォーラム

午前中はホステルにて、日本でもニュースに取

り上げられ、ニューオーリンズも被害を受けてい

たBP社のメキシコ湾原油流出事故について小グ

ループに分かれて意見交換を行い、午後のフオー

ラムヘの準備とした。午後はTulaneUniversity

に移動し、@.RecoveryfromNaturalandMan-

madeDisasters:LessonsLearned'をテーマとし

たフォーラムを行った。

講演者と講演の表題は以下の通りである。

.,.TheOifShoreEnergylndustry-Challengesand

OpportunitieJ

-Mr.J.KeithCouvillion(ChevronU.S.A.Inc.)

."HabitatforHumanityandRebuildingNew
”

Orleans

-Mr.JimPate(NewOrleansAreaHabitatfor

Humanity)

."Louisiana'sTrilogyofHumanCaused

Disasters:coastalwetlandloss,Katrinaflooding,

andtheBPoilgusher."

-Dr.RobertThomas(LoyolaUniversity)

."InsidetheNewOrleansRecovery:Experiences

Gained,LessonsLearned,PeopleTouched''

-Mr.TravisHenry(FormerlyofRecovery

写真：ニューオーリンズフォーラム

8月13日（金）

タレントショー、フレンチクオーター地区見学、

ジャズコンサート鑑賞

午前中は分科会に分かれて議論し、午後は自由
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に街を散策した。このサイトの滞在最終日という

ことで、FrenchQuarterで観光したり、ショッ

ピングをしたりなど思い思いにフリータイムを満

喫していた。夕方からは、2度目となるタレント

ショーを参加者が主体となり、開催した。自慢の

歌を日米学生がチームとなり披露するもの、ダン

スを華麗に踊るものなど様々な個性が発揮され、

会場は常に歓声と笑いに包まれていた。

マについても議論をした。日米両国の学生が、過

去に起きた日米間での戦争について互いの認識の

違いに触れ、現在、ひいては将来における日米関

係に関しても考える大変貴重な機会となった。

･文化体験

19世紀のスペイン・フランス植民地時代の建築

物が残るフレンチクオーター地区を訪問し、「アメ

リカの中のヨーロッパ」とも言われる異国情緒あ

ふれる街並みを見学した。また、この地で生まれ

たジャズミュージックについて、ホテルでのコン

サート鑑賞や街中での地元の人達の演奏を楽しむ

など、様々な歴史や人種が混在するニューオーリ

ンズの文化を体感することができた。

ハリケーン・カトリーナの被害や格差問題など

様々な課題を抱えながらも、被災後も地元での生

活を選んだという人々の地域への強い愛着の理由

の一端を学ぶことができ、日本側学生のみならず

米国側の学生にとっても米国の新たな一面に触れ

る体験となった。

■成果と考察

・ハリケーン・カトリーナと復興活動への理解

未だ爪痕が大きく残る地域に直接赴き、NPO団

体HabitatForHumanityと共に参加者が7時間

にも及ぶ家屋復旧へのボランティアを行った。ま

たLoyola大学教授を始め、ニューオーリンズ市行

政の方を含めた4名の講演者の方々からハリケー

ン．カトリーナがどのような被害をもたらし、社

会的、経済的に影響をもたらしたのかということ

を焦点にニューオーリンズ・フォーラムを開催し

た。これらの活動を通して、未だ残るカトリーナ

の傷跡を改めて知るとともに、その復興へ向けて

日々尽力している多くの人々との対話の中で、将

来を担う日米両国の学生がこのような地域復興に

対して何をすべきなのかを深く考察するきっかけ

にもなった。

■サイトコーディネーター後記

【高橋央樹】

ニューオーリンズは、スペインやフランスなど

に植民地化されていた経緯もあるため、ふと立ち

入るとここはアメリカなのかと疑ってしまうほど

異国情緒溢れた煙びやかな街並みである。ただ実

際に中心都市を離れてみると、華やかな街の姿は

なく、カトリーナ被害の傷跡が残る住宅街が現れ

る。そこには活気はなく、夜になると危険なのか

出歩く人を見かけることはなかった。

サイトコーデイネートをする際は、カトリーナ

からの被害の現状やそれらからの復興に注力した

プログラム作りに励んだ。実際NaokiやMarieの

努力があって、HabitatForHumanityでのボラン

ティアや、ニューオーリンズ・フオーラムを開催

することもできた。フォーラムでは、カトリーナ

復興に携わった多くの方々の講演を通して、カト

リーナが何をニューオーリンズにもたらしたのか

という点に焦点を当てつつ、大災害への理解を深

．『米国が捉えた第二次世界大戦」を学ぶ

ノルマンディー上陸の日にオープンしたことか

らD-DayMuseumとも呼ばれ、第二次世界大戦の

勝利に対するアメリカの貢献を記念して建てられ

たNationalWWIIMuseumを訪問した。大戦で使

用されたモデルの軍用機や大戦当時の米国で発行

された風刺画、米兵の証言ビデオなどの展示物と

それらの展示方法から、日本側参加者は米国が捉

える第二次世界大戦について学ぶことができた。

また館内では、日米の学生が博物館見学の感

想や展示に対する意見などを交換するとともに、

WWⅡに関連したスペシャルトピックを設け、「

戦争とメディア」「戦時中の従軍女性」などのテー
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に思う。まず宿泊先が、前2サイトのような大学

ではなく、多数のバックパッカーが泊まる地元の

ユースホステルであったこと。これはとりわけ日

本側参加者にとって大変貴重な体験であると同時

に、ファイナル・フォーラムが近づく中で分科会

活動の場所を確保することが難しかったり、一般

客の方々への配慮を問われたり、といった状況も

引き起こした。次に、安全上の管理が特に問題と

なったこと。コーディネート期間中も、治安への

懸念がAECの二人から伝えられており、毎回の

アナウンスで、健康管理と外出時の注意を呼び掛

けていた。最後に、家造りのボランティアやカト

リーナ被害をテーマにしたフオーラムを行うなど、

地域そのものに目を向けたプログラムが多かった

こと。その結果、このサイトでのリフレクション

で唯一、会議の進め方などに加え、NewOrleans

という土地に対する意見や感想、批判などが次々

と共有されていった。5日間の活動日の中で私達

が体験したのは、NewOrleansに存在する様々な

視点の一部であり、この土地が抱える多様で複雑

な問題のほんの一部であるが、参加者一人一人が

NewOrleansを肌で感じ、考えを巡らせていたこ

とがとても嬉しかった。

最後になりますが、NewOrleansサイトでのプ

ログラム実現にご協力いただいた皆様に、日本よ

り感謝申し上げます。そして、現地に出向くなど

充実したプログラム作りに1年間奔走してくれ、

また日本側の希望も快く取り入れてくれたAEC

コーディネーターのNaokiとMarie,JECコーディ

ネーターのひろきにも感謝しています。どうもあ

りがとうございました。

めることができた。しかし5日間という4サイト

中一番短い中で、地元住民との交流の場をプログ

ラムとして組み込むことができなかった。マクロ

としてのカトリーナヘの理解を達成できた一方で、

よりミクロな視点からカトリーナヘの洞察を高め

ることができなかったのが、コーディネーターと

しての後悔である。

また私達がニューオーリンズサイトをコーディ

ネート又は、運営する際に一番気を付けていたの

は体調管理であった。実際に30度以上の気温と汗

ばむ湿気によって、体調を崩す参加者は多かった。

ただ深刻な体調悪化を訴える者がいなかったこと

は、ファイナルフォーラムが近づいていたことも

あり、私達サイトコーディネーターをほっとさせ

た。サイトコーディネーター同士が協力し合い、

体長管理に対しての配慮を常に促すように参加者

に伝えていたことがこのような結果に繋がってい

ただろう。

1年間にわたるサイトコーディネーターとして

の活動だが、事実上仕事を多数行っていたのは、

アメリカ側実行委員であるNaokiやMarieであっ

た。私達自身円滑なサイト運営が行えたのも、彼

らの準備が万全であったからである。最後となり

ますが、サイト運営に協力して頂いた方々ととも

に、アメリカ側実行委員の二人にもお礼を言いた

い。本当にありがとうございました。

【中村真理】

約1年前、担当サイトを相談するECメーリ

スでNewOrleansを希望した背景には、New

Orleansに特有の、歴史、人種文化の融合への

興味があった。スペイン・フランス植民地時代の

建築物や通りのJazzの音色が観光客に人気である

一方で、アフリカン・アメリカンが人口の半数を

占め、ハリケーン・カトリーナの際には住み分け

の結果形成された貧困地域が大打撃を受けている。

その｢多様｣な暮らしに少しでも多く触れてみたい、

と思った。

実際に、サイトとしてのNewOrleansでの体験

は、他のサイトと大きく異なるものであったよう

写真：ニューオーリンズサイトコーディネーター

（左から中村・Naoki･高橋･Marie)
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サンフランシスコ（8月14日～8月21日）

8月14日（土）サンフランシスコ到着

8月15日（日）オリエンテーション

チャイナタウンでの夕食会

8月16日（月）ファイナル・フォーラム直前準備

8月17日（火）ファイナル・フォーラム

8月18日（水）新実行委員選挙、マイノリテイ・フォーラム、

サンフランシスコ総領事館邸にてレセプションパーティー

8月19日（木)Angellsland見学（任意参加）

8月20B(金）ファイナル・リフレクション

8月21日（土）サンフランシスコ出発

※宿泊場所:SanFranciscoDowntownYouthHoste1

■サイトテーマ ■活動の指針と目標

世界最先端都市とアジア移民

～マイノリティの歴史を探る～

最先端技術産業が集積するシリコンバレー、毎

年多くの観光客で賑わうノースビーチやフィッ

シャマンズウオーフ。様々な顔を併せ持ち、世界

中にその名を轟かせる全米有数の都市、それがサ

ンフランシスコである。観光都市としてその華や

かさが有名でありながら、「移民の国」であるア

メリカにあって、特にアジア系移民が多いことで

知られる。マイノリテイーに対する厳しい偏見や

差別の矛先は、排日移民法や西海岸の移民の玄関

Angellslandを象徴的な存在として、彼らにも向

けられてきた。第4サイトでは、移民への差別や

排除の歴史について学び、人種や民族の融合の過

程に見る「自由の国」アメリカの本質を探り、1カ

月に渡る会議の終着点を迎えたい。

･サンフランシスコにおける人種や文化の多様性

を体感

･1ヶ月の集大成を社会に発信

･会議後も活動を継続していくための土台形成

■具体的活動

・ファイナル・フォーラム

・マイノリテイ・フォーラム

･新実行委員選挙

・ファイナル・リフレクション

8月15日（日）

オリエンテーション・チャイナタウンでの夕食会

朝食後にサイトオリエンテーションを行い、施

設に関する注意事項や各分科会への部屋の割り当

て、体調管理の徹底などがアナウンスされた。夕

方にはチャイナタウンで夕食会が開催され、疲れ

の様子が見えてきたメンバーにとっては絶好の気

分転換の機会となった。夕食会終了後には次期実

行委員選挙についてのアナウンスがなされた。1ヶ

月近く続いてきた会議の終了を多くのメンバーが

意識し始めた瞬間となった。
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繰り出し、ほとんどホテルに缶詰状態だったフォー

ラム前の2日間を取り戻すかのように自由時間を

楽しんだ。その一方で、翌日に迫った新実行委員

選挙に向けて、立候補者は長い夜を過ごしていた。

写真：チャイナタウンでの夕食会

8月16日（月）

ファイナル・フォーラム直前準備

ファイナル・フオーラム前日となったこの日。

全ての分科会が最終発表の作成や最後の詰めの作

業に従事した。発表原稿を作成する者、原稿の発

表練習を行う者､準備が終了し力尽きた者… 様々

な表情の参加者でごった返したラウンジでの「最

終調整」は明け方まで続いた。

写真：ファイナル・フオーラムの発表風景

8月18日（水）

新実行委員選挙、マイノリティ

セプションパーティー

フォーラム、し

午前中は市立図書館の一室にて、新実行委員候

補者達による立候補演説が行われた。立候補者の

数は日米あわせて25名にも及んだが、最終的に投

票、集計のプロセスを経て、日米8名ずつの新実

行委員が選出されるに至った。その後行われたマ

イノリティ・フォーラムでは、「戦時期のマイノ

リテイ」というテーマで、3名のパネリストの方

から講演を頂いた。夕方には、サンフランシスコ

湾が一望できる高台に立地する日本総領事館での

パーティーが行われた。各界から著名な方が集ま

るなか、メンバーは豪華に並べられた料理に舌鼓

を打ちながら、貴重な交流の機会を楽しんだ。

写真：最終発表に向けて議論する分科会メンバー

8月17日（火）

ファイナル・フォーラム
8月19日（木）

いよいよ迎えたファイナル・フォーラム当日。

1ケ月間の会議の成果を社会に発信するべく各分

科会最後まで発表準備に追われた。フォーラムで

はまずUCBerkeleyで社会科学を専門とするT.J.

Pempel博士より御講演を頂き、続いて7つの分科

会によるプレゼンテーションが行われた。その後、

会場内で各分科会のブースが設けられ、発表内容

についての活発な議論が行われた。フォーラム終

了後には、メンバー一同サンフランシスコの街に

自由時間、Anqellsland見学（任意参加）

1ヶ月間に渡ってタイトな予定をこなしてきた

参加者にとって、終日自由時間となったこの日は

貴重なリフレッシュの時間となっただろう。市内

をレンタサイクルで観光したり、「移民の玄関」の

愛称を持つAngellslandを訪問するなどして、最

終サイトを思い思いに満喫した。また、新実行委

員として選出された参加者たちは、市立図書館の

一室で役職担当や次年度会議の内容について、’
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日中話し合うこととなった。 後に「また会おう」と再会を誓い合い、第62回会

議の幕は閉じた。

津守
ー

P-
h ：‘
f 鞘

IF

〃,i壷懸』 ;－
－ …

垂

写真:Angellslandでの記念撮影

写真：第62回実行委員での集合写真

8月20日（金）

■成果と考察

･サンフランシスコにおける人種や文化の多様性

を体感

サンフランシスコは、「移民の玄関」としての歴

史性から、特にアジア系移民の比率が高い。市域

には、チャイナタウン、ジャパンタウンなどのア

ジアの国々の名前を冠したエリアが点在し、起伏

の激しい格子状の街並みのなかには多様な文化や

人種が混在している。

このような、サンフランシスコでの人種・文化

の多様性と、その背後に存在する差別の歴史や現

状を参加者に体験し学んでもらうため、2日目の

チャイナタウンでの夕食会や5日目のマイノリ

テイ・フオーラム、6日目のAngellsland訪問な

どの様々なコンテンツを企画した。また、ファイ

ナル・フォーラムに向けた準備が中心となった当

サイトでは、比較的自由時間が多く、それらを利

用して各参加者が自主的に様々な場所を訪問する

ことができたようである。

このように公式行事としての企画に豊富な自由

時間を使った観光等が相まって、多くの参加者に

とって、他の3サイトとは一味違った、多様な文

化を体感できるサイトとなったことだろう。

自由時間、ファイナル・リフレクション

日本への出発を翌日に控えたこの日も一日の大

半が自由時間となり、メンバーは市内の観光地を

回るなどして過ごした。夕方には浜辺のベトナム

料理屋を貸しきってファイナル・リフレクシヨン

が開催され、各々が1ヶ月間の会議を思い思いに

振り返った。また、新実行委員からは来年度会議

の理念や分科会内容が発表され、いよいよ会議の

バトンは次年度へと渡されることとなった。

遜
唖
‐

器

写真：新実行委員による発表

8月21日（土）

サンフランシスコ出発

会議最終日、日本側参加者が日本へ出発すると

きを迎えた。ホテルのロビーに全員分用意された

JASCメール用封筒には、1ヵ月分の思い出ととも

にたくさんの手紙が詰めこまれた。空港ではメン

バー同士でプレゼントを渡しあったり、写真を撮

るなどして思い思いに別れのときを過ごした。最

・1カ月の集大成を社会に発信

サンフランシスコでは、分科会におけるディス

カッションの成果発表を中心とした、1ヶ月間の

集大成となるファイナル・フオーラムが開催され
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たことで、一人一人の線がつながり、何かの「カ

タチ」を描き、62らしさを創ったのだろう。

ゴールデンケートブリッジを背に多くの参加者

が口にした、「日米学生会議はスタートラインにし

か過ぎない。この後の自分が日米学生会議で学ん

だことを活かさなければ｡」という言葉は、参加者

一人ひとりにとって、どれほど第62回日米学生会

議が真剣に取り組むべき存在だったのかを示して

いると思う。

第62回日米学生会議は決して16人の実行委員

だけで作り上げてきたものではない。未熟である

私を補完してくれたサンフランシスコサイトコー

ディネーターを始めとするEC16人、さらに常に

手を差し伸べてくれて、62回を最高のものに作り

上げてくれた参加者全員に感謝の意を表したい。

た。

7つの分科会による10分間ずつのプレゼンテー

ションは、その議題レベル（マクロ・ミクロ）や

形式（概念の整理・プロジェクト提案型）の違い

を問わず、日米の学生が様々な障壁を乗り越え纏

め上げた力作となっており、その後の参加者との

交流も含め、非常に質の高い発表であった。

･会議後も活動を継続していくための土台形成

しかし、具体的な提案を行った分科会が存在し

ていながらも、会議後に継続的な活動を行ってい

る分科会は、現時点では残念ながら存在していな

い。今後の課題としては、1カ月の議論で得た知

見や提案を、各参加者がそれぞれの生活や専門分

野のなかでどのように生かし、実践していくのか

という点に集約されるだろう。その意味で、会議

での議論を「社会に発信」していく作業は、参加

者それぞれが今後とも継続的に行っていく使命な

のではないだろうか。

また、第62回会議全体としては、そのような議

論が今後とも継続するよう、定期的な勉強会や話

し合いが行える環境を提供していく所存である。

【大宮透】

私たちサンフランシスコサイトコーディネー

ターは、サイト運営において以下の4つの目標の

達成を目指して活動していた。すなわち、①参加

者がファイナル・フォーラムに向けて十分な準備

ができる時間と環境を作ること、②1ヵ月の集大

成となるファイナル・フォーラムを成功させるこ

と、③新実行委員選挙において満足度が高く円滑

な運営を行うこと、さらに最終サイトとして、④

参加者同士が自由に交流できる時間を豊富に提供

すること、である。予期せぬトラブルもあったが、

結果としてこれらについては概ね達成できたと感

じている。多種多様な観光施設、豊かな歴史性に

彩られたサンフランシスコの特色、発達したバス

や地下鉄等の公共交通、その他様々なサイト独自

の魅力がこの目標達成を手助けしてくれたのは言

うまでもない。

また、第3サイトとの環境面における急激な変

化から参加者の体調が心配されたが、特に問題な

くサイトを終了できたことは、実行委員として非

常に安堵している点だ。この場を借りて各自体調

管理を徹底してくれた参加者全員に感謝の意を表

したい。

個人的な話を少しすれば、米国への渡航経験が

■サイトコーディネーター後記

【加藤梓】

サンフランシスコは第62回日米学生会議に参加

した全ての者にとって様々な感情が入り混じるサ

イトだった。ファイナル・フオーラムの直前準備

に対する焦り、JASCの終わりに描いていた自分

の理想と現実とのギャップを受け入れる辛さ、1カ

月走りぬいたことへの達成感、1年間精一杯作り

上げてきた日米学生会議を次の代の実行委員に引

き継ぐことに対する寂しさ。決して簡単に言葉に

出来ない想いを個々人が持っており、気持のベク

トルもあらゆる方向を指していた。

ファイナル・リフレクションでは、過ぎ去った

日々の中の自分と向き合い、同じ空間に常にいた

仲間と向き合うことで、自分にとっての日米学生

会議の活動における点と点が結ばれ、線になった

はずだ。さらに、それを真正面から70人に共有し
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ない私にとって、その米国開催におけるサイトの

企画・運営を自分が担えるのかどうか、これは1

年を通してずっと悩んできたことだった。しかし

そんな頼りない私を最後まで見捨てず、このよう

な素晴らしいサイトを一緒に作り上げてくれた当

サイトコーディネーターの梓、Ikuno、Mariama

の3人には心の底から感謝の気持ちを伝えたい。

本当に最高のパートナーだった。彼らと交わした

膨大な量のメールと、サンフランシスコを走り回っ

た日々は、私にとってかけがえのない一生の思い

出である。

最後に、日米両国において当サイトの成功のた

めに陰日向で尽力していただいた全ての方に感謝

の念を申し上げて、サイトコーディネーター後記

としたい。本当にありがとうございました。

サイ

謬購項

写真：サンフラン 卜コーディネーターシスコ

(左から大宮、Ikuno、加藤、Mariama)
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学生の社会参画

EmpoweringTodayIsYouth:OvercomingChallengesinSociety

■分科会メンバー

坂田奈津希．

井上聡美

奥谷聡子

橋本遥

米本大河

DavidMyer5

WeiyingTang

CarlyLauifer

WilliamCoremin

(寧は分科会コーディネーター）

；ノ
，

霧1
9

卵

"!一
I

－－繕=l』

よい参画とは何か、そして学生が持つさらなる両J

能性とは何か検証していきたい。

■分科会概要

昨今、様々なフィールドで学生の活躍を垣間見

ることができる。学生は、国内に対しては地域発

展や高齢者への生活援助、海外に対しては環境問

題、途上国援助など、社会において重要な役割の

一端を担っているように思える。学校生活は単に

勉学に勤しむ場というだけではなくなり、ボラン

ティア活動やインターンシップなどを通して積極

的に学外に飛び出そうとする学生の数は増加して

いる。学生がこうした活動を行える背景には、学

生は他の世代と比較して様々な特徴を持っている

からであろう。時間的な制約のなさや特定の利害

関係の薄さなどが挙げられる。しかし､その一方で、

こうした活動は学校が提供するカリキュラムに組

み込まれ、時に入学試験の評価対象にもなりうる。

それゆえ、学生の社会への取り組みは、学校側か

ら提供される形式的なものではないかという批判

も存在する。

しかし本来、学生は自らその特徴を生かし、幅

広い問題意識を形成する特別な世代であるべきで

はなかろうか。それゆえ本分科会では、このよう

な学生による社会参画の現状を日本国内にある

様々な事例や米国との比較を通して検討し、より

■事前活動

我々は、本分科会をメンバーが自ら調査対象を

決め、問題意識を紡ぎだしていく「発展型RT」

と位置づけ議論を進めることとした。

春合宿においては、タイトルにある「学生」や

｢社会」それ自体の定義や、それらの関係性、「社

会に参画する」とは何かについて話し合った。暫

定的な分析として、「学生とは、時間的制約や特定

のしがらみがない自由な存在である」とした。ま

た学生と社会の関係性については「社会とは､様々

なコミュニティの集まりとして構成され、学生は

そのコミュニティの中の一つとして存在する。学

生コミュニティの特徴は､二つの見えざる壁によっ

て他のコミュニティと分断されている。しかしな

がら学生も社会を構成する一員であり、将来を担

う世代として成長に投資すべきである。よって学

生はその見えざる壁を越えて他のコミュニティと

のつながりを持つべきである｡」とした。

また、6月12日東京大学にてivoteという学生

団体にお邪魔させていただいた。この団体は、全
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貝が学生からなり、特色ある講演会の開催やイン

ターネットを使った取り組みを通して若者の投票

率向上を目指した様々な活動をされていた。代表

の原田謙介さんによれば、日本の若者の政治意識

向上のためには、まずは投票に行ってみることが

入口であるそうだ｡ivoteはそれを引き出すために、

メールを使ったプロジェクトや議員を身近に感じ

るためのユニークな交流企画など自由で面白く、

学生の特徴を活かした活動をされていた。

さらには、調査領域が広すぎるyouthempower

mentをより細かくフオーカスするために､独自に”

Youthと○○issues"という枠組みを作り、社会

に存在する問題(issues)を分類した。その後、そ

れをもとに各自が自分の興味のあるissueを専門

領域として選択、担当し本会議に臨むこととした。

（米本大河）

を指すが、年齢によって判断せず、その人の心の

持ちようが一番大切なのではないかという共通見

解を持つことができた。またユースの特徴として

十分な教育を受けていること、特定の組織に責任

を持たないこと、次の世代を担う重要な存在では

あるが、自分たちが未熟であることを理解してい

なければならないことなどが挙げられた。

次に社会参画の定義について話し合った。私た

ちの分科会の日本語のテーマは「学生の社会参

画」であり英語のテーマは「empoweringtoday's

youth」であったため、社会参画とempoweringと

いう単語の間に認識の違いがあった。そのため社

会参画ではなくempoweringという共通の単語を

使って話し合いを進めることに決めた。もともと

エンパワーという単語は権利を与えるという意味

を持つが、私たちのイメージとしてエンパワメン

トとは大きな組織や大きな権力を持った人から権

利やチャンスを与えられるだけでなく、ユースの

ほうから権力を得ようとし、またチャンスを生か

していくという二つの方向を示しているという考

えに至った。さらにそういったユースの動きがま

た与えられる権利やチャンスを増やしそれがまた

ユースの活動を活発にするといったような円のよ

うな関係が重要であり、そのような関係の中でユー

スがエンパワーされることでユースの力はより強

大になると考えた。そのため、ユースの持ってい

る新しい情報を年配者に伝え、年配者とのコミュ

ニケーションをとっていこうとするようにユース

自身の意識も変化させていかなければならないと

考えた。その意味で教育もエンパワメントのひと

つであるという意見も出た。

また、1人1人のRTペーパーについてのディ

スカッションをして、ユースの特徴についてさら

に考えてみることもした。以下はRTペーパーの

テーマ内容。

｢人種差別とyouth｣Carly，「政治参加とyouth」

奥谷、「経済とyouth｣William，「中国のyouth」

Weiying，「地域とyouth」井上、「エンパワーと

youth」橋本、「就職とyouth」米本

（井上聡美）

写真:ivoteとのセッション

■本会議での活動

一インディアナ、ワシントンD.C.-

まず日本での話し合いを共有した後、この分科

会における目標を出し合った。そこでは、日米の

ユースに焦点をあて、ユースとは具体的にどのよ

うな存在なのか、ユースエンパワメントとは何か

という私たちなりの定義をしたいということに

なった。そこでまず、私たちの持っている考え方

について共通理解を持つことにした。

第一にユースとは若者のことであって、若くて

新しい考え方とやる気に満ちた特定の組織に対し

て責任を負っていない存在であることが挙げられ

た。また若者というのは主に大学生の年代のこと
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一ニューオーリンズ、サンフランシスコ－

ここまでの議論でyouthempowermentの定義に

ついて考える際に、youthとは何か、empowerment

とは何かに分けて考えてきた。しかしyouthは年齢、

意識や精神の状態によってその定義を話し合われる

べきものなのかという疑問が浮かんだ。と同時にこ

の議論の統一見解を得るのは困難であり、そもそ

もyouthやempowermentに分けてからの定義付け

は私たちが扱うものとはずれているのではないかと

いう意見が出た。そこで、youthやempowerment

という個々について考えるのではなく、youth

empowermentを一つと捉えて議論を進めることで

合意した。また、すべてのyouthがエンパワーされ

る機会を与えられるべきであり、エンパワーされる

ことを強制させられるべきではないということを確

認した。

そこで基本に立ち返り、私たちはこのRTで究極

的に何を話し合いたいのかを共有した。それらは、

①今日のyouthをエンパワーすることが社会に存在

するチャレンジを乗り越えることにいかに作用する

のか、②近い将来我々が直面するだろう問題に取り

組めるために私たちはyouthをいかにエンパワーす

ることが出来るか、③youthempowermentとは何

か、である。そのためにyouthempowermentをス

テップベースで考えることにした。

そこで､社会に生きるyouthの前に存在している、

あるいは存在しうるissuesやchallenges、youth

empowermentの例として何があるか列挙した後に、

それらがどの様な特徴を持ったものなのかを考察し

た。そして､どれがトップダウンあるいはボトムアッ

プのyouthempowermentの標的となるのか分類し

た。しかし、このトップダウン・ボトムアップとい

う表現では上手く説明できない、事象を適切に表し

きれないという問題が浮上し、より適切な表現を

求めて悶々と悩んだ｡そしてyouthempowerment

をyouth-based(youthから発動されるもの）とnon‐

youth-based(youth以外の存在（人や組織など形態は

さまざま）から発動されるもの）という枠で話し合

うことにした。

（橋本遥）

下図：ステツプベースでみるYouthEmpowerment
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1.CampusProqress(ワシントンD.C.)

CampusProgressは若者の社会参画を促す団体

で、若者の政治や経済に対する意見が政府に受け入

れられるよう、活動している。

2.NationalYouthRiqhtsAssociation(ワシント

ンD.C.)

NYRAは若者が主導する非営利団体で、若者の

権利と自由を獲得するために活動している。小さな

組織をまとめる地域密着型のプロジェクトを運営し

たりしている。

3.CafeReconcile(ニューオーリンズ）

CafEReconcileとは、ニューオリンズの貧困街に

住む若者たちが、プロの調理師になるために訓練す

ることができる非営利のレストランである。料理の

みならず、社会人として必要な国語、算数、道徳も

学ぶことができる。
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4.Youthによる、よらないEmpowermentの違■ファイナルフォーラム

いについてアメリカにおいて広く知られているyOuth

empowermentという言葉だが、日本においては

この言葉はあまり知られていないのが現実だ。だ

からこそ、フオーラムに参加して下さった学生

を含めたすべての人に私たちの分科会が考える

youthempowermentとは何か、どうしてyouth

をempowerする必要があるのか、そしてそれは

社会にどのような影響を与える力を持っている

のかについて伝えること、学生自身に私たちの秘

める力について気付かせる機会としてファイナル

フォーラム発表をすることが私たちの分科会の使

命だと確信した。

フオーラムでは以下の8つの項目に分けて発表

を行った。

Youthによるものは同世代の強い繋がりがある

ためにメッセージ性が強く、変化に柔軟に対応す

る力がある。他方でYouth以外はより大きな資力

があり、Youthに新たな問題意識を喚起し、長い

経験からYouthを良い方向へ導き、より迅速に変

化を可能にする力がある。

5．社会に存在する問題に取り組むために、YOuth

をどのようにEmpowerするべきか

YouthによるものにはYouth主導組織による機

会提供・啓発活動、ソーシャル・ネットワーキン

グなどが考えられる。Youth以外によるものには

経済的援助や法律改正、ライフスキルなどの技術

教育、政治的決定プロセスに若者を含めるなどの

方法がある。

1．今日私たちの年代のYouthが直面する題とは

何か。

就職先の不足といった経済面の問題、コミュニ

ケーション能力の低下などの社会的問題、情報化

社会におけるデジタル・デバイドといった情報格

差問題、社会の高齢化による若者の意見反映力の

低下などの政治的問題が挙げられる。

6.YouthEmpowermentに取り組んでいる団体

へのフィールドトリップの発表

7．私たちのYouthEmpowermentの定義

今日の世界は常に変化しており、多くの新しい

問題に人々は毎日直面しなければならない。しか

し、社会の主要な構成員であるはずのYouthは

社会のマイノリテイーとして捉えられ、彼らの

秘める力は認知されず、軽視されてきた。Youth

Empowermentとは若者に権利や権力を与え、学

び、意見を発する機会をも提供し、動機づけるこ

と、そして世代間のギャップに架け橋をかけるこ

とである。それのみならず、新たな可能性に目を

開かせ、上の世代と知恵を共有し、Youthが自立

し、社会に存在する問題に自ら取り組む主体的存

在になるように力を注ぐことでもある。Youthは

特徴として活発、柔軟な思考力をもち、特定の利

害関係に縛られない存在であるからこそ創造的で

革新的なアイディアや発想力をもつ。Youthは

empowerされた時、壮大な力を発揮し、社会、そ

して世界にポジティブな変化をもたらすことがで

きるのである。したがって､今日と明日のリーダー

2.将来、社会を本格的に担う私たちの年代が直面

する問題とは何か

上の世代が未解決のまま負の遺産として私たち

の世代に託す地球温暖化問題など国境を越えた環

境問題に対する解決策の模索、枯渇する資源と再

生可能エネルギーの追求などの課題が存在し、将

来の私たちはグローバルな問題にも取り組んでい

く必要がある。

ユなぜYOuthをEmpowerする必要があるのか

それは、社会の中核である若者は今日と明日の

リーダーであり、特に学生などは特定の利害関係

に影響されず自由で柔軟な視野を持ち合わせ、新

たな技術にも迅速に順応でき、上の世代とは異なっ

たユニークな視点で社会を捉えることができるか

らだ。
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たるYouthを将来に備え、empowerすることは

明るい未来のために必須なのである。

YouthRTの第一幕は、分科会メンバーと協力

していただいた皆様のおかげで無事終了した。し

かし、第二幕はもうすでに始まっている。帰国後、

報告も兼ねて、ivoteの方々と2回目のディスカッ

ションを行った。このとき、JASC史上初の試み

であるUstreamを利用し、世界中に私達の考えを

発信することにも成功した。

あるメンバーからはこのようなメールが届いた。

｢私たちは今youthだし、歳をとってもyouthだっ

た経験は万人が持ってるし、soulあらば永遠に

youthだしね！」。Youth分科会の第二幕はしばら

く終わりそうにない。

改めて、Youth分科会に関わって頂いた全ての

方々に心から御礼申し上げます。

そして、Youthのみんな、分科会に真剣に向

き合ってくれて本当にありがとう。みんなの考

えている顔、悩んでいる顔、悔しがっている顔、

喜んでいる顔、全部忘れないよ。LetIshaveour

secondskypereunionsoon!

（坂田奈津希）

8.JASC参加者にとってのEmpowermentの定

義を聞いたビデオインタビュー

(奥谷聡子）

■分科会コーディネーター総括

「Youth」という自らも対象者となるトピックを、

主観と客観を織り交ぜながら、どう議論していく

のか。その「先の読めなさ」に惹かれ、Youth分

科会は誕生した。ミーティング中、自分がyouth

であるからこそ、偏見がまとわりついて視野が狭

くなることが何度もあった。しかし同時に、自分

がyouthだからこそ、現状に危機感を覚えて必死

に解決策を考えようとすることもできた。アメリ

カでの1カ月間は、Youthがyouthについて考え

る意義と面白さに気付かされた1カ月間でもあっ

た。

由
り
器
肝
別
出

第62回日米学生会議 日本側報告書50



第4章 分科会活動

21世紀における日米の教育

RevitalizingEducation:ThePromotionoflndividualCharacter

■分科会メンバー

加藤梓＊

片山直毅

中澤耕己

森田真弓

山下真貴子

DianeLee*

LisaDu

DanielJodarski

NicholeJohnson

RvosukeKobavashi

(･は分科会コーディネーター）

■分科会概要

サンクトペテルブルグのG8サミットでは「教

育は人類の進歩の核心である｡」と宣言し、将来の

繁栄は、変化する世界に対応できる人材を育む教

育にかかっているとされた。

環境破壊や経済危機、核兵器の廃絶など国内外

に生起する様々な問題がある中で、今日、教育に

は学力向上のみならず、社会にイノベーションを

起こすような創造的人材の育成が求められている。

日本では2002年にゆとり教育が導入され、授業

時間や学習内容の削減に対して批判があるが、個

人の能力を伸ばし独創性を育む教育の重要性は否

定できない。米国では同年、NCLB(NoChildLeft

Behind)法が児童生徒の学力向上と教育格差の解

消を目的に施行されたが、連邦政府の予算的制約

もあり十分な成果は見られない。

当分科会では、日米の教育課題を学習内容やそ

れを支える国の制度などあらゆる角度から比較分

析し、個人が適材適所で能力を発揮しうる社会を

実現させるために、教育が果たすべき役割を模索

する。様々な専門やバックグランドを持つ学生の

参加を期待する。

ふ
‘“ 』

；鐸．

蕊
… 且。

＝

本分科会では、事前活動を通じ、日本の教育に

焦点を当て議論した。更に、教育を学校教育、地

域教育、社会教育の3つに区分し、その中で義務

教育を通じて平等に機会が与えられている学校教

育に特化することとした。

｢現代、どのような人材が求められているか。その

ためにはどういった教育が必要か｡」というテーマ

に基づいて分科会メンバー各々がRTペーパーを

作成し、それを他のメンバーと共有した。情報化

等を通じて個人の影響力が一層強くなってきた時

代、そして、社会問題の変化が目まぐるしい時代

においては、イノベーションを起こす力や環境適

応能力等が求められていると考えられるが、まず
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何よりも基礎学力が必要であるという考えに至っ

た。そのため、当分科会ではイノベーション教育

に加え、地域格差と経済格差が教育に与える影響

にも着目した。さらにイノベーション教育の実施、

普及が難しい理由の一つに知識インプット型であ

る大学入試制度に課題があるという考えに至った。

また、日本の教育制度の変遷と、現在の教育制

度についての議論とリサーチに加え、それらと欧

米諸国の教育制度との比較も行った。毎週行われ

たスカイプミーティングでの情報共有や議論と、

頻繁に行ったフィールドワークを通じて、私たち

は教育に関する知識をつけていった。 （加藤梓）

お聞きすることで、NPO法人活動の課題や各主体

の連携の重要性を学ぶことができた。（森田真弓）

②株式会社ベネッセコーポレーション 小村俊乎

撞

日時:2010年5月25日

場所：ベネッセコーポレーション東京本部

参加者：日本側参加者全員

学校外での塾や予備校などの教育はもちろん、最

近では学校教育でも、企業が積極的に関わり、学

校と連携して成功している。その企業の代表とも

言える、ベネッセに勤めていらっしゃる小村さん

にお話を伺った。ベネッセでは主に中高一貫校の

生徒に対し、ロボットコンテストを実施している。

これは中高一貫校ならではの中だるみの時期にな

りがちな学年に対し、勉強に対する意識を持たせ

ること、正解がないものに対して苦手な状態を打

破させること、そして社会的コミュニケーション

能力を高めてもらうことを目的としているそうだ。

流石に、企業が学校教育に関わろうとしているだ

けあって、小村さんはとても斬新な考え方をされ

る方で、非常に勉強になった。成功体験及び失敗

体験が若いうちに必要なことや若者に世の中の理

不尽さを教えることがいかに大切かというお話が

印象に残っている。また、人材の多様性の確保を

するためにはどのような教育が求められているの

か、そして教育においては平等をまず、第一に考

えがちであるがそれは果たして全体のために良い

のか？等様々なことを、RT活動を始めたばかり

の我々に投げかけてくださった。いろいろと考え

させられたFTであった。 （山下真貴子）

■フィールドトリップ

①NPO法人「持続可能な開発のための教育の10

年」推進会議

日時:2010年5月21日

場所:ESD-J事務所

参加者：加藤、片山、中澤、森田

"EducationforSustainableDevelopment(以下

ESD)''を日本国内で普及させるべく活動している

NPO法人「持続可能な開発のための教育の10年」

推進会議（以下ESD-J)を訪問した。主にESDの

普及状況とESD-Jの活動について伺った。

学習指導要領や中央教育審議会答申にはESDに

ついて明記されているものの、教育現場ではあま

り実践できていない。現状を改善すべ<ESD-Jは

発足した。

通常の講義形式の授業ではなく、生徒自身に考

えさせる問題解決型の授業を行うことがESDの一

例として挙げられる。しかし、現在の学校の授業

構成では時間が足らず、地域の協力なしで学校の

みで実践するのは難しい。それゆえに普及もなか

なか進まないということをお教えいただいた。

NPO法人と地域、学校の少なくとも3者の協力

が必要である。しかし、その3者自体に他と連携

するほどの余裕が無いことだけでなく、そのつな

ぎ役が確立していないことが問題だとおっしゃっ

ていた。

このFWではESD-Jの活動内容と今後の課題を
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③田村哲夫氏

日時:2010年7月3日

場所：渋谷教育学園渋谷中学高等学校

参加者：加藤、片山、中澤、森田

私立渋谷教育学園理事長、中央教育審議会委員、

日本ユネスコ国内委員会会長など様々な役職を兼

任し、教育界でご活躍されている田村哲夫氏を訪

問した。今回の訪問では教育思想史的観点からの
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伺った｡これまでにベネッセやESD-Jでお話を伺

わせて頂いたこともあり、地域や学校ごとに独自

性のある草の根レベルの教育というものの重要性

を理解していく中、私にとって、教育行政の中心

というべき文科省というのは、学習指導要領など、

上から画一的な教育を押しつけているような、そ

んなイメージだった。しかし、実際にお話を伺う

と、自分の考えが誤りであったことに気づかされ

た。特に、全国100万人の優秀な教員を中央から

右に倣えで統制することなど到底出来ず、むしろ

教員や学校がやりたいことを最大限出来るような

環境整備やサポートをすることこそが、文科省の

役割であるという話が新鮮で、印象的だった。

また、県費負担教職員制度といって、教員の人

事権を市町村ではなく県が持つことで、優秀な教

員が環境のいい都市部に一局集中するのを防ぎ、

離島や僻地など、どんな環境にいても子ども達が

一定の教育水準を確保できるようにする政策など、

日本の教育行政の制度や政策をいくつか紹介して

頂いた。それらの具体的な政策とその意義につい

てお話して頂いたことで、日本の教育行政を貫く

"教育の平等”という価値の大きさを知ることが出

来た。本会議が始まり、アメリカ側の参加者に日

本の教育行政の特色を説明する際や、アメリカの

教育省でレクチャーを受け、日米の教育行政の違

いを比較し、理解する上で、文科省で伺った貴重

なお話が大変大きな助けとなった。 （片山直毅）

教育の考え方や、田村氏自身の幅広いご経験に基

づいた貴重なお話をお伺いすることができた。

学力にはachievementとaptitudeの二側面が

あるというお話だった。achievementとはパター

ン化され次世代に引き継がれるもの、つまり知識

であり、aptitudeとは意欲や適応能力を表す。テ

ストなどで計測しやすいachievementに対し、

aptitudeは計測しにくい。それゆえにこれまで

aptitude軽視されがちだったが、今後は注視せね

ばならないこと。そしてそれこそが文部科学省の

いう「生きる力」に直結しているのだとお教えい

ただいた。

他にも、中央教育審議会の限界やリベラルアー

ツ、教員の質の向上の必要性、日本の受験におけ

る問題点など様々な問題提起とそれに対するご自

身の意見をお話してくださった。

受験や教育格差などの現在の教育における問題

についてだけでなく、教育とは？学力とは？とい

う本質的な部分についても深く学ぶことができ、

とても有意義なFWだった。 （森田真弓）
I
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■本会議中の活動
．ゐぱ

i■._'~ 蕊冒弩

④文部科学省 能見様、高橋様、堀川様

日時:2010年7月11日

場所：文部科学省

参加者：加藤・片山・森田・中澤

2010年7月11日、私たちは文部科学省を訪問

した。文科省では、第56回日米学生会議の参加者

である能見様をはじめ､高橋様､堀川様のお三方に、

教育行政に関する文科省の役割・考え方と、お三

方の教育行政に対する考えや思いについてお話を

＜議論の内容＞

第一サイトでは、アメデリとジャパデリ初めて

顔を合わせた分科会ミーティングは、RTpaper内
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容の共有からスタートした。環境教育、芸術教育、

生徒の評価、マグネットスクールなど、参加者それ

ぞれが自由なテーマで書いたRTpaperの内容とと

もに各自の教育に対する問題意識について発表し、

議論した。

第二サイトではそれまでに共有した各自の問題意

識をもとに、高校生に焦点をあてつつ、日米の教育

上の問題の分析を行い、高校生と他のアクターとの

｢つながり」の弱さに注目した。高校同士だけでなく、

高校と大学、地域、国際的機関などとの「つながり」

の弱さは様々な教育問題に直結している。そしてそ

れらの「つながり」の弱さの原因は､生徒のモチベー

ションやインセンティブ、情報、コミュニケーショ

ンの欠如や不足であると結論づけた。

第三サイトのRTミーティングが一番大変だった

のではないかと感じるくらい、ここでのミーティン

グでは皆がファイナル・フォーラムを意識して、真

剣な議論を行った。具体的には、高校生の教育とい

うテーマに対し、我々は提案の一つとしてサマープ

ログラムを作ることに決めていたのだが、果たして

本当にそれで良いのかということに時間をかけても

う一度話し合った。結果、サマープログラムを作る

ことに関しては皆が賛成し、その方向でファイナル

フォーラムでの発表をすることになったが、メン

バーそれぞれのサマープログラムに対する考えが少

しずつ異なることも明らかになり、サマープログラ

ムのコンテンツにはあまりこだわらないこと、そし

てサマープログラムというものを土台に、それまで

浅い議論しかできなかったことを反省し、より深い、

活発な話し合いを進めていくことで合意した。

第四サイトではファイナル・フオーラムが近づく

中で、分科会の議論をどのように収束させていくか

が一番の論点となった。第一の焦点は、サマープロ

グラムの位置づけであった。サマープログラムは一

つの例に過ぎず、そのような草の根運動が果たす役

割と社会的影響に注目するのか、または、学生に影

響を与えるために必要なサマープログラムの具体的

内容に注目するのか議論したが、分科会として議論

の中心は社会における教育であったということで、

前者を選択した。これまで、情報を広く収集し、意

見をぶつけるという拡散型の議論だったのに対し、

発表準備のために議論を収束させていかねばなら

ず､自らが根本的に重視していること､重要だと思っ

ていることを各自が見つめなおす良い機会でもあっ

た。

<FT内容＞

一灘》一 癖

癖■岩冒へ諄吐零

岬一 一罰 翼 ：‐

①|nternationalSchooloflndiana

日時:2010年7月28日

場所:InternationalSchooloflndiana

本会議中初の教育分科会のFTとして、Inter

nationalSchooloflndianaを訪問した。

この学校ではInternationalBaccalaureate(以下

IB)にフォーカスした授業を行っているため、IBに

ついての説明を中心に、インターナショナルスクー

ルの現状やアメリカの中等教育についてお話を伺っ

た。生徒の母国語の勉強のサポートもしっかりある

ところがインターナショナルスクールならではの教

育内容だと感じた。

IBについては具体的な試験内容だけでなく、IB

テストのための学習プログラムであるIBプログラ

ムの説明や、AP"SATといった他の試験との比

較もしてくださった。また、公立学校、政府、生徒

の3つの観点に分けてそれぞれ詳しくプレゼンテー

ションしていただいた。

インターナショナルスクールについてだけでな

く、アメリカの試験制度や単位認定についても詳し

く知ることができる貴重な機会だった。（森田真弓）

②TeachForAmericalndianapolis

日時:2010年7月28日
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は外国語教育、あるいはチャータースクールといっ

たところに投資されているそうだ。また、アメリ

カの学校には著しく教育水準が低い学校が存在す

るが、こうした学校の底上げに教育省は重点をお

いている。というのも、教育省の本来の目的は、

教育の平等性を確保することであり、それを満た

していない学校や地域のサポートを積極的に行っ

ているようだ。同時に、専門家の評価の良し悪し

では、教育省からの資金援助を受けられるという

取り組みもしており、これは学校間での競争をさ

せ、教育そのもののレベルの向上に貢献している。

このFTでは、国の公的機関がいかにして平等性

を保ち、さらに教育をより充実させたものにする

ため、様々な工夫をしていることがわかり、大変

勉強になった。（山下真貴子）

場所:Sagamorelnstitute

TeachForAmerica(以下TFA)では、低所得者

層の生徒が直面する教育環境の問題や、その解決

を目指すTFAの具体的なプログラムの内容に関

して伺った。

低所得者層の生徒は、同年代の生徒に比べ3学

年ほど、学力水準が劣っており、約半分の生徒が

高校を中退する。こうしたインディアナポリスの

現状は、同州内の近接する他地区と比較しても著

しく劣悪である。このような現状は、山積する教

育課題に対応しきれない学校や学区域、地域経済

や、国の方針など多くに原因を抱える。

TFAではまず、短期目標として低所得者層の生

徒の学習環境の改善を据え、彼らが通う学校に学

部を卒業したばかりの優秀な学生を教員として派

遣することで教育をサポートする一方、長期目標

としては、参加者がTFAを通して得た教員とし

ての経験やスキルセットに基づいて、各セクター

で積極的な教育変革を起こす先駆者として活動す

ることを目指している。

比較的恵まれた教育を経験している私達ジヤパ

デリにとっては、「教育へのアクセスにおける不平

等」という新たな視座を提供してくれた他、政策

的アプローチでは無く、草の根運動を通してボト

ムアップで問題の解決を目指すという新たなアプ

ローチを考える契機となり、ファイナル・フオー

ラムに向けた議論を進める上で非常に有意義な

フィールドトリップとなった。 （加藤梓）

④RSD:LouisianaRecoverySchooIDistrict,

Superintendent,PaulVallas

日時:2010年8月11日

場所:RSD本部

RecoverySchoolDistrictは、都市部と格差がある

ルイジアナの教育を改善することを目的とした機

関である。具体的には正規化されたテストの回数

を増やすこと、保護者や地域との連携を図ること、

学校の選択肢を増やすこと等を推進し､競争によっ

て教育の質的向上を図っていく方針を打ち出して

いる学校教育復興地区である。

お話していただいた方は日本の教育を高く評価し

ており、それを引き合いに出しながらテストを基

本とした競争が生む利点を強調した。財政的に都

市部に劣る中で教育水準を高めていくには、国全

体、もしくは州全体での共通テストを作って実施

し、また、学期中に行う定期試験も中間テストを

行うようにすることで、生徒・教師の両者に質的

に向上する意欲を持たせ、貧困層から抜け出す可

能性を含んだ選択肢を用意することで、その意欲

を持続させることが必要だと主張していた。日本

でテストによる競争の弊害と言われる事象をいく

つも知っているだけに若干の不安を覚えたが、財

政的格差の中では有効な選択なのかもしれないと

③DepartmentofEducation,Officeof

innovationandimprovement,Margo

Anderson

日時:2010年8月6日

場所：教育省

教育省ではまず初めに、教育省から、州政府、

そして学校特区というように情報が伝わるよう、

組織化がきちんとなされていること、また教育省

には財政的に、他の省と比べ、一番多くの予算が

割り当てられていることをお聞きした。具体的な

その使途は学校運営に最も多く当てており、それ
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感じた。 (中澤耕己） ここでの外部社会というのは、高校生に影響を

与えうる、大学生・社会人・地域のコミュニティ・

海外のコミュニティという4つのアクターを指す。

社会人とはいわゆるロールモデルや人生のテーマ

との出会いを生む。そして大学生は、高校生の目

の前のゴールである大学に通う一歩先を行く先輩

であり、また同じように社会人への過渡期を過ご

す者として、社会人と高校生の橋渡し役として重

要である。地域のコミュニティというのは、その

高校の地域の住人や、他の高校に通う同年代の若

者を指し、彼らから刺激をもらうことが出来る。

そして海外のコミュニティは、海外大学進学とい

う選択肢を持たない“内向き，，傾向にある日本の

高校生の目をもう少し海外へと向けさせるために

必要と考えた。このような分析のもと、これら4

つのアクターと高校生とが交流し、社会人からの

講義や、幅広い年代の人とディスカッションがで

きるようなサマースクールを考案した。

しかし、これは当たり前の話だが、サマースクー

ルは、学校教育そのものが抱える問題や経済的・

地理的格差には何ら触れることは出来ない。た

だ、これらの問題を解決する草の根運動・組織は、

TeachForAmericaやRecoverySchoolDistrict

のように、既にいくつか存在している。そして彼

らの取り組みとその成果は、草の根運動が持つ可

能性を十分に示す例といえるだろう。ただ、彼ら

も全ての問題を解決出来るわけではないし、他の

多くの運動・組織の助けを必要としている。そこ

で私たちは、教育問題をより細かい問題へと分類

し、それぞれの問題へと解決策を提供するような、

草の根の取り組みを生み出し、支援することが、

教育全体の問題を解決するための第一歩なのでは

ないかと結論づけ､発表を終えた。もちろん､サマー

スクールも、そんな草の根運動のひとつになる可

能性を大いに秘めていると私たちは期待している。

（片山直毅）

■ファイナルフォーラム発表

日米の教育の問題点を分析した結果、当分科会

としては二点に注目した。第一点は「生徒と外部

社会とのコネクション」であり、第二点が「教育

機会への平等なアクセス」である。前者において

は学校の課題や塾通いなどで多忙な学生が、様々

な経験を得るために必要な、外部社会との人的交

流や情報共有等の重要性を検討した。後者におい

ては財政的、地理的、あるいは情報的な格差によ

り発生する教育環境の格差を考慮した。特にアメ

リカでのフィールドワークを通じて感じたが、教

育の格差というのは様々な要因で生まれており、

それは社会的格差を直接反映していることが多い。

たとえ良いプログラムを導入したとしても、そこ

に格差が存在したままであれば恩恵は行き渡らず、

かえって格差を増幅することになりかねない。

今回は対象を高校生に限定した上で、上記の二

つの問題点に対し、私たち学生のレベルで何がで

きるか考察した。その観点から、法改正や指導要

領改変などの大きな視点からの政策論ではなく、

現存する制度を受容した上でその欠点を補完する

ことが有効であると考え、草の根運動に注目した◎

草の根運動であれば実行に移しやすいということ、

また、成功すれば他の地域や団体でも応用するこ

とができ、ゆくゆくは制度全体への影響力も出て

くるであろうと考えた。また、地域・学校や生徒

個人の個別の問題にも対処しやすいという利点も

ある。 （中澤耕己）

ファイナル・フオーラムの後半では、教育にお

ける草の根運動として、私たちなりに考えた、高

校生のためのサマープログラムについて述べた。

これは、日本の教育の現状分析にあたって、将来

像や、自己と社会や世界との繋がりを模索し始め

る高校生が、学校という箱の外部社会を知ること

が難しい状況におかれているのではないかという

問題意識に基づいて、高校生と高校外部社会との

繋がりを生むことが重要であると結論づけたこと

からスタートしたものである。
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私達が今回、扱ったRTテーマ、「教育」は多く

の日米学生会議の回に取り扱われていたにも関わ
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らず、議論の進め方・最終発表は全く色の異なる

物だった。広いテーマであるがゆえに10人全ての

メンバーが進め方に困ったことが多々あった。

だがそのような時にでも、巻き返すことができた

のは、負けず嫌いで主体的なメンバー達がいたか

らだ。

同じページに立つのが難しい中でも、何がなん

でもメンバー全員が同じページに立つことを諦め

なかった。早朝に起きてフィールドトリップ内容

をアメデリに聞いたジャパデリ、方向性がなかな

か定まらない中で深夜に何度も集まり夜遅くまで

起きていたメンバー達、全てのメンバーが主体的

に取り組むことによって、全員で「なにか」を作

り上げることに成功した。

もしかすると、私達がファイナルフォーラムで

発表した内容は、日米教育について深く学んでい

る方なら、すぐに考え付くようなものかもしれな

い。

しかし重要なのは、私達が一から考えて、ゼロ

から日米の全く教育バックグランドの違う人たち

で集まってこの結論を迎えたことだと思う。

私達が一生懸命聴く耳と発言する口をもって議

論に参加したこの1カ月の経験、そして何より共

に苦難を乗り越えてきたこの教育分科会の仲間た

ちは永久に自分達にとっての理解者になるだろう。

まゆ、Ryosuke，こうき、Nichole,まつこ、Dan、

なおき、Lisaそして一緒に分科会リダーを務めて

くれたDianeに心から感謝している。

20代最高の思い出を一緒に作ってくれて、「あ

りがとう｡」 （加藤梓）
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安全保障と日米

Security,MilitaryandPeace:TheUSandJapan

■分科会メンバー

中村真理＊

栗原隆太郎

齋藤友理絵

柴田真也子

山口寛明

YudaiChiba*

AshleyHill

DillonSvec

MichaelBerlet

Sholgawa

(.は分科会コーディネーター）
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》
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■
Ｆ
ｎ
Ｊ
〃
山
引

廷四坪紳剖

2軸F
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W
■事前活動

1．春合宿

日時：5月3日（月）～5月5日（水）

場所：代々木オリンピックセンター

参加者：栗原、齋藤、柴田、中村、山口

■分科会概要

新日米安全保障条約の調印から50年。この間「

日米同盟」の機能は変容し、1996年の「日米安保

共同宣言」では、同盟の役割を「アジア太平洋地

域の平和と安定の維持」と表明した。しかし東ア

ジア地域には依然として多くの不安定要因が存在

する。北朝鮮の核開発問題や中国の軍事的台頭、

台湾海峡の有事などに対し、日米両国はいかに共

同対処すべきだろうか。さらに近年では、国際テ

ロや大量破壊兵器などの新たな脅威をめぐり、国

際社会における日米同盟の機能と役割の拡大が求

められている。「テロとの闘い」やイラク復興支援

など世界規模での課題を抱える米国と、日本はい

かに平和憲法との整合性を維持しながら同盟の役

割分担を果たし、グローバルな安全保障に寄与し

うるパートナーシップを築けるのか。

当分科会では、アジア太平洋地域の安定のみな

らず国際社会の平和構築をも見据えた日米協働の

可能性を検討することで、現在、そして将来にお

ける「日米同盟」の在り方を問う。

「安全保障と日米」分科会の議論は、「安全保障

とは何か」「｢安全保障と日米」の意味するところ

とは」など、分科会テーマそのものについて意見

を出し合っていくことから始まった。その過程に

おいて、各人がこのテーマに興味関心を抱くよう

になった経緯や印象的な経験、現在持っている安

全保障観なども語られ、充実した議論をするため

に互いを理解していくという点でも良いスタート

となった。次に、議論を整理するため、安全保

障の主体、手段、目的、分野などいくつかの項目

を設け類型化していくということを行った。2日

目にして夜中の2時まで粘ったこの作業の中で、

uni-Lateral、日米同盟のbi-Lateral、multi-Lateral

など形態を整理したり、軍事に限らない経済、環

境、食糧など多岐に及ぶ安全保障の分野を確認し

たりすると共に、知識や意見の相違を探ることと、

共通に理解している点を浮かび上がらせることが、

多少なりとも出来たように思う。また、同日に設
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し、また、同時に米国の問題点も指摘しつつ、日

本の将来を真正面から考えたときにどうすれば良

いのか、私たちも真剣に考えていかねばならない

ということを説いてくださった。

最後に、最も印象的だったのは、孫崎先生が、

国際政治に限らず学問を深めていく上で最も大切

なのはたくさんの書物を読み、自分が抱く疑問や

考えと同じようなことを述べている学者がいない

か探してみることだ、とおっしゃっていたことだ。

私は国際政治に見られる負の連鎖を断ち切ること

は可能なのか、ということを聞いたが、そうする

と先生はローマ時代の学者の話をしてくれた。彼

が同じようなことを指摘しているからだという。

先人に学びつつ、自らの思考力を鍛えることで、

今後について考えていく力がつく、というお言葉

には、深く感銘を受けた｡ (柴田真也子）

けられた留学生とのRTセッションでは、覚えた

てのTやCのサインを使いながら協力して核問

題に関する英語での議論を乗り切り、各々が課題

を認識しつつも、本会議へ向けた準備の第一歩と

することができた。最終日には各人が特に興味を

持つトピックを改めて確認し合い、核問題（山口、

柴田)、地域的安全保障、東アジア共同体(栗原)、

日米同盟、沖縄基地問題（齋藤）をそれぞれ挙げ

た｡その上で事前活動の進め方やフィールドトリッ

プ案を話し合い、参加者全員の前でのRT発表や

他分科会参加者からのフィードバックなどを経て、

春合宿を終えた。個人的には、4日間の選考合宿

で実行委員が悩み抜いた分科会メンバー全員が揃

い、目の前で言葉を交わしているということが大

変感動的で、一生忘れられない時間となった。

（中村真理）

2.孫崎享様（元外務省国際情報局長、 元防衛大学 3.中国、韓国からの留学生との意見交換

校教授）

日時：6月6日（日）

場所：孫崎様御自宅

参加者：栗原、齋藤、柴田、中村、山口

2010年6月6日、JASCHeritage(同日開催）に

講演にいらしていた元・外務省国際情報局長であ

り防衛大学でも教鞭をとられていた孫崎享先生の

ご自宅に伺い、勉強会を開いていただいた。孫崎

先生は前・鳩山政権の普天間基地移設問題に関す

るブレーンの一人であっただけでなく、「日米同盟

の正体一迷走する安全保障一」という本を執筆さ

れており、21世紀を迎えて新たな局面を迎えてい

る日米同盟に対し、ご自身の確固たる見解を持っ

ている方である。Heritageの講演でも日米関係や

沖縄基地問題について触れられていたが、孫崎先

生のご自宅に分科会メンバーのみでお伺いしたの

で、さらに深くお話を聞くことができ、個人の興

味分野に関する質問も投げかけることができた。

興味深かったのは、孫崎先生が日米同盟に関す

るご自身の見解を、他者と一線を画し孤立的であ

ることを自覚している、とおっしゃったことであ

る。日本外交の一貫性の無さと戦略の無さを指摘

日時：6月9日（水）

場所：慶應義塾大学日吉キャンパス

参加者：栗原、齋藤、中村、山口

中国及び韓国からの留学生が、アジア地域の安

全保障について、また日米の同盟関係についてど

の様に考えているのか、率直な意見を聞くことを

目的として、慶應義塾大学の授業に参加させてい

ただき意見交換を行った。

日本に来ている留学生が日本語で発言している

ため多少のバイアスがかかってしまっているかも

しれないが、今現在の日本に対する私達世代の留

学生の感情は概ね好意的で、日本がリーダーシッ

プを発揮しつつ東アジア地域の安全保障に貢献し

ていくことに拒否反応を示す学生はいなかった。

また、彼らは日米関係が東アジアに直接どのよう

に平和をもたらしているかということについては

あまり考えた事がなさそうであったが、日米関係

が中国の台頭などにより悪化することには懸念を

示していたように感じた。少なくとも良好な日米

関係が自国に対して悪影響を与えるという考えを

持っている学生はいなかった。

そんな中で、彼らが口を揃えて言っていたのは、
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｢私達の世代では日本を好きな人が多いけれど、祖

父母や両親の世代になると話が違ってくる｡」とい

うことであった。今後「東アジア共同体」といった

ものを構築し、平和と安定を東アジア、ひいては世

界にもたらす可能性を探るならば、歴史認識問題、

戦後賠償・補償問題や教科書問題といった過去の日

韓、日中関係に起因する問題をいち早く解決してい

く事が重要になってくると改めて感じた。

東アジア諸国の間に存在する様々な問題を一気に

解決することは難しい。その状況を改善する為には

山積みの問題にプライオリティをつけ、一つ一つ片

づけていくことが一番の近道なのではないだろう

か。そのプライオリティをつける際のヒントをこの

フィールドトリップは与えてくれた。今後の私達の

活動に活かしていきたい。 （栗原隆太郎）

感情を抱いているのか」という質問に対して、「自

衛隊が、現地住民との距離を縮めるために、車両で

移動する際に自衛隊員から市民に手を振る‘うぐい

す嬢作戦，などの工夫を重ねていることで、支援を

受けている現地の人達は日本の自衛隊を認識し、日

本の自衛隊に対して感謝している」とまつすぐに答

えてくれたことが印象的であった。二つ目は、その

一方で自分達の意見や安全保障観を醸成し、さらに

それを人前で発表するということに、ある種の祷

踏いの様なものが感じられたことである。「考えを

持つということ以上に、戦地へ行けば僕達にはtool

としての役割が期待される」「だからこそ、将来私

達のuserとなり得る皆さんには、日本の安全保障

について、自衛隊ができることとできないことにつ

いて、しっかり勉強し、考えてほしい」といった彼

らの言葉は、私を含む他の分科会メンバーをはっと

させ、重くのしかかったのではないだろうか。

（中村真理）

4.防衛大学校生とのディスカッション

日時：6月11日（金）

場所：防衛大学校

参加者：栗原、齋藤、柴田、中村、山口

第62回会議公式の事前活動である防衛大学校研

修に、分科会毎に防衛大学校生を交えたディスカッ

ションの機会を設けた。当分科会では、防大を代表

し、市川学生が、以前に世界各国の士官候補生が集

まる会議でも行ったという「日本の平和構築活動に

ついて」をテーマとしたプレゼンテーションを、そ

して防大側の分科会リーダーを務めてくださった大

門学生が「自衛隊の海外派遣について」のプレゼン

テーションしてくださった。その後、日米学生会議

を代表して、また過去2年間防大生として日米学生

会議防衛大研修に参加してきた齋藤が、「沖縄基地

問題」についてプレゼンテーションを行い、プレゼ

ン後に全員での討論の時間を設けた。これらを通し

て特に印象深かったことが二点ある。一つ目は、防

大生が発表してくれた自衛隊の海外派遣について、

彼ら中にも、自分達が国際社会に貢献しているとい

う確固とした誇りが感じられたことであり、「派遣

国の人々は、復興支援を受けながら「日本の自衛隊

である」ということや、その立場をきちんと認識し

ているのか、またその上で、自衛隊に対しどの様な

写真：防大生の皆さんとの懇親会で

5.納家政嗣様（青山学院大学国際政治経済学部教

授」

日時：6月12日（士）

場所：青山学院大学青山キャンパス

参加者：栗原、齋藤、柴田、中村、山口

青山学院大学において、青山学院大学教授、一橋

大学名誉教授の納家政嗣教授に勉強会を指導してい

ただいた。参加者それぞれの関心に基づいて、安全

保障に関係する様々な事柄について質問した。栗原

は東アジア共同体について､柴田は核問題について、

齋藤と私からは自衛隊や沖縄の在日米軍問題につい
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6.五百籏頭真様（防衛大学校長）て質問がなされた。

東アジア共同体に関しては、包括的な地域共同

体をアジアにおいて形成することは難しく、イ

シュー（問題）別の二国間・多国間制度を並列的・

重層的に形成することがより現実的であるとの指

摘がなされた。

核問題に関しては、特に核不拡散体制について

話し合われた。先生は、NPTという制度だけで対

応していくのは核不拡散を達成していく上で難し

いという指摘をされた。というのも、イランや北

朝鮮といった国々がその制度に上手く組み込まれ

なければ、他にどのような国々が加盟していても

機能しないからである。制度の重要性は高いが、

そのほかに六カ国協議などにより政治的対応が必

要であるということであった。また、破綻国家な

どからテロリストに核開発技術を渡らせないため

に、その国の社会の安定性を確保し、国境を越え

ないように｢水際｣での対策がなされる必要がある、

という指摘もなされた。

自衛隊に関しては、現在のように日本人の軍事

忌避が根強くなった歴史的経緯の解説がなされた。

曰く、確かに湾岸戦争を受け､PKO法の改正といっ

た新しい動きも見られた。しかし、反軍備派と左

翼的な考えとが結びついたことによって、自衛隊

の在り方を保守的に考える人がなお多いという。

在沖縄米軍基地に関しては、海兵隊や基地の移動

は難しくとも、訓練の一部を他県に分散させる可

能性は必ずしも否定できないとの考えが示された。

以上の他にも多くの指摘がなされ、安全保障とい

う広い問題を扱う分科会へ、本会議の下地となる

見識をいただいた。貴重な時間を割いていただい

た教授に感謝する。 （山口寛明）

日時：6月30日（水）

場所：防衛大学校

参加者：齋藤、柴田、中村、山口

沖縄研修の2日後、防衛大学校にて、学校長で

ある五百旗頭先生をお招きして勉強会を開催した。

はじめに、日米関係について先生に講義をしてい

ただいた。日米関係は、幕末にペリーが来航し条

約を締結した時代には友好的な関係であったが、

その後、日本の対露戦争における仲裁役を米国が

務め、事実上の同盟国となる。満州事変後は日本

による南進とアジアにおける排他的進出があり、

日米関係は、パートナーでありながらもライバル

関係へと変容していった。そして太平洋戦争に際

して、この関係は破局を迎え、アメリカの産業力

に対する知識のないまま、日本は「竹槍3千本で

アメリカに勝てる」と豪語し、敗戦に至った。

現代の日米関係については、常にマイナスのイ

メージを引きずっている日本の安全保障に対して、

鳩山政権はある意味でのコンセンサスを生んだ、

とした上で、沖縄県の米軍基地について「最低で

も県外」としたことは、「総理として罪深き行動」

であった、と指摘された。そして、沖縄県にはど

うしても地政学的宿命というものがあり、日本が

経済的負担をしてでも、基地を維持しながら県の

危険と騒音を減らす、というアプローチをしてい

く必要がある、とおっしゃっていた。「現在の日本

の安全保障は、アメリカ抜きでは到底成り立たな

い。アメリカと協調しながら、日本独自の平和構

築活動を模索していく必要があり、『侵略をしない』

という態度を示すためにも、自衛隊の存在は必須

である。日本の復興支援活動は高い評価を得てお

り、国内的制約の伴うものであったとしても、国

民にとって充実感を実感できる活動をしていくべ

き」と強調されていた。

五百旗頭学校長のお話はとても興味深く、その

後の質疑応答は学生からの積極的な質問で盛り上

がりを見せた。お忙しい中勉強会を開いてくださっ

た先生、本当にありがとうございました。

（齋藤友理絵）

、
。
一
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8人が事前に英語で作成したレポートを共有し、

各レポートの内容に関して討論を行った。テーマ

は以下の通りである。

・日本側参加者

1.TheimperativenessofstrengtheningUS-Japan

allianceandnurturingEastAsiacommunity

buildingtokeepamuchsustainableand

prosperousregion(栗原）

2.OkinawaProblem(齋藤）

3.TheFutureoftheUS-JapanSecurityAlliance:

StrengthsandChallengesinWorkingTowards

aGlobalPartnership(柴田）

4.TheBalancebetweenPoliCy-makingand

Democracy:TheProblemandFutureof

AmericanAir-BaselssueinJapan(山口）

・アメリカ側参加者

1.AUS-JapanAllianceforthe21stCentury:

TheUS-JapanAllianceandAddressing

TransnationalChallenges(Ashley)

2.ThelssueoftheConstitutionofJapanin

ConcerntotheRegionalStabilityofAsia(Dillon)

3.Japan'sRe-emergingMilitaryldentity(Michael)

4.AddressingTerrorismandPiracyinSoutheast

Asia:ExtendedPossibilitiesforCooperation

betweentheUSandJapan(Sho)

第二サイトWashington,D.C.では米国の安全保

障政策を司る主要機関にアプローチが可能である

地の利を生かし、フィールドトリップを多数行っ

た。沖縄基地問題や自衛隊の国際貢献の可能性、

トランスナショナルな脅威への対処、といった分

科会で議論を進めていた問題について、現地の国

務省や日本大使館、シンクタンクで日々それらの

問題を扱っている専門家の講義を受け彼らの見解

を学ぶ機会は非常に有意義であった。また、分科

会の議論の方向性にも助言をいただくことができ

ナー
ノ､－0

第三サイト及び第四サイトでは、ファイナル

フォーラムの準備に焦点を移していったが、発表

項目や方法論のコンセンサスを取ることに苦労し、

それまで進めてきた議論を深めることに集中でき

写真：五百旗頭先生を囲んで

7.伊勢崎賢治様（東京外国語大学教授）

日時：7月5日（月）

場所：東京外国語大学

参加者：柴田、中村、他分科会希望者

2010年7月5日、東京外国語大学で教鞭をとら

れている伊勢崎賢治教授にお話を伺った。伊勢崎

先生は国連でもその手腕を発揮され、国連の武装

解除オペレーション(DDR)を、東テイモール、シ

エラレオネ、アフガニスタンで率いた実績をお持

ちであり、ご自身を「紛争屋」と称している方で

ある。今回は、沖縄の基地問題や、国連の内実に

ついてお話を聞くことができた。

伊勢崎教授は、実務経験をお持ちの教授であり、

ご自身が武装解除を指揮してきた国の状況や、国

連が内包する問題を丁寧にお話してくださった。

沖縄問題に関してもご自身の見解を述べてくださ

り、ご自身が沖縄に行って講演をされた話から、

日米安全保障条約は日本が不利な内容になってい

るが、日本が逆に優位な立場をとり、他国と不平

等な同盟を結んでいる事実がある、ということを

指摘されていた。

伊勢崎先生ご自身もおっしゃっていたが、安全

保障という国際政治の分野は、アカデミックな面

のみにとらわれず、実際の現場の話を聞くことも

非常に重要である。現場経験がある教授のお話を

聞けたことは、非常に有意義であった。

（柴田真也子）

■本会議中の活動

第一サイトインディアナでは、分科会メンバー
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なかったことが反省点として挙げられる。

最終サイトサンフランシスコでのファイナル

フォーラムでは、当分科会はそれまでの議論を踏

まえ「沖縄基地問題」「JSDFについて」「東アジ

アの安全保障」の3部構成の発表を行った。

（中村真理）

AssistantSecretary,BureauofEastAsianand

PacificAHairs,

-KevinK.Maher,Director,O価ceofJapanAffairs

日時：8月6日

分科会として国務省を訪問し、上記二氏にお話

を伺うことができた。

まずJosephDonovan氏より、「日米同盟」の現

状について講義をしていただいた。「Foundation

fOrsecurityinEastAsia」として最重要視してい

ると述べた上で、とりわけ日本における米軍基地

の重要性について、横須賀のNavy7thFleet(米海

軍で唯一国外に基地を持つ空母戦闘群）など日本

を拠点とする米軍部隊の例を挙げ、冷戦時はソ連

へのプレッシャーとして、そして今日では東アジ

ア域内の緊急事態に素早く対応するために、欠か

せぬものであるとおっしゃっていた。一方で、現

在沖縄の基地の数や訓|練を減らす努力もしており、

住民への負担軽減に努めながらも軍として技量が

衰えないようバランスをとることが大事であると

強調されていた。他に、「同盟」と「関係」の違い

について(alliancevs.relationship)、二国間関係

を保つ文化交流の重要性について、など沢山の興

味深いご指摘をいただいた◎

続いてKevinMaher氏より「日米同盟」の地理

上の利点について、中国及び旧ソ連から日本を捉

えた特別な地図を用いて講義をしていただいた。

冷戦時はソ連から太平洋への水路は津軽海峡と日

韓の間のみであり、これらが維持できればソ連は

太平洋側で身動きがとれなかったということ、ま

た、三沢基地はソ連に、岩国は平壌に最も近い米

空軍基地であり、与那国と台湾間が一時間強であ

ることも加えて、朝鮮及び台湾に関わる作戦のロ

ジステイクスは全て日本が拠点となることなど、

米国から見た日本の地理的重要性を、具体的な事

実と共に強調されていた。一方で、日米間ではよ

り多様な協力関係が可能であるにも関わらず、基

地問題のみが注目を集めているのは残念であると

述べられ、自衛隊の予算不足や現在の米国の国防

対策の難点など、基地問題に加え両国が解決すべ

き様々な問題を指摘されていた。

■本会議中のフィールドトリップ

1.CenterforStrateqicandInternational

Studies訪問

-NicholasSzechenyi,DeputyDirectorandFellow,

OificeoftheJapanChair

日時：8月4日

著名なシンクタンクである米戦略国際問題研究

所(CSIS)を訪問しお話を伺った。

アメリカのアジアにおける外交政策の基軸とし

て、アジア諸国と結んでいる同盟が最も重要であ

るという点を強調されていたとき、「アメリカの経

済とアジアの経済のために」とおっしゃっていた

ことが非常に印象に残っている。アメリカのシン

クタンクである以上「アメリカのため」という視

点が入るのは至極当然であろうが、相手国の国益

や発展に関して、はっきりと言及されていたこと

が興味深かった｡同時に､対日本の外交政策の中で、

表向きだけではない「日本のため」の理由がどれ

程あるのだろうかということも感じた。

また、今後更に難しくなっていくであろう米中

関係と米朝関係に関して、中国には"Engage,but

hedge",北朝鮮には"Engage,butpressure"と

いう政策のもとアプローチしていくべきだとおっ

しゃっていた。たった三語で、非常に分かりやす

く且つ印象に残る言葉で今後の政策のテーマを表

現されたことに感銘を受けた。

普段は日本の立場から考える事の多い東アジア、

日米関係を、アメリカの専門家の視点から捉える

きっかけになったという点で、大変貴重な経験で

あった｡ (栗原隆太郎）

2.国務省(DepartmentofState)訪問

-JosephRDonovan,Jr.,PrincipalDeputy
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最後に、お二人にはここには書ききれない沢山

の論点とご指摘をいただいた。日米学生会議分科

会を快く受け入れてくださった二氏、そして当日

まで調整を進めてくださったBrianBrendel氏に

日本より感謝申し上げます。どうもありがとうご

ざいました。 （中村真理）

いか」という回答をいただいた。

お忙しい中貴重なお話を聞かせてくださった納

冨様、どうもありがとうございました。

（齋藤友理絵）

■分科会参加者の声

「安全保障と日米」分科会のメンバーとして

JASCに参加できたことは、多くの点で幸運でし

た。まず、RT内に留まらない議論が可能であっ

たこと。また、そのトピックは自分が専門として

修めてきた分野と密接に関連していたこと。そし

て、有能で啓発的なRTリーダー、メンバーに恵

まれたことです。

いわば国家関係の根幹にある当RTのトピック

は、参加者全体から強い関心を呼ぶものでした。

沖縄研修や米国国務省訪問等のフィールドトリッ

プは常に、RTを超えた議論を可能にしてくれま

した。

また、それは国際関係論を学ぶ自分にとって大

きな意味を持つ経験でもありました。安保改定

五十周年というこの年に、皆と知識を分かち合い、

共に考え抜いたことは、私の安全保障への興味関

心、理論的視座を根本的に改めるほどの影響があ

りました。

しかし、何よりの財産はやはり「人」との交流

にあります。春合宿では、互いにどのような学問

的興味・視点があるのかという探り合いの段階で

あったように思います。しかし、事前活動での語

らいや（特に米国参加者とは）本会議を通じ、そ

れら学問的関心が、それぞれの人生、ぞれぞれの

強さ、弱さとリンクしたものとして捉えられるよ

うになりました。より大きな視点で互いを認め合

えるようになったことは、RTに方向性を与えま

した。

米国の参加者の意見は、意外にも日本の立場に

始めから理解を示すものであり、驚きました。そ

ういった意味では、典型的な米国側対日本側、と

いった構図でなく、むしろ個人間での意見の不一

致、または共鳴が印象に残りました。

安全保障というテーマは重く、繊細です。それ

3.納冨中様（米国防衛駐在官’

(MitsuruNodomi,MajorGeneral,JGSDF;Defense

andMilitaryAttache)

日時：8月6日

場所：日本大使館

ワシントン滞在中、SecurityForumに駆けつけ

てくださった納富陸将補であったが、後日、RT

メンバー全員を大使館にお招きしてくださった。

思いがけない大使館再訪問であり、25年先輩の活

躍する姿は、私にとって非常に励まされるもので

あった。防衛駐在官!Attache'は、大使館付きの

武官であり、駐在国の軍事事情を合法的に調査す

る外交特権を持っている。

初めに現在の国際安全保障環境について説明を

していただき、その後質疑応答を行った。私は、

現在の日本国民の安全保障観について質問をした

が､「安全保障に対する日本国民の意識は変わった。

もはやタブー視する風潮はなくなってきているの

では」という回答が印象的であった。特に自衛隊

については、毎日のように自然災害などに対応し

ており、海外での活動においても、武器使用の制

限がかえって地元の人々との交流を促進させてい

るとおっしゃっていた。今後「制約」をどうして

いくべきかということを尋ねると、「まさに日本の

安全保障上の大きな問題であり、米国の見方は大

事だが、日本自身がどのように決定をしていくの

かが重要である。日本が、何をしていきたいのか、

どの様にしていきたいのかを自分で考え、自分の

言葉で発信できるようになればよい。別の言い方

をすれば、日本の考え方、国益が米国の考え方、

国益と100%一致しないのは当然であり、外交や

安全保障対話を通じて、最大公約数を見つけ、そ

れを大きくしていく努力を重ねればよいのではな
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ゆえに、それぞれが自分をさらけ出さなければ議

論ができません。しかしだからこそ、互いを完全

に受容はできずとも理解することはできる。認め

合える。それはfinalfOrumという最終発表会に向

けて不可欠な過程であり、異文化や他者の理解と

いう意味でも多くの点で示唆的でした。

（山口寛明）

また、国務省でのレクチャーにあった様に、「人

と人のつながり」が両国の直面する問題を改善す

る一助となり得るならば、当分科会はそれを辛抱

強く醸成していける素晴らしいメンバーに恵まれ

た。この場をお借りして一人一人に感謝を伝えた

い。

真っ直ぐな姿勢で知識や経験を吸収し、持ち前

の明るさと、皆の意見や気持ちを的確に代弁して

くれる英語力で、何度も分科会を救ってくれた隆

太郎。専門の国際政治の知識とその熱意によって、

常に議論に深みを与えてくれる欠かせない存在

だったアキ。パキスタンをはじめ様々な海外経験

から生まれた大きな夢と共に参加し、その他者理

解への態度から多くのことを学ばせてくれたマヤ。

JASC史上初の防衛大からの参加には、100km歩

行直後の合宿参加など困難も多々伴ったけれど、

全てを笑顔で瓢々と乗り越えてくれた友理絵。そ

してアメデリの皆と、RTパートナーYudai。みん

な本当にありがとう！

最後になりますが、当分科会にご協力をいただ

いた皆様に心より感謝申し上げます。どうもあり

がとうございました。

（中村真理）

■分科会コーディネーター総括

今までの日米学生会議において､そして勿論様々

な場面において議論され続けてきた「安全保障と

日米」というテーマ。日米安保改定50周年という

節目の、そして基地移設問題が連日報道されたこ

の年に、改めて両国の学生が議論をし、さらにそ

れを発表するということは、非常に難しい挑戦で

あったと感じている。

形として残る具体的な成果は、当分科会の意義

は、と問われるととっさには答に窮してしまうこ

とも事実である。しかし、一人一人が知識、見識

を深めようと文献と格闘し、専門家に熱心に質問

し、限られた知見の中で勇気を持ち発言をした姿、

そして互いに相手の立場や背景を尊重し、辛抱強

く耳を傾けた姿に現段階では価値を求め、今後も

日米関係の中を歩んでいきたいと思っている。

第62回日米学生会議日本側報告書 65



第4章 分科会活動

社会起業家
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■事前活動■分科会概要

貧困撲滅、子育て・高齢者支援、途上国支援な

どの役割は、これまで主に国や政府といった「官」

の立場から担ってきた。社会起業家とは、その役

割をビジネスの手法を用いて自ら担い、社会シス

テム自体を変え、「民」の立場から解決策を世に広

めていく者たちである。貧困層に無担保融資をす

る「グラミン銀行」から､病児保育を扱うNPO「フ

ローレンス」まで、社会起業の種類は多岐に渡り、

事業主体は営利団体から非営利団体、非政府組織

市民団体など様々である。それらが既存の枠組み

を超えて、公の問題を民の力で解決しようとして

いる。

当分科会では、社会起業家への注目が高まるな

か、日米における社会起業家のケーススタディを

通して現状を探り、果たして利益の追求と事業の

推進は両立可能なのか、なぜ社会起業家として問

題に取り組むのかを議論し、その魅力を発信して

いく。日米から世界へ目を向けつつ、様々な観点

から議論していきたい。

春合宿では、どういった分科会にしたいか、社

会起業家とは何か、といったことを日本側参加者

のみで話し合った。また、沖縄研修ではKunihiro

Shimojiが同行したため、初のアメリカ側参加者を

交えてのミーティングも事前に行うことができた。

アメリカ側への知識の共有と共に、日本側が何を

してきたかということを伝える良い機会となった。

写真：春合宿でのワークシヨツフ

本分科会では、フィールドトリップを重視し、

それぞれをSocialEntrepreneurのケースとして

扱った。その事前活動として、日本国内の関連企

業や講演会に訪れ、本会議でアメリカ側と共有し
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た。以下、その説明である。 ルメディアのトレンドなど、非常に興味深いお話

をお聞かせいただいた。1．土井香苗様：ヒューマン・ライツ・ウォッチ

東京オフィスディレクター

日時：6月21日（月）

場所：御茶ノ水 ヒューマン・ライツ・ウオッチ

東京オフィス

参加者：高田修太

国際人権保護NGOのヒューマン・ライツ･ウォッ

チの東京オフィスを訪問し、活動内容やNGOに

ついてお話を伺った。活動の性質上、事業によっ

て収入を得るわけではなく、寄付ベースとなって

しまう資金源についてのお話や、人権保護と文化

の衝突に関するお話をお聞かせいただき、社会的

事業を行う上での資金調達の難しさについて学ぶ

ことができた。

4．ルース･ジョーンズ様(ソーシャル･ベンチャー．

パートナーズ・インターナショナル事務局長）と

共に都内社会起業家訪問

日時：7月10日（士）

場所：みやじ豚、コペルニク、SHOKAY、JICA

参加者：高田修太、尾崎裕哉、高橋亜矢

シアトルに本部を置く、社会的ベンチャー企業

を支援する団体であるSocialVenturePartners

International(SVPI)は東京支部を持っている。

その投資先対象となる3企業をSVPIのディレク

ターであるルース・ジョーンズ様と共に周らせて

いただいた。各々の企業の事業や理念を学びなが

ら、夜はルース様の講演会に同席させていただき、

米国の社会的企業の現状やベンチャー・フィラン

ソロビーの概況を学んだ。

2．電通

伊東美穂様 谷口隆太様渡邊磨由子様

日時：6月16日（水）

場所：汐留 電通本社

参加者：高田修太、尾崎裕哉

日本最大手の広告代理店である電通がどのよう

なCSRを行っているのか、どのようにして社会的

企業を支援しているのかを学ぶためにお話を伺っ

た。電通としての関わり方や、どのようにすれば

企業やNPOは社会事業を成功させられるのかと

いったことを、ホワイトバンドの失敗を例に詳し

くご説明いただいた。

5．ムハンマド･ユヌス講演会(グラミン銀行総裁）

6．ビル・ドレイトン講演会(アショカ財団創立者）

上記2つの講演会を、当分科会メンバーを中心

に、分科会を越えてJASCerで訪れた。社会起業

家と言えばこの2人、といっても過言ではない著

名人の講演を聞き、彼らのマインドについて学ぶ

ことができた。

（高田修太）

■本会議中の活動

当分科会では、各サイトにおけるフィールドト

リップを通したケーススタディの分析と、ファイ

ナルフオーラムヘの準備を並行して行った。本会

議前に日本側とアメリカ側参加者は二人一組での

ペアを作り、共通のトピックについて事前準備を

し､本会議にて他の分科会メンバーに発表していっ

た。毎回のプレゼンテーションを通じ、社会起業

家についての理解を深めると共に、「持続可能な事

業なのか」といった疑問について深い議論を繰り

広げた。担当したメンバーと内容は次の通りであ

る。（日本側担当者による執筆）
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3．市川裕康様（株）ソーシャルカンパニー代表

日時：7月7日（水）

場所：渋谷リスペクトカフェ

参加者：高田修太、木本篤茂

日米学生会議のOBでいらっしゃる市川裕康様

に、分科会におけるディスカッションの方向性に

ついて、また、米国における社会起業家、ソーシャ

ルメディアなどに関してお話を伺った。TableFor

Two(日本発の、開発途上国へ食事を寄付するプ

ログラム）のメニューをいただきながら、「社会起

業家」という言葉自体の暖昧さや最近のソーシャ
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プロセスを目指す。CAMFEDは「Educationcan

changeeverything.」というスローガンのもとで

1993年から活動してきた。その成果として、女性

が教育を受けることによって、25パーセントの収

入が増えたとともに、HIV/AIDSの感染率が3倍

も減ったことがあげられる。更に、5歳以下の子供

の死亡率も40パーセントまで下がった。CAMFED

が他の女性教育支援団体と違うところは、長期的に

見た支援を行う点である。ただ教科書や教育費を支

援する一時的な支援と違い、一旦支援が始まった

ら全教育課程に至る教育費を援助することが特有

である。また、独自のSeedMoneyProgramを通

じ、ビジネストレーニングや資金の運用、マネジメ

ントなどの職業訓練も同時に受けることができる。

加えて、CAMAというCAMFED卒業生のネット

ワークも持つ。女性の地位が低いアフリカ社会で

の女性支援において重要なアクターになるという

ことや、CAMFEDからCAMAへの一次的支援か

ら、CAMA同士での二次的支援までの波及効果も

期待される。このようなネットワークは持続性のあ

る支援ということから意義がある。CAMFEDが持

つビジョンは社会的企業といえるかもしれないが、

彼らの資金源はほぼ寄付に依存している。このため

CAMFEDは社会的企業ではないが、普通の非営利

組織ではあるという結論に至った。しかし、Web

から気軽に寄付ができる、地域の現状に合わせた

支援が行われる、その結果をWebに公開すること

によって透明性を保つというところは高く評価でき

る。 （郭ヒギョン）

1．高橋・Kunihiro:フローレンス

私は、ペアのアメリカ側参加者が日本人だったこ

ともあり、アメリカ側へ日本の社会企業を紹介した

いという思いから、病児保育・病後児保育を行って

いるNPOフローレンスについてプレゼンテーショ

ンをした。

はじめに、アメリカ側に病児保育が必要とされる

日本の社会背景を理解してもらうため、日本の核家

族化、女性の労働問題や保育施設の不足、などにつ

いて説明し、その上で、フローレンスの事業形態、

活動地域、会員システム、料金システムを紹介した。

私たちは分科会での議論を通じて、社会企業に必要

な条件として、①直接的行動を取る、②複製可能な

モデルであること、③持続可能であること、④革新

的であること、⑤社会的価値に集中すること、⑥草

の根（市民）を利用すること、の6つをあげていた。

そのため、フローレンスがそれぞれの条件に当ては

まり、社会企業と呼べるかどうか、また、社会企業

の条件として以上にあげたものでのものでよいのか

どうか、それぞれの条件に当てはめた特徴や問題点

について話し合いを行った。

社会企業についての議論だけでなく、日本とアメ

リカの社会問題や家庭状況、女性の労働環境の違い

などについて議論をしたことは非常に興味深かっ

た。それにより、地域や国によって異なる固有の社

会問題に対し、社会企業がどのようにアプローチを

していけるのかを話し合うことができ、異なる地域

での適用性や複製の可能性について議論を広げるこ

とができた。それが、ファイナル・フォーラムでの

ケーススタディの紹介にもつながり、有意義なプレ

ゼンテーションとなった。 （高橋亜矢） 3．木本･Brvan:グラミン銀行

私たちは社会起業の草分け的存在であり、最も成

功しているもののひとつであるグラミン銀行を紹介

した。グラミン銀行は私たちが事前に日本で講演を

聞くことが出来たノーベル平和賞受賞者のムハンマ

ド・ユヌス氏により設立された。この団体は、社会

的地位が低く、既存の金融機関から融資を受けるこ

とが出来ない人々に対し融資を行う「マイクロクレ

ジット」という活動を行っており、グラミン銀行で

は特に女性たちをターゲットに定めている。

2．郭･Yuri:CAMFED

(CampaiqnforFemaleEducation)

アフリカでは2400万人に至る女児が教育の機会

を与えられておらず、貧困･HIV/AIDSと戦ってい

る。こうした状況の改善のために教育支援を行う団

体がCAMFEDである。こうした女性教育は、女性

の地位を向上し、健全な社会を作ることにより、全

ての子供に教育の機会を与えることができるという
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私たちはグラミン銀行に関する歴史・誕生の背

景・実際に貸付を行う際の融資基準や手続き・他

のマイクロクレジット団体と異なる特色・社会に

もたらしているインパクト・団体の構成・事業の

収益源と持続可能性・グラミン銀行が金融領域以

外で展開している事業の概略を説明した。

このプレゼンテーションの中ではさらにグラミ

ン銀行が、私たちがこの時点で考えていた社会起

業の要件である「革新性」「社会貢献性」「持続可

能性」を持っているかどうかについて検討し、グ

ラミン銀行を社会起業であると結論付けた。それ

はマイクロクレジットの先駆けであると言う「革

新性｣、女性を抑圧的経済状況から解放するという

ミッションの保持と800万人もの女性に実際に融

資を行ってきたという実績に裏打ちされた「社会

貢献性｣、無償の寄付を受け取っておらず、設立当

初3年を除いて収入がコストを上回っているとい

う経済的自立性・安定性に基づいた「持続可能性」

があると考えたからである。

なおこのプレゼンテーションの後に行われた

ディスカッションの中では一般企業と社会起業を

区別する最も重要な要素である「社会貢献性」が

何を示しているかを具体化しようと議論が行われ

た。この際、「社会的弱者の救済につながっている

こと」「著侈ではなく、生命権や自由権といった基

本的人権に基づいたニーズに応えていること」「社

会問題を解決していること」「言語化しうるもので

はなく、直感で判断するもの」といった意見が出た。

結論は出なかったが、この部分に関するお互いの

認識のずれを確認でき、その後の議論を行う上で

役に立った。 （木本篤茂）

BAYCATには主に、二つの構成要素がある。

一つは、上質なデジタルメディア制作者を輩出す

るべく教育と訓練を無料で行っている教育部門で

ある。生徒は自身の体験や身の回りの出来事のド

キュメンタリーや映画をゼロから作り上げ、生徒

同士がお互いのプロジェクトに関わり合い、手

伝う事で健全な友情関係が芽生え、コミュニケー

ション能力の向上を可能にしている。行き場の

無い貧困地域の子供たちはギャングに入ってしま

う事が多い事から、この様な交流をもたらしてい

るBAYCATは生徒達にとって大切な場所になっ

ている。もう一つの要素は、企業の為の広告媒体

を制作している営利組織のSTUDIOBAYCAT

である。STUDIOBAYCATで得られた資金は

BAYCATの運営に使われる。しかし、営利企業

といっても、彼らがこなす仕事の全てが有料とい

う訳ではなく、200,000ドル以上のプロボノを提供

してきた。地域のNPOやCitibank、Yahoo!の様

な大企業、UCBerkeleyといった大学にも関わり

があり、それぞれに最新のスタイルのメディアを

提供している。

日本にBAYCATが存在していたら、受講者は

数十万円というお金を支払う事になるだろう。そ

して、日本人はお金を持っているため、芸術活動

を学ぶ為にそれに応じた金額を支払うだろう。し

かし、私はメディアによる表現の機会を提供する

必要性はサンフランシスコと同じ位あると感じて

いる。日本でも学校でいじめ等を体験して、心が

傷つき、行き場を無くしている学生が沢山いる。

彼らの為にも、BAYCATの様に無料でプロフェ

ショナル・クオリティーの機材が使える交流の機

会が存在すれば、彼らの自尊心を向上させ、表現

する術を与えるだけではなく、より上質なメディ

ア教育と訓練の機会を増やす事から、結果として

日本のメディア技術のレベルの向上につながると

考えられる。 （尾崎裕哉）

4．尾崎･Patrick:BAYCAT

BayveiwHuntersPointCenterforArtsand

Technology(BAYCAT)とは教育と職業訓練を通

じて、地域のマイノリティコミュニティーと住民

にチャンスを与え、自立して生きる力を与える非

営利組織である。貧富の差が激しいサンフランシ

スコ沿岸地域で主に活動をしており、地域の子供

たちに、芸術活動による自己表現の機会を与えて

いる。
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リカ国内の一流大学の学部卒業生を、教員免許の

有無に関わらず大学卒業から2年間、教育困難地

域の学校に教師として赴任させるプログラムを実

施している。インディアナポリスは全米でも特に

教育水準が低く、ここに十分な教育を提供し、生

徒を成長させることは大変困難なようである。そ

の困難の中での、プログラムの内容や資金繰り、

持続性についてお話を伺った。内容としてかなり

厳しいプログラムにも関わらず、教師として参加

する大学生が修了前に途中で辞めてしまう割合が

低いことにも言及し、彼らのサポート体制が充実

していることがわかった。

鰹i

型，酒戻1

＝

『
必
鷺

鰹奄

写真：本会議中のディスカッション

また、アメリカ国内におけるフィールドトリッ

プでは、毎回入念な事前準備・勉強を欠かさずに

行い、実際に訪問した際に有意義な質問ができた。

このようなケーススタディを通し、社会起業家と

は何か、といった我々なりの定義を決定していっ

た。フィールドトリップについては、次の通りで

ある。

3D.C.セントラルキッチン(DCCK)

，.C.セントラルキッチンは、残った食材や在庫

などを安く仕入れて食事を作り、ケータリングで

販売するというビジネスを行っているNPOであ

る。特筆すべきは従業員の構成で、働く人々は皆

ホームレスである。ホームレスの社会復帰支援と

して、このDCCKで職業訓練をしているのである。

ここでは、概要や運営について色々とレクチャー

を頂き、実際の調理場を見学させていただいた。

驚くべきことに、年間の収入は6億円で、うち半

分が寄付や援助金、残りは事業による収入だそう

だ。持続可能な事業、そして社会貢献を両立し成

功しているケースを見ることができた。

1LillvEndowment財団

インディアナポリスにて上記の財団を訪問した。

私たちは、彼らの寄付する基準や財団の理念など

をお聞きすると共に、社会問題を解決するために

はどう支援すべきか、といったことも質問していっ

た。彼らは主にBasicNeedsとArtの分野を支援

している。前者に関しては、数多くの社会問題に

起因する市民のニーズである。これを解決しよう

とする団体に支援するとのことだ。彼ら曰く、社

会問題にはTechnicalなものとAdaptiveなもの(幼

児虐待や貧困）の2種類あり、前者は「技術」で

解決できるが、後者は解決には時間がかかるとい

う。後者をいかに解決するか、ということが社会

起業家の使命であり、それを支援するのが彼らの

役目であると述べられた。

写真:DCCKの活気ある風景
2.TeachForAmerica(TFA)

団体のインディアナポリス支部の方のお話を

伺った。TFAはHarvardをはじめとする名門大

学の学生に人気の就職先であるNPOであり、アメ

4．アショカ財団

社会起業家の父と言われるビル・ドレイトン（事

前活動として講演会にも訪問した）のアショカ財
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6 ビルディング・ブロック団をワシントンD.C.にて訪問した。ここでは、財

団の理念や、支援する企業を決定する基準などを

聞き、革新性・倫理性・持続性を特に重視してい

るということがわかった。最後に、彼らの思う

社会起業家の定義!Isomeonewhohasanideafor

changingsomethinginthecommunity,andwon't

restuntilimpactismade・Shouldhaveanimpact

onmultiplelevels(thepeopleandthelevel).''から、

議論をさせていただいた。

建築関連でニューオーリンズで活躍する団体で

ある。環境によく、安価で丈夫な材料を提供し、

実際に壊れた家を作り直したり、コンペなどを行っ

てコミュニティの再構築を図っていたり、幅広く

活動を行っている団体｡彼らの製品の紹介やオフィ

スの見学をさせていただいた。

7 ラッキー・グナセケラ氏

(フロントラインSMSMedic)

JASCのOBでもあるMr.Luckyに彼の思う社会

起業家や事業についてお話を伺った｡｢社会起業家」

という言葉はばかげている、という意見など、我々

には刺激的な内容となった。

牙
埋
牢
嚇

以上と並行して、ファイナルフオーラムに向け

て、社会起業は社会を変革する手段となりうるこ

とを発信するため、社会起業家に必要な条件やど

のような分野に適用できるのかといったポイント

等をまとめていった。

写真:Ashokaにて

5.ldeaVillaqe(ニューオーリンズにおける起業

■ファイナルフオーラムでの発表内容家集団）

ニューオーリンズは、カトリーナ以降の復興に

際して多くの起業家が生まれた。その支援をする

のがこの団体である。オフィスは広々とし、壁一

面がホワイトボードでクリエイテイブな議論がで

きる場となっていた。そんな中で、FeelGoodzと

いう天然ゴム製のサンダルを作っている起業家

KyleBernerとお会いし、お話を伺った。彼らの

販売するサンダルはNatural,ComfOrtable｡Ethical

と湿っており、環境的側面から社会変革を起こす

というビジョンも持っている。我々は今後の展開

や、彼らの理念について質問をさせていただいた。

当初は社会的企業としてはじめたわけではなく、

純粋にビジネスとして始めたというFeelGoodzで

あるが、現在では環境倫理を優先した社会的企業

として注目されており、必ずしも社会起業家とい

うものが理念から始まるものではないというケー

スとして見ることができた。こちらもDCCK同様、

社会貢献と事業を両立しているものであった。

当分科会では、ファイナルフオーラムにおける

プレゼンテーション前に、自作のパンフレットを

配布し、オリジナルのムービーを放映した。パン

フレットは、第62回会議のそれぞれの分科会の

テーマに対し、実際に取り組んでいる社会起業家

を紹介する記事を提供し、ムービーでは、上から

読むとネガティブな意味に､下から読むとポジティ

ブな意味に捉えられるような独自に編集した文章

を流し、プレゼンテーションの導入とした。

社会問題を解決する手段は数多く存在する。政

府や国際機関といった公の立場、あるいは既存の

NPOや企業でも可能である。そのような中で、社

会起業家とは他の人々が解決できていない部分に

アプローチしていく。我々が考えた社会起業家・

社会企業に必要な条件は以下の通りである。

･TakeDirectAction…直接的行動を取る

oHaveaReplicabledesignormodel

…複製可能なモデルであること
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･Maintainsustainability…持続可能であること

･Belnnovative…革新的であること

･FocusonSocialValue

…社会的価値に集中すること

oUtilizeGrassroots

…草の根（市民）を利用すること

また、社会起業家に必要なマインドセット（創

造性など）も、ケーススタディを元に述べた。以

上より、我々は社会起業の定義を「革新的、持続

可能かつ複製可能な直接的行動により脆弱な社会

の問題を解決していく」とした。このような社会

起業という手段を通して、今回の日米学生会議に

おける分科会の扱う諸問題に関しても解決へのア

プローチを取れることを紹介し、社会起業の可能

性について、参加者を鼓舞してプレゼンテーショ

ンを終えた。

｢社会起業家って自分も興味があるし、流行ってい

るから分科会作ってみたら面白いかも｡」という

安易な理由があったことを思い出した。ただ、こ

の分科会に込めた思いは強かった。日本はなぜ彼

らの活躍できる土壌が整っていないのか、それを

アメリカから学べるのではないか。そして、社会

起業家として成功するためには何が必要なのか。

アメリカでそれを見ることができるのを期待して

作った。そして、期待した通りになったのではな

いかと思う。

本分科会を振り返ると、非常にフィールドトリッ

プが多く、外にでて考える日々であった。眠たい

目をこすりながら遅刻しそうな中全力で走ったり、

うだるような暑さのニユーオーリンズで朝早くか

ら出かけたりしながら、実際の現場を見ることが

私たちの分科会の原点であったと思う。ただ、そ

れを「見学」するだけでは小学生の社会科見学と

なってしまうため、入念な事前学習・質問準備を

行った。ここは自分たちながら評価できるところ

であったと思うし、十分にできたと思われる。は

じめは「この団体、微妙じゃないか。一体何がや

りたいんだ」と思っていたところでも、考えた質

問をぶつけると、意外な答えが返ってきて、一同

そろって感動したことも懐かしい。このような一

つ一つの努力が分科会の議論を深いものにさせて

くれたと思う。

また、「社会起業家」というテーマらしく、メン

バー全員がクリエイテイブで新しいこと、楽しい

ことを好んで活動を行っていた。ファイナルフォー

ラムに向けては、単なるプレゼンテーションでは

つまらない、周りをencourageしよう、という目

的を共有していた。ある意味では、他のJASCer

へのインフルエンサーであったと言えよう。ムー

ビーも非常にユニークでクリエイテイブであった

し、出てくる意見も面白いものが多く、時には非

論理的な意見に対してぶつかり合いながらも、皆

でまとめていった。

あえて、反省点を挙げるならば、「日本語」が問

題であったと言えよう。アメリカ側参加者5名の

うち、2名が日本語を話せるため、時に日本語で

写真：ファイナルフォーラムの準備

写真：ファイナルフオーラムで発表する参加者

■分科会コーディネーター後記

第61回会議の終りにこの分科会を作ったとき、
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議論が盛り上がってしまうことがあり、T(通訳）

を多発していたことだ。英語にdisadvantageのあ

る日本側参加者とアメリカ側参加者の足並みを揃

えるためにもTは重要であるが、日本語→英語の

Tの多用は個人的にはあまり好ましくなかったの

では、と思っている。

最後に、フィールドトリップを受け入れてくだ

さった皆様、そして私の稚拙な英語にも関わらず

最後まで共に取り組んでくれたRTメンバーの皆、

数多くのフィールドトリップをセットしてくれた

上に粘り強く私とミーティングをしてくれたRT

パートナーのMariamaHolmanに対し、謝意を述

べたい。本当にありがとうございました。

（高田修太）
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写真：ファイナルフオーラム後の

日本食レストランでの打ち上げ

▼ファイナルフォーラムで配布した
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新興国と地球環境問題

SpreadingEnvironmentalAwarenessinlndustrialDevelopingNations

漣'訓蕊
■分科会メンバー

高橋央樹＊

有川慧

大井芳樹

斎田英恵

生板純一

LeahFlake*

KseniyaVaynshtok

AlexYu

CameronBradley

(*は分科会コーディネーター）
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■事前活動■分科会概要

1．春合宿5且3日（月）～5月5日（水）中国、インドなどBRICsを始めとする新興工業

国は、近年めざましく経済発展をとげる一方で、

温室効果ガスを多量に排出し、地球温暖化を加速

させている。ポスト京都議定書に向けた世界気候

変動枠組み条約(COP15)では、先進国だけでは

なく、途上国も新たなCO2排出量規制に合意する

かが重要な課題となっている。しかし新興国では

環境に対する意識や知識の普及が充分とは言えず、

環境保護と経済成長の両立は自国だけでは達成し

がたい。そこで環境技術、クリーンエネルギー開

発において先端を担っている日米両国は、いかに

して世界を自然との共生社会に導いていけるのか。

当分科会では持続可能な発展とは何かを改めて考

え、どのようにして新興国が自国の社会的、経済

的発展と環境保全を調和し得るのかを議論する。

そのために環境教育やメディアによる意識啓発、

先進国が果たすべき技術移転や援助など多角的な

解決へのアプローチを検討し、地球規模での協働

を模索していきたい。

地球環境問題は様々な切り口から見ることがで

きる。そのため、合宿の初日では分科会メンバー

でブレインストーミングを繰り返し、お互いの地

球環境問題に対する意識の共通部分を探った。そ

の結果、環境問題にはグローバルな問題とローカ

ルな問題があるという共通認識に至った。気候変

動問題やオゾン層破壊はグローバルな問題、大気

汚染、水質汚染、ゴミ問題などはローカルな問題

と分類した。また、環境問題に取り組むにあたっ

て、国家間、世代間など様々なレベルでの「公平

性」を考える必要があることも共通の認識として

得られた。地球環境問題には経済発展する過程で

この問題に加担した先進国と、それによって被害

を受けている途上国がある。その間に近年目覚ま

しく経済発展をしていて、開発する権利を訴えて

いる新興国がある。そんな中、この問題における

先進国と新興国の責務をどう扱っていくか、とい

う大きな課題が残った。今後の方針として、グロー

バルとローカルの問題についてそれぞれトップダ

ウン、ボトムアップのアプローチを考え、その際

に現在や過去の地球環境問題に関する国際交渉に
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ジウムを聴講した。環境先進国のドイツの事例か

ら、論点や議論をする際の視点を学び、今後の議

論に活かすことが目的である。

四名の教授による報告。一人目はナチズムと景

観エコロジーについて。「望ましい環境」をある意

味で押しつけるということであるが、我々の分科

会における「新興国」に対する視点を見直す契機

ついて勉強をしたり、メディアの在り方について

も考えていくことにした｡ （生板純一）

一二岸 一
，普晶,鐸鳴鍔攪･ざょ搦鋸乳晶~ぜ ---

会における「新興国」に対する視点を見直す契機

となった。二人目はドイツにおける環境政策の特

徴を傭撤するものであり、政策枠組みを考える上

での有効な視点を得ることができた。三人目は｢緑

の産業革命｣、すなわち90年代以降の、環境保護

を通した経済成長について。我々の分科会の中心

テーマである「成長と環境」という課題について

のヒントを得られた。四人目はドイツの環境政策

と環境倫理との関係について。「持続可能性とは何

か」「何の持続可能性か」など､より根本に立ち返っ

ての議論であった。後の分科会での議論にとって

有意義な論点となった。

ドイツに焦点を当てたものではあるが、いずれ

も分科会での議論に応用され、収穫の多いものと

なった。

（大井芳季）

写真：発表の様子

2．防衛大学研修

日時：6月11日（金）防衛大学校

6月の防衛大学校研修の分科会セッションでは、

防大生が用意してきた「安全保障と環境問題」に

関するプレゼンテーションを聞いた後､ディスカッ

ションを行った。「今までの軍事力は死活的国益の

確保のために使われていたが、冷戦後は脅威の様

相の変化、人間の安全保障重視の傾向から軍事力

の非軍事的使用が増えている」という軍事の変遷

や、「軍隊は一般企業にはない強い組織力や運輸力

を活かして、貧困や環境問題などの社会問題解決

に貢献している」ということを分かりやすく説明

して頂いた。また、「気象変動は陸・海・空の軍事

作戦にも悪影響を与えていている」というように

環境問題と軍事活動との関わりについても知るこ

とができた。この後､日本の環境問題に対する政策、

原子力発電の将来について議論が交わされた。「原

子力発電所はテロの対象になり得るため、軍隊を

すぐ、に出動させ対処することができない日本では

原子力発電を促進すべきでない」など、私たちだ

けでは得られなかった｢安全保障｣という視点から、

環境問題を見ることができた。

（斉田英恵）

4．電通訪問

日時:2010年6月23日（水）

参加者：有川慧、高橋央樹、生板純一

講師：株式会社電通 サッカー事業局 金大鐘様、

第6営業局 飯沼璃子様

環境問題について考える上で、人々の環境意識

を変えるにはどうすればいいだろうか。今回の電

通訪問では､近年様々な企業が着手しはじめた「環

境広告」についてJASCのアラムナイである金さ

んと飯沼さんにお話を伺った。企業が環境広告を

作るインセンテイブとして、その企業のブランド

カ向上が挙げられる。特に株価などは企業のCSR

にも強く影響されるため、企業が環境対策に積極

的であれば企業の評価にプラスされ、そうでなけ

ればマイナスになる。電通の営業部では、この特

性を利用し、企業とのミーティングで電通側がプ

ロジェクトを提案して企業の参入を図るという。

3。－日本ドイツ学会第26回総会シンポジウム

｢<環境大国ドイツ>」

日時:2010年6月12日（土）成城大学

ドイツにおける環境政策をテーマとしたシンポ
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第4章4章 分科会活動

例えば、FOODACTIONNIPPONという食料自給

率を上げ、より環境に優しい社会を作るプロジェク

トでは、3000以上の企業や団体が推進パートナー

なっているそうだ。企業にメリットがあるだけでな

く、企業を介して消費者も環境問題に積極的に取り

組むようになる。その点では環境広告は非常に効果

的であるといえるだろう。また、環境広告のトレン

ドとして興味深かったのは「生活者の巻き込み化」

である。企業が単独で消費者に環境保全を呼びかけ

るのではなく、企業と消費者が互いにコミュニケー

ションを取ることで、環境問題を個人レベルで捉え

させることが重要であるという。これからの時代は

企業と消費者が一体となって環境問題に取り組む必

要性があるようだ。

(有川慧）

世界の前に立ちはだかる障害物を取り除くため、学

生としてできること－我々の答えは「環境意識の改

革」であった。

カトリーナや石油流出事故で多大な被害を被った

第3サイトのニューオーリンズ、また最終サイトの

サンフランシスコでは、自然状態の人々を如何に自

発的に環境行動できる状態に移行させるかのプロセ

スに注目し、議論を行った。意識(awareness)か

ら行動(action)を起こし、また行動した後に意識

し直すという過程を経ることによって、より持続的

な環境行動が可能になる。今まで学者や専門家に

よって議論され尽くしてきた解決策に固執するので

はなく、人が環境的に行動する過程に注目すること

により、一人一人の環境保全に対する自発的努力の

大切さを深く実感することができた。 （有川慧）

■本会議での活動 2.本会議中のフィールドトリップ

①CornerstoneEnvironmental訪問

CornerstoneEnvironmentalはビジネスの持続可

能性や環境分野についてのコンサルティングを行っ

ている会社で、二人の代表の方々からお話を伺っ

た。話のテーマは「持続可能性」だった。持続可能

性には社会的、経済的、環境の三つの要素があり、

その全てが同時に満たされていなければならない。

持続可能な社会であるためには、規制などを通して

人々に何かを強要するのではなく、人々の「文化

(culture)」を変えることが最も大切である。その一

歩目として、私たちはある製品を買う時に、それが

どこで、どのように、どんな労働環境で生産された

か、までを考えるべきである。人々の「文化」が変

われば、持続可能な方法で生産をするように消費者

側から生産者にプレッシャーをかけることができる

というのが彼らの考えである。私たちは環境面での

持続可能性というものをFTに行く前から意識して

いたが、FTを通してその要素となるものが複数あ

ることを意識させられた。また、いかにして人々の

環境意識（文化）を変えられるのか、という問題に

ついて深く話し合うきっかけとなった｡ファイナル・

フォーラムで私たちの最終目標を持続可能な社会を

目指すこと、にしたようにこのFTは私たちのテー

1.本会議中の議論の流れ

第1サイトであるインディアナでは、環境という

幅広いトピックに対するお互いの問題意識を共有す

るため、事前に書いたRTpaperをもとにプレゼン

テーションを行った。我々より一週間早くアメリカ

に滞在する米韓学生会議の学生とのディスカッショ

ンを終え、現状の環境対策に取り組むために我々学

生がJASCを通してできることは何かを話し合った。

環境問題を解決するためには第一に人の行動を変え

る必要がある。そのために必要なものとは一体何な

のか？外発的要素である技術移転補助金などのイ

ンセンテイブに加え、人々の内面に働きかける教育

など、さまざまな意見が挙げられた。

第2サイトのワシントンD.C.では、まず「SuSt-

ainabilityとは何か」について話し合い、我々の目

指すゴールを明確化させた。Sustainabilityとは資

源の持続可能性であり、エコシステムの循環であり、

またフリーマーケット・システムを保ちながら環境

にやさしい消費社会を実現させる新しい資本主義で

ある。それでは何故、我々はそのゴールを達成する

ことができずにいるのだろうか？人々は環境破壊を

目の当たりにしているにも関わらず、なぜ行動を起

こせずにいるのだろうか？我々の目指す持続可能な
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第4章 分科会活動

2．用語の定義

以下が本発表におけるキーワードである。

．「持続可能」＝人間の消費・汚染のペースが地球

環境の回復ペースを下回る状態。

｡「意識」＝地球環境問題に関する情報を有し、納

得している状態。

．「行動」＝地球環境に配慮した行動。

マの根幹の部分を支えるものとなった。

(生板純一）

⑧ 中 \ 牙#班､ ~額ご

薯難:噌識.露￥
…… 幹 … ｻ,潭常群･…

需宇 \

ﾖ諦彗,A皇 一 …
一 寺 率

弔 雫

ゑず･： 蕊蕊． ｂ
蹴
如
掴
聰
隙
臨
圃
叩
蕊
瞳
離

．･雪…零号尋y緯雷？輪:f

．､量蕊謡詫JF
J~ 一 括 一

W豊冒:､』袋…
杓 誇 骨甥

書 一慕 舎

＝蕊驚達

輯

緯

ｖ
・

衝
＃
：
鎌

3．先行研究に見られる二者の関係一アプローチi

「意識」と「行動」という要素を用いて環境問題

の解決策を論じた研究は数多く見られる。それら

について杳読し、考察を加えた。

B

?~照

CornerstoneEnvironmentalの方々と

②LOYOLA大学教授Mr.BobThomas訪問

8月12日の'RecoveryfromNaturalandMan-

madeDisasters!をテーマとしたForumでも講演

して下さる,Loyola大学のThomas先生より「環

境問題とコミュニケーション」に関するお話を伺っ

た。前半では二つの具体例を使って講義をしてい

ただいた。まず，「ある企業の製造プラント建設」

の例を使って，環境問題を解決するためには産業

間や専門家間でなく分野の垣根を越えたコミュニ

ケーションを増やすことが重要であることを学ん

だ。次に，環境に良いと科学的に証明された選択

肢があっても，消費者の習慣が正しい選択を難し

くさせていることを「マクドナルドの紙コップ」

を例に説明していただいた。後半の質疑応答では

｢環境に優しい消費者になるには何をしたらよいの

か｣，「すでに環境問題に対して認識を持っている

人々をどのように問題解決のための行動に移すこ

とができるのか」などの質問があがった。環境問

題解決に対する先生自身の意見を伺うことができ，

行き詰った分科会の議論を前進させるきっかけと

なった。 （斉田英恵）

ry

図l アプローチi

(1)「意識」と「行動」の関係（図1参照）

①まず個人が環境問題に対する「意識」を持つ

必要がある

②「意識」を持った上で、初めて環境に配慮し

た「行動」が可能となる。

③「行動」をすることで､「意識」が強化される。

(2)問題点

①意識を持つことへの障害：環境教育の未整備、

解決策への低い信瀝性、無関心 等

②意識から行動へと結びつくことの障害

：対立する価値観・責任転嫁・行動の評価の困

難等

(3)考察

4－(2)-②で述べた、「意識」→「行動」に於いて、

このプロセスは困難を有する。個人の行動がどの

程度環境保全に貢献したかという評価が難しいと

いう面については、ある程度計量、表示すること

はでき、実際に試みられている。

しかし、各々の行動の貢献は微小なものであり、

3.ファイナルフォーラム発表

1．テーマの設定

「持続可能な社会の達成」にあたり、「環境問題

に対する意識」と「環境に配慮した行動」の二点

が大きなポイントだと考えた。

プレゼンテーションでは「意識」「行動」の二者

の関係に焦点を当てて論じた。
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責任転嫁の回避は難しい。究極的には「社会的な

価値観の転換｣等が必要になる。故に､このアプロー

チは（長期的には望ましいにせよ）困難である。

5．我々の提示する二者の関係一アプローチil

従って、より効果的なアプローチとして、以下

のものを提示したい。

疑応答でも数多く寄せられた。これを含め、今後

更に考察を深める必要があるのは否めない。しか

し、環境問題が喫緊の課題であることを鑑み、こ

のアプローチによる解決の可能性を探っていくこ

とに意義があると考えられる。（大井 芳季）

蝋鍵簿口疑割震
1-･{owDoWe ．"；

罵諺噸chEYwironmeniciISUsf"nqb"yef

■分科会コーディネーター総括

何故環境問題に対して世界の全ての国々は解決

に取り組まないのか？

そんな疑問から始まった「新興国と地球環境問

題」分科会は、一年間アメリカ側実行委員である

Leahとともに何度も議論を重ねながら準備を行っ

た。分科会リーダーとして議論できるほどの知識

がなかった私は、読書や講演会に参加するなどし

て、無我夢中で環境問題について基礎から学んだ。

ただ学べば学ぶほど、環境問題に付随する世界の

国々の利害対立の複雑さが鮮明になり、果たして

分科会として議論が行えるのかという不安が私の

中で生じていた。

分科会メンバー選ぶ際は、面接や小論文を踏ま

えて、環境問題に対しての知識量ということも重

要だったが、何よりも共に議論したいかという点

を重視した。その影響があってだろうか、経済学

のスペシャリストの芳季、常に周囲を見ながら議

論を先導する純一、幅広い教養を持ちながら常に

場を和ます慧、公害問題から環境問題を切りこむ

不思議系の英恵、個性豊かな4人が環境問題分科

会には集まった。事前活動として、環境経済や環

境思想を取り上げた課題図書を読みながら、スカ

イプでの議論は白熱した。最初こそ互いに緊張し

ていたが、本会議前には相手の主張が分からない

ときには、納得するまで質問を行うほどに互いの

仲は深まっていった。

本会議に入ると、実行委員を含めたアメリカ側

参加者が4人増えたために、まずこの分科会でど

のように環境問題を解決するのかという議論から

始まった｡新興国と地球環境問題という大きなテー

マだからこそ、メンバーは何から議論すればよい

のかという不安に陥った。しかし共同生活や議論

を積み重ねることで、環境意識という側面から環

…瀞二謡曲

図2 アプローチii

(1)「意識」と「行動」の関係（図2参照）

①外的な強制･インセンテイブにより個人に「行

動」を起こさせる。この時点で個人の「意識」

は不要。

②「行動」の意味を考え、個人の「意識」が酒

養される

③「意識」によって、外的強制・インセンテイ

ブが解除された後も、「行動」が促される

(2)問題点・障害

①外的な強制・インセンテイブを加えることの

実現可能性への疑義。

②「行動」を通して「意識」がどの程度酒養さ

れるのかが不明瞭。

(3)考察

このアプローチは、まず行動を起こし、その後

に意識を養うという意味で、従来提示されてきた

ものとは逆向きである。「意識」を伴わない行動と

いう面において、これは最善策ではない。

しかし、短期間での効果という点においてこの

アプローチは優れているといえる。

6．結びにかえて

特に5-(2)-②の点への指摘が、フォーラム後の質
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第4章 分科会活動

い｡私自身分科会リーダーとして足りない点は多々

あったが、皆が協力してくれたおかげで、この分

科会は成り得たのである。今後もこのメンバーと

ともに、更なる環境問題に対する議論を続けてい

きたいと思う。参加者の皆、本当に有難う。

末筆ではありますが、分科会フィールドワーク

にご協力して頂いた企業の方々を含め、この分科

会に助言して下さったJASCOBOGの皆様に心か

ら感謝を申し上げます。ありがとうございました。

境問題に対する解決の糸口を見出し、ファイナル

フオーラム前日には皆で細部を詰めながら夜遅く

まで作業を行っていた。私自身発表中は一か月間

の議論の成果に感動し、人知れず涙を流していた。

ファイナルフォーラム終了後には、インディアナ

サイトでの緊張が嘘であったかのように、笑顔で

記念写真を撮影した。

最後に、常に真剣に議論に取り組み、主張をぶ

つけ合ってきた分科会参加者に感謝の意を伝えた

(高橋央樹）

尋霊_甥… 踊薄~L需 罷… ……… 鍵 鍵y………盗錨 …露出 … 視聴 … …騨跨響f篭ﾅ ,~霧………1…塾\露露口

▲分科会メンバーの描いた似顔絵

第62回日米学生会議 日本側報告書 79



第4章 分科会活動

地域再生 一都市、農村が生き残るために－

SustainableRegionalism:HowCanUrbanCitiesandRuralCommunitiesCoexsist？

■分科会メンバー

大宮透＊

新井良子

細井駿

丸山綾子

山田晃永

MarieWatanabe*
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(*は分科会コーディネーター）
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■分科会概要

今「地域」の荒廃が世界的な問題となっている。

IT化や経済のグローバル化の進行は、時空間を超

越したコミュニケーションを可能にし、「世界の一

体化」を加速させた。しかし、これは同時に、日

米両国をはじめ先進国内における生産拠点の海外

移転や雇用機会の喪失を招き、地域の経済や文化

は危機的な状況にある。また、世界規模で行われ

る都市間競争の下、都市への人口や機能の集中が

進み、大都市と地方、都市と農村など様々なレベ

ルで、教育、医療、情報、交通等の格差が顕在化

している。一方、大都市内部においても都市環境

の悪化やスラムの形成など多くの問題が存在し、

地域を取り巻く状況は決して単純ではない。

世界的に進行する地域の荒廃に、私たちはどう

対処していけば良いのだろうか。当分科会は、日

米両国の豊富な事例を参考にしながら､政治､経済、

文化など様々な視点に立ち、いかにして地域がそ

の特性を活かし再生していけるのか、その可能性

を探りたい。

■事前活動

当分科会では5月の春合宿から本会議までの約

3ヶ月間、分科会テーマに関するメンバーの知見

を深めるため様々なフィールドワーク(以下｢FT｣)

や勉強会を企画した。以下、事前活動で実施した

FTや合宿のうち、3人以上のメンバー参加を伴っ

たものについて報告する。

1．春合宿

日時：5月3日（月）～5月5日（水）

場所：代々木オリンピックセンター

参加者：全日本側参加者

「地域再生」というトピックを考えるにあたり、

春合宿ではまず基本的な定義づけを行うことから

取り組んだ。すなわち、①「なぜ」日米で地域再

生を話し合うのか、②「何を」地域再生の問題と

して捉えるのか､③「どうやって」地域にアプロー

チするのか、の3点である。①に関しては、日本

とアメリカを関係付け、またそれぞれの地域に影

響を及ぼしてもいる重要な要素として、「成熟社

会化」と「新自由主義」の2つを挙げた。成熟社

会化とは高齢化の進行や社会成長の鈍化を意味し、

新自由主義とは経済活動の規制緩和や、合理的な
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の成功に寄与した小布施の特徴などについて伺っ

た｡市村町長からは､従来の都市志向から抜け出し、

地域の資源に価値を再創造することの重要性・地

方自治体と中央政府のあるべき関係・町づくりに

おけるソフトとハードの関係・今後の町づくりの

展望などについて、ご持論を伺った。続いて佐久

では、地域医療の先駆者として著名な色平哲郎医

師に案内して頂き、現地にお住まいのチヅさんを

訪問した。現地での生活を実際に体験させて頂く

中で、疲弊が進む地域社会の中でも確かに息づく、

自然と共にある暮らしの素晴らしさを感じること

が出来た。また、色平先生からは、ただ病気の症

状を診るのではなく、患者さんの人生そのものの

重さに思いを致しながら治療を行うことの大切さ

をお教え頂いた。現場に行ってこそ分かる地域の

文化のよさや、個々人のお話の中にもマクロな社

会・経済の動きを読み取ることの大切さを学んだ

FTであった。 （丸山綾子）

政治体制の追求を指す。これらの特徴が、日米両

国の地域に様々な問題を引き起こしていることが

認識された。②に関しては、県や○○地方といっ

た規定の行政単位から着目すべき地域を抜き出す

のではなく、地域の諸問題を考える際に有効な様々

な切り口（グローバル化・医療・人と人のつなが

りなど）をもって考察を重ねる中から自然と見え

てくる範囲を「地域」とすることにした。最後に

③については、都市および田舎の両方を考察対象

として捉え、個々人が興味のある切り口によって

都市や田舎の問題を捉えていくこと、さらに、最

終的には日米以外の国にも有益な示唆を与えるよ

うな地域再生の普遍的な解決策の提示を目指すこ

とが決定された。 （丸山綾子）

はじめてのディスカッションで写真

2．長野県小布施町・佐久総合病院 訪問

日時：7月3日（土）・4日（日）

場所：長野県小布施町・佐久市内

：市村良三氏（小布施町長）

：関悦子氏（(株）あ・ら小布施代表）

：内坂徹氏（小布施町新生病院元院長）

：色平哲郎氏（佐久総合病院地域ケア科医師）

参加者：全日本側参加者

最も大きな事前活動として、独自の町づくりで

有名な長野県小布施町、高度な地域医療で有名な

同県佐久平を訪ねるFTを行った。小布施町では、

株式会社形式で町の文化･経済発展を担う（株）あ・

ら小布施代表 関さん、市村良三小布施町長のお

こ方よりレクチャーを受けた。関さんのレクチャー

では、株式会社という経営形態の強み・町づくり

写真：㈱あ・ら小布施の関さんと

3．片山善博元鳥取県知事、現総務大臣 訪問

日時：7月7日（水）

場所：慶應義塾大学三田キャンパス

参加者：大宮、山田、新井

行政側の視点から見た地域再生について考える

ため、元鳥取県知事（現総務大臣）の片山善博氏

にお話を伺った。メンバーの質問に対し片山氏か

らのご返答を頂く形式のもと、活発な議論が交わ

された。議論においては、住民との信頼関係構築

やリーダーシップの重要性など行政の原則論的な
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お話から、大型店舗立地の問題や地産地消への取

り組み、「鳥取自立塾」や地域拠点としての図書館

整備への取り組みなど片山氏が県知事時代に実際

に行ってこられた政策まで、様々なトピックにつ

いてお話を頂くことができた。特に印象的だった

のは、「地方分権時代の行政においては、住民に一

番近い存在としての基礎自治体（市町村）が主要

な役割を担うべきである」という、片山氏の一貫

した姿勢であった。地域で解決できる課題は地域

に任せ、できない部分をより高次の行政が担うと

いう「補完性の原理」は、小布施町で私たち自身

が考えたこととも大きく重なり、その後の分科会

において重要な視点となった。

（大宮透）

農村政策論や地域ガバナンス論を専門とし、中

山間地域研究の第一人者である小田切徳美先生に

地域活性化についてのお話を伺った。まず、中山

間地域をはじめとした条件不利地域の格差是正と、

地域の自助努力や競争力を高めようとする内発的

発展の両立可能性について伺った。また、2010年

問題（農山村に関係の深い過疎法・市町村合併特

例法・中山間地域直接支払い制度の3つの重要な

制度の改定のこと）について､資金の使い道をハー

ド面のみならず集落支援員（市町村に雇われた集

落を見守る人材）等のソフト面に充てる工夫、市

町村合併の弊害と住民のコミュニティ作りの重要

性についてもお話頂いた。それに絡めて、国の官

僚機構は縦割りである一方、地方自治体は総合的

な支援を求められる行政の「中央分権・地方集権」

の問題点、さらに調整組織の存在とソフトにおけ

る二重三重のカバーの必要性についても伺った。

最後に先生は農山村の可能性と当事者意識につ

いても触れられ、潜在的なsocialcapitalや6次産

業の発展性を指摘された上で、かつてオープンマ

インドだった農山村の開放性を復活させ、当事者

意識をいかに高められるかが地域活性化の鍵であ

るとおっしゃっていた。

（新井良子）

沖

凸

碑

世

ー 零

写真：片山先生との議論の様子

5．内閣官房地域活性化統合本部 訪問
4．小田切徳美明治大学農学部教授 訪問

日時：7月14日（水）

場所：内閣官房地域活性化統合事務局

：和泉洋人氏（地域活性化統合事務局 局長）

：坂本成次氏（同局 参事官補佐）

参加者：大宮、山田、細井

「地域活性化」というテーマによって各省庁を横

断的に繋ぐ組織が、内閣官房地域活性化統合本部

である。それまでのFTで主に学んできた地域の

内発的発展の可能性や地域活性化における地方自

治体の役割という視点に対して、ここでは、戦後

国が取り組んできた政策年代史や今後の方向性に

ついて、事務局長の和泉氏よりレクチャーを頂い

た。国がナショナルミニマムの充足をめざして全

国一律の支援策を提供していた時代から、現在は

日時：7月13日（火）

場所：全国町村会館内レストラン

参加者：大宮、山田、新井

写真：小田切先生と
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地域がそれぞれの個性や特性を活かして、自立的

な活性化を模索する時代に移行してきているとい

う和泉氏の現状認識は、それまでお話を伺ってき

た多くの識者の方々と同様の見解であった。しか

し、地方自治体の自立性を重視するあまりに「や

る気のある自治体」のみを支援する制度設計では、

そもそも条件の恵まれない地域がないがしろにさ

れてしまう。「補完性の原理」のなかでも最後の砦

となるはずの国が、それぞれ事情のまったく異な

るまだら模様の地域をどのように支援していくべ

きなのか。国も地方も、財政的な余裕がない現状

における地域支援のあり方について、それまでと

は違った視点から考える有意義な機会となった。

（大宮透）

分割し「ペアワーク」を行った。ペアワークは、

設定したテーマについてペアの2人が議論のたた

き台や情報源をメンバーに提供し議論を先導する

形式で行われた。この狙いとして、①日米でベア

を組むことによる、分科会内での日米メンバーの

融合、②リーダー主導のみではなく、参加者全員

が議論を主導できる環境づくり、③興味関心分野

別に、より深い理解と議論を進める仕掛けづくり、

の3つであったが、これらの目的は概ね達成でき

たと感じている。

なお、ペアごとのテーマは以下の通り。

-Howhumanandsocialcapitalcontribute

revitalizingthecommunity(PaulandAyako)

-Importanceofleadershipintheprocessof

revitalizingthecommunity(BenandAkie)

-Whatistheidealbalancebetweenruraland

urbanqustinandRyoko)

-Post-disasterRecovery:CasestudyofNew

Orleans(ShunandMarie)

-Roleoftransportationinrevitalizingurban

communities(HenryandToru)

ペアワーク終了後は、それまでの議論で得られ

た知見や興味をどのように最終的な分科会発表に

繋げていくのかという点を集中的に話し合った。

その結果、ある特定の地域を取り上げ、それまで

の議論やそれぞれの興味分野を生かしながら私た

ちなりの提案を作成することを決定した。対象地

域は、今回の第3サイトでもあり、ハリケーン・

カトリーナによる甚大な被害を受けたニューオー

リンズのLower9th地区を取り上げることとなっ

た。 （大宮透）

6．直前合宿

日時：7月24日（土）～7月26日（月）

場所：代々木オリンピックセンター

参加者：全日本側参加者

アメリカでの本会議に向けて、事前活動の総括

を行った。各自の事前学習やRTペーパーの進行

状況を確認し合うとともに、改めて分科会の方向

性についても議論した。

■本会議活動

1．本会議の流れ

本会議では、まず、各分科会メンバーが各々の

興味に従って事前に作成したRTペーパーの共有

を行った。また、5月～7月にかけて充実した事

前活動を行ってきた日本側メンバーからは、日本

でのFTや議論の経過報告がなされた。その過程

において、日米双方が描く分科会へのイメージ

に若干の相違点が見られたため、今後の分科会

としての方向性や新たなテーマ設定について話し

合い、結果として英語の原テーマ「Sustainable

Regionalism」から「SustainableRevitalization」

という新たなテーマ（新たな「SR｣)を、メンバー

間の共通認識として設定するに至った。

次に、リーダーを含めた10人の分科会メンバー

を、2人ずつ（日米から1人ずつ)、5つのペアに

2．本会議中のフィールドトリップ

本会議中には、最終発表の準備に専念したサン

フランシスコを除く3つのサイトにおいて複数の

フィールドトリップを実施した。以下にその概要

を記述する。

●インディアナ

(IndyPartnership/STEUBENCOUNTY

第62回日米学生会議日本側報告書 83



第4章､章 分科会活動

EconomicDevelopmentCorporation訪問）

まず、州都インディアナポリスを中心に周辺自

治体を含めた広域圏における地域活性化を推進す

るIndyPartnershipを訪問し、企業誘致におけ

る経済的インセンティブやコミュニティの重要性

について伺った。また、インディアナ北東部にお

いて同様の企業活動を行うSTEUBENCOUNTY

EDCの方からもお話を伺う機会を得た。

取り組みについて、実際に地区を歩きながらお話

を伺った。また、MakeltRightや同じく非営利団

体として被災地への住宅供給を行っているHabitat

fOrHumanityなどの取り組みについて、実際に現

地に住んでいる方に聞き取り調査を行った。

（大宮透）

3．ファイナル・フォーラム

本会議前の事前学習、FT、インターネットを

利用したリサーチなどを通して学んだことをその

まま発表するのではなく、実在する地区の再生に

当てはめたモデルケースを発表することにした。

2005年のハリケーン・カトリーナで甚大な被害を

受け、5年経った今日も荒廃したままであり、私

達が実際に訪れた、ルイジアナ州ニューオーリン

ズ市内のLower9th地区の再生をモデルケースと

した。同地区の再生を考える際、(1)経済発展(2)

地域の結びつき(3)教育(4)交通を切り口とした。

(1)経済発展では、まず雇用状況、産業の比率、法

人税、人口のデータを示し、経済が停滞している

ことを訴えた。そして、このような状態から脱却

するための「住人を増やす二企業を呼び戻す＝持

続可能な産業を育成」という3つのステップにつ

いて述べた。

(2)地域の結びつきでは、防犯と定住人口の増加に

注目した。定住人口の増加のためには、「住みたく

なるまちづくり」が必要であるとし､歴史あるジャ

ズ文化を活かした音楽ホールなどの文化施設の創

設、放課後プログラム（スポーツイベント、フッ

トボール応援の音楽隊、ボランティア活動etc.)

の強化が必要であるとした。防犯対策に関しては、

近隣住民によるパトロール、警察への予算増加な

どが挙げられた。

(3)教育では、教育システムが混在していることか

ら生じる様々な問題を挙げた。その上で、これら

の問題を解決するには、大学生による貧困地区で

の学習サポート、教師の待遇改善、到達度確認テ

ストの利用方法の変更、教育システム間の教育計

画の統一などが必要だと提案した。

(4)交通では、まず地区内に公共交通機関が無く、

●ワシントンD.C.

(D.CCentralKitchen/MetropolitanWashington

CouncilofGovernments訪問）

’
弾
＃
…
影

－ ■一 品 一全 一 … 癖罹韓……母………

を鉗旦弓冨…… ■

，写真:MetropolitanWashington

CouncilofGovernmentsにて

ワシントンD.C.では、まず、低所得の居住者

が多く生活必需品へのアクセスに乏しい地域にお

いて、料理人としての職業訓練等を通じて居住者

の社会復帰を支援するD.CCentralKitchenを訪

問し、その取り組みについて伺った。また、ワシ

ントン広域圏を対象として都市計画的提案を行っ

ている非営利団体のMetropolitanWashington

CouncilofGovernmentsでは、広域的な視点から

地域活性化を達成するための戦略について、ワシ

ントン広域圏における実例に基づいてお話を伺っ

た。

●ニューオーリンズ

(MakeltRight訪問/Lower9th地区調査）

ファイナルプロジェクトで取り上げたLower

9th地区において、環境に配慮した建築を地元住

民に供給している非営利団体のMakeltRightの
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FTと度重なる意見の交換を通して、少しずつ着

実に分科会全体の結束は強まっていった。

頻繁に行ったAmedelesとJapadelesによるペ

アワークを通して、アメリカ側・日本側と意見を

分かつのではなく、あくまで個々人の意見を尊重

しその意見を深めることができたように思う。

またこの分科会には欠かせない存在、ファイナ

ルフォーラムでのモデルケース地となったNew

Orleans出身のJustinPerkinsがいた。彼はハリ

ケーンカトリーナの被害者であり、親戚や大切な

友達、住居、何もかもを失うという壮絶な経験を

していた。NewOrleansサイトにて行った住居再

建のボランティア、lower9th地区における新た

なコミュニティづくりの見学、musicianvillageに

居住する日本人jazz奏者からの話、ユースホステ

ルでの宿泊、夜の街に繰り出して感じた独特の空

気、そのどれもが「地域に入る」ということを身

をもって感じる体験であったし、何よりもはにか

み屋のJPの存在は、私たちに「その地に住む人の

声を聴くこと」「草の根に入ること」の重要性を教

えてくれたように思う。

またあの時間に戻りたくなる。分科会のメンバー

たちは、どんなにたどたどしい英語でも辛抱強く

耳を傾けてくれ、理解や発言を支えてくれ、ディ

スカッションで私が置いていきぼりにならないよ

うに温かく包みこんでくれた。英語のジレンマに

苦しみ、分科会の足を引っ張っているのではない

かと不安だった。でも、仲間はいつも待っていて

くれた。まるで家族みたいに。

数え切れないほど多くの貴いことたち。ここで

得たことは、これからの私の課題として時間をか

けて向き合い取り組んでいきたいと思う。地域へ

の情熱を与えてくれたこの分科会で、かけがえの

ない仲間とかけがえのない時間を過ごすことがで

きて、私はこの上なく、幸せだ。

車に依存せざるをえないことを指摘し、その解決

策として、地域住民を運転手として雇い、スクー

ルバスを利用するバス網の開発を挙げた。

最後に、これら4つの切り口は相互依存関係

にあり、地域再生を考えるには、各分野の専門

家が独立したアプローチを取るのではなく、分

野横断型のアプローチをし、相乗効果を生むこ

とが必要であると示した。また、これは第62回

の理念である"ToUnderstand,ToUnite,To

Act:ContinuousEvolutionThroughlntegrated

Perspectives''に通ずることにも触れた。

（山田晃永）

鶴$《

鶴雛

■分科会参加者の声

【新井良子】

みながみな､個性派揃いといわれた分科会であっ

た。特にAmedelesと初めて互いの考えを共有し

たときは、こんなにそれぞれで考えが違うのかと

頭に新しい風が吹き抜けるようだった。数多くの

【丸山綾子】

私は都会っ子だ。物心ついた時から繁華街の

チェーン店で買い物していた。モノやヒトが集ま

る都会の刺激にわくわくしてしまう。それが当た
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り前だったので、「地域再生」の個々の地域に寄り

添ったミクロな価値観を頭では理解しながらも、

どこか肌に合わないものを感じていた。だがSR

の活動が私にくれたのは、理屈抜きで地域に触れ

る経験だった。

農業体験先の農家で、穴が開いた規格外のトマ

トの色と曲線がものすごく芸術的に見えたこと。

若い農家の方は、「自分が作った野菜を町の人がお

いしく食べてくれることが生きがい」と目を輝か

せた。小布施はそこだけ時間の流れが違うような

懐かしさで、家族や大事な人を連れてまた一緒に

訪れたくなった。山村に住むおばあさんの閼達さ

に触れ、つい老人扱いした自分が恥ずかしくなっ

た。

幅広の道路にごつい車が行き交うアメリカの

さすがの車社会ぶり。延々ととうもろこし畑の海

が続くインディアナ。ワシントンでは中心部の整

然とした町並みと、少し殺伐とした郊外のギャッ

プを感じた。ニューオーリンズではSRメンバー

大勢とジャズクラブに繰り出して、夜の街のエネ

ルギーを全身に浴びた。けして声高には主張しな

いけれど、故郷への愛と、ハリケーンで奪われた

ものへの憤りと悲しみを真剣に語ってくれたメン

バーJPo素敵1住みたい1を連発したサンフラン

シスコ。

たくさんの「地域」が私に会ってくれた。どれ

も色があって、そこに住む人がいた。開発や画一

的な風景を好む人と、土地独自の暮らしを好む人

がいる。互いに自分の好みを押し付けるとしたら

横暴だ。これからも多分都会嫌いになりはしない

が、素朴にそう思えている。自分自身、活動を通

じ反省すべき点はものすごく多い。だが議論やFT

の中で個性溢れるメンバーと共に地域に迫ること

ができた経験は、私の中に確かに残るし、それは

すごく嬉しいことだ。このRTに参加出来たこと、

そしてメンバーの皆に心から感謝したい。

の活動は始まっていた。元々地域再生には興味が

あったが、実際に極限まで疲弊した地方を見るの

は初めてで、衝撃を受けた。人口流出により高齢

化が加速し、莫大な国費を投資して建設されるダ

ムのみが希望の光であり、反対派．賛成派が真っ

向から対立しコミュニティが分断している。地方

で起きている問題に目を向けるきっかけになった。

同時に、野宿者や孤独死など都市部での問題にも

元々関心があった。分科会活動は、地方・都市部

問わず、地域の立て直しということを体系的に学

びなおすきっかけになった。

言語の壁に加え、分科会の名称の違いから日本

側とアメリカ側の想定するものが異なったため、

初めのうちは議論がスムーズに進まなかった。ま

た、アメリカ側は地域内での繋がりといったミク

ロなアプローチを嫌い、経済発展などマクロなア

プローチが有効であると考える傾向があった。し

かし、日本側が小布施町や竹富島などの例を挙げ、

アメリカ側が日本の都市部にも通ずる解決策など

を挙げるうちに、互いに歩み寄り、ファイナルプ

レゼンテーションでは、日米双方の考えを盛り込

んだ地域再生のモデルプランを提示することが出

来た。

日米学生会議に参加せずに、同じ1カ月間本を

読めばもっと知識を得られたかもしれない。しか

し、私に多くのことを教えてくれたのは、一生懸

命読んだ数々の本よりも、分科会を通して出会っ

た人々だ。長野県の山奥に住むおばあさん、地域

医療を専門とする医師の方や、町民想いの町長さ

ん、快くお宅に泊めて頂いたお医者様、沖縄の離

島のおじさん、DCに貧困層の職業訓練施設を作っ

た方…ここでは列挙しきれない程たくさんの出会

いがあった。自分の住む地域を愛し、精一杯生き

る彼らの姿に刺激を受けたことは一生の財産にな

ると思う。

■分科会コーディネーター総括

【山田晃永】

思うに、日米学生会議の面接を受ける直前に八

ツ場ダムを訪れた時から、私の地域再生分科会で

会議の性質上マクロな視点からのアプローチが

大半を占めてきた当会議分科会にあって、「地域再

生」という身近な問題を扱うテーマは異質な存在
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リカ側参加者のHenryの口癖だった「BestRT

ever」そのものだった。

おいしいものには目がない一方で、常に議論の

方向性を気遣い整理してくれる綾子。強い共感力

と使命感を持ちながらも、一人ひとりの意見に丁

寧に耳を傾ける良ちゃん。Divaとして会議全体を

盛り上げる一方で、議論のスパイスとして冷静か

つ大胆に自己主張を繰り広げる駿・普段は自由奔

放にも見える行動で分科会リーダーを困らせなが

らも、様々な視点から冷静に物事を分析し議論を

引っ張ってくれるあつき－え。冷静沈着の中にも

様々なものに対する好奇心を併せ持つ、まさかの

19歳Paul・文句なしのムードメーカーとして参加

者全員から愛され、常に周囲への配盧を忘れない

頭脳明蜥なHenry。日本人より日本人らしい繊細

な心を持ち、友人と家族、故郷ニューオーリンズ

を誰よりも愛するJP｡そして、飽きっぽくお調子

者に見えて、その実、人一倍まじめで優しい心を

持ったニューヨーカーのBen。一人ひとりのずば

抜けた個性が、分科会を色彩豊かな空間にしてく

れたことは間違いない。それから、1年間スカイ

プを通じて一緒に悩みながら分科会を運営してき

たRTパートナーのMarieには、彼女が学ぶ上海

に向けて精一杯の感謝の気持ちとエアーハグを贈

りたい。彼女がいなければこの分科会はここまで

素晴らしいものにはならなかっただろう。本当に、

本当にありがとう。

最後に、陰日向で当分科会を支援して下さった

全ての方々に感謝の気持ちを表して、分科会総括

とする。1年に渡り、多大なるご支援とご協力を

本当に有難う御座いました。

（大宮透）

分科会活動

であったように思う。会議には、自然と「グロー

バルな視点」を前提とした参加者が集まるが、彼

らのうち「地域」という単位への眼差しを持った

メンバーがどれだけいるのだろうか。61回会議で

訪れた長野県小布施町での経験が私にそんな思い

を抱かせ、アメリカ側実行委員のMarieとこの分

科会を立ち上げるきっかけを与えてくれた。

分科会活動は、初期において非常にミクロな経

験を積み重ねることから始まった。誰ひとり同じ

人間がいないように、地域も多様である。まずは

実際に地域の中に入り、その地で暮らす人々の声

に耳を傾けること。その過程での自分自身の変化

を丁寧に読み解くこと。日本側メンバー全員で訪

問した小布施や佐久でのFTをはじめ､各メンバー

が個人的に企画した”実地体験”の一つひとつが、

分科会としての「原体験」を形成する上で非常に

重要な機会となったように思う。

アメリカ側メンバーも合流して始まった本会議

では、経済的インセンティブや交通などといった

地域再生におけるマクロな議論が、日本側の「原

体験」と徐々に融合していったことでバランスの

とれた議論が展開された。また、日米メンバーの

融合を目指したペアワークによる議論進行は、国

籍や言語にとらわれず､メンバー一人ひとりが「個

人」として議論を作り上げる環境を提供してくれ

た。議論終盤、メンバー同士が意見をぶつけ合い

一つの提案を作り上げていく様子は、まさに62回

会議全体のテーマである「衝突と共鳴」を体現し

た瞬間だったといえるだろう。一人ひとりが分科

会の方向性や自分自身の問題意識について悩み、

格闘しながら作り上げた地域再生分科会は、アメ
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国際社会とナショナルアイデンティティ：対立から共存へ

TheRoleofNationalldentityinGlobalizingSociety

騨 角. 軍.蕊■分科会メンバー
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■分科会概要

アイデンティティの違いはときに集団間の対立

を引き起こす。第二次世界大戦中の米国では、日

系米人への警戒の念や差別感情から強制収容が行

われ、また近年中国の新彊ウイグル自治区では、

漢族とウイグル族の対立から暴動が起こっている。

一方、カナダやオーストラリアでは多文化主義政

策を採り、多様な言語や民族の調和を目指す国家

形成が図られている。国境を越えてヒトやモノが

盛んに行きかう現代において、どのようにナショ

ナルアイデンティティが形成され、変化している

のか。そして、国民国家は今後どのようにして維

持されていくのか。当分科会では、これらの問い

に答えるべく、世界各国の事例をもとに、政治、

文化、歴史認識など様々な側面からナショナルア

イデンティティや国民国家について考察する。ナ

ショナリズムや愛国主義に関する議論を通じて、

多文化共生のために必要な政策、教育、メディア

などの在り方について検討する。

■事前活動

公式のプログラム（春合宿など）を含め、計8

回の事前活動を行った。一部の活動について以下

で報告する。

･春合宿

､勉強会十ドキユメンタリー映画「ウリハツキヨ」

の上映会に参加

･東京朝鮮高級学校公開授業訪問

･防衛大学校研修

､ダライ．ラマ法王日本東アジア事務所訪問

･靖国神社、遊就館見学

･朝鮮大学校訪問

･直前合宿

また、これらの活動に加えて、各自がナショナ

ルアイデンティティの問題について興味ある事例

を選び、理解を深めるべくRTペーパーを作成し

た。

1．舂合宿

春合宿では、分科会で取り扱うトピックや全体

の方向性について話し合い、グローバル化する時

代に生じるナショナルアイデンティティの問題を

根幹にすえた上で、個々人が興味ある事例につい
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3．防衛大学校研修て調べるという方針を決めた。また、国家の中で

の結合と排他が生じるのはなぜなのか、何をもっ

て多民族の“共存,，が果たされるのか､何がナショ

ナルアイデンティティを形成するのか、などにつ

いても議論した。特に、国民がそのナショナルア

イデンティティを形成する際に強く影響する主体

について注目し､その主体として､私達はメディア、

教育、政治に焦点をあてることにした。

グローバル化を概観で示すことは不可能に近く、

現象として起きている全体的なグローバル化の末

端で、具体的にどのようなアイデンティティの衝

突が起きているのかに注目していくべきだと感じ

た。 （庭野啓太）

日時：6月11日

参加者：飯倉、杉本、竹内、庭野、松下
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日々“日本人”であるという事を意識させられ

る防衛大生の生活は大変興味深く、彼らが思う“国

家”や“日本人”の定義など聞きたい質問は山ほ

どあった。特に印象に残っているのは、ある防大

生が指摘した、現在の日本人は「個人」を重視し

過ぎるという事だ。曰く、もともとアメリカで考

えられていた市民が持つべき、イギリス（＝他国）

から束縛されない「自由」の概念が日本に伝わっ

た際、それは一切の束縛が無い「自由」という風

に間違って捉えられてしまったという。この「自

由と国民意識｣については､本会議でも議論された。

ナショナルアイデンティティを語る上では、国

民意識という目に見えない繋がりがどのように形

成されるのかを知る必要がある。防衛大ではこの

点をはっきりと見ることが出来、以後の活動に大

いに役立った。 （竹内智洋）

2．勉強会十映画『ウリハッキョ』

日時：5月22日

参加者：飯倉、杉本、竹内、庭野、松下

「ナショナルアイデンティティ論の現在」（編：

中谷猛／川上勉／高橋秀寿、晃洋書房、2003)を

講読し、ナショナルアイデンティティの学術的な

定義や、グローバリズムとナショナリズムとの関

係などを再確認、共有した。しかし、抽象的な話

ばかりでなかなかしっくりこない。そこで朝鮮学

校についてのドキュメンタリー映画『ウリハッ

キョ」（朝鮮語で「私の学校」の意）の上映会に参

加した。

私は在日朝鮮人のことをあまり知らなかったが、

見慣れた授業風景と、日本の学校と同じように部

活に励む様子に驚いた。しかし世間からの風当た

りは厳しく、生徒数は減っている。それでも在H

3世、4世は民族の誇りを絶やさず、朝鮮語を話し、

チマチョゴリを着て、祖国の歌を歌う。彼らは消

え行くアイデンティティを、差別と戦いながら必

死に守っているように思えた。また、朝鮮学校だ

けが高校無sugi償化から除外されているという事

実も初めて知った。ナショナルアイデンティティ

の理論と実践について、今後の議論のベースを得

た一日だった。 （松下マエス）

4．ダライ・ラマ法王日本代表事務所訪問

日時：6月12日

参加者：飯倉、杉本、竹内、庭野、松下
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チベット問題について、チベット亡命政府側の意

見を学ぶべく、ダライ・ラマ法王日本・東アジア事

務所の代表で自身も幼少期に亡命しているラクパ・

ツオコさんに現在チベットで問題になっていること

や、将来像について伺った。

「事実」を隠し続ける中国政府、寺院等がいつも

監視されていて、言論の自由がない。環境汚染や貧

富の差なども加わり、今でも毎年多くの人が亡命し

ているそうだ。ダライ・ラマ法王は、解決策として、

独立はせず、外交・防衛以外は自分で管理する、「高

度な自治区」という案を中国政府に提案している。

なぜ命を危険に曝し、民族のために抗議運動をする

のかと質問をした。「チベット文化は、世界最古の

文化の一つである。仮に国がないとしても、私たち

のアイデンティティや文化＝ダライ・ラマ法王、チ

ベット仏教、基本的人権は護らなくてはならない｡」

という答えが印象的だった。中国政府側の主張と比

べつつ、更にこの問題を考えていきたい。

（松下マエス）

場から展示がされており、第二次世界大戦の部分だ

けをみても、沖縄研修で訪問したひめゆり祈念館と

は全く異なる描写がされていた。どちらが正しいと

いうわけではないが、歴史認識についてはその描か

れ方がどのようなスタンスに基づいているかをしっ

かり把握した上で、自分の価値観と照らし合わせる

ことが重要だと思った。今回受けた説明や遊就館の

展示が、本やメディアなどで自分が今まで知ってい

た靖国神社や歴史のイメージと異なっていたため

に、若干戸惑いを隠せず、メンバーとも靖国神社に

対する色々な考えについて話し合った。さらに、靖

国神社前を保守派の街宣車が活動していたり、失っ

た戦友を讃えてか、軍服姿で木製銃を持って境内を

行進し、参拝する人もいた。それぞれに違った価値

観があり、自分はそれを干渉する権利もなく、そう

いった意見があるのだという意識を持つことが大事

だと感じた。 （庭野啓太）

6．朝鮮大学校訪問

日時：6月17日

参加者：飯倉、竹内、松下

朝鮮学校唯一の大学教育相当機関である朝鮮大学

校を訪れ、在日の歴史と高校無償化問題を中心とし

た講義を受け､校内見学と学生との座談会を行った。

今回の訪問の中心となった任京河先生の講義では、

在日と朝鮮学校の歴史、現在の在日が抱える問題、

高校無償化問題の発端と現在までの進展状況につい

て、戦後の朝鮮半島との関係の変化に伴う朝鮮学校

の教育目的や内容の変化、在日にとって帰化が意味

すること、そして高校無償化対象からの排除はどう

いった差別の問題なのか等についてお話を伺った。

また、映像を通して過激な右翼団体「在特会」（「在

日特権を許さない市民の会」）による京都朝鮮学校

襲撃事件についても知り、差別の問題の深刻さを身

近に感じた。座談会では日本のマスコミ報道をシビ

アに受け止める朝大生の姿が印象的であり、訪問後、

知ろうとしないことや無関心であること、社会的な

差別を黙認してしまうことは私達自身が差別に加担

してしまうことではないかという話をした。

（飯倉江里衣）

5．靖国神社 遊就館

日時：6月13日

参加者：杉本、竹内、庭野、松下

靖国神社についてはA級戦犯合祀の問題が取り

ざたされることが多いが、今回は靖国神社の役割に

ついて神社の方にお話しを伺い、神社側の理念を理

解することを目的とした。靖国神社の根本的な役割

は、国家のために亡くなった方を絶えず慰霊するこ

とだ。この点について誤解が多いが、2点を挙げて

靖国の正当性を説明していた。まず、近代国家の成

立により、その国の犠牲になった方々を祀る仕組み

ができたのは靖国神社のみではなく、他国でも見ら

れることであり、それ自体は問題ないということ。

2点目に、戦前を振り返っても、国家による靖国神

道への強制力はなかったこと。事実、靖国神社は日

本人に一番なじみ深い“神道”を通して、犠牲者を

国家で祀るという論理を持っており、遺族が個人的

に追悼する際には各々の宗教による慰霊を認めてい

たということだ。

遊就館では日本の近代に関する資料が保守的な立
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/'imulticult,iralmodelⅢとした多様なアイデン

ティティを認めるもの。もう一方は、フランス型

/''overarchmodel''とした異なるアイデンティティ

を包括するような、より上位のアイデンティティ

を認識するものだ。

最後に、「文化は流動的であり、衝突しない。（個

人のアイデンティティとして）同時にアメリカ人

であり日本人であることも可能だ｡」と『文化の流

動性』を強調していた。 （松下マエス）

， 二>,';唾,誼一 ＊":;-：1
－－鷺･霊寧一 室.

I

写真：朝鮮大学校にて

■本会議活動

1N、DC，NOの各サイトではテーマやメンバー

の興味に沿ったフィールドトリップを行い、ベト

ナム系アメリカ人や在日朝鮮人についてのケース

スタディ、ファイナルフオーラムに向けた議論を

並行して進めた。一部のフィールドトリップにつ

いては、下記で報告する。SFサイトでは、最終発

表の準備とともに､様々なナショナルアイデンティ

ティに関する問題解決の一歩となることを目的に、

ビデオとブログを作成した。

2AmeriCanCouncilofTrusteesandAlumni

日時：8月4日

BradleyProjectというアメリカの教育に関す

る企画について話を伺った。説明して頂いたMs.

Nealは、アメリカに年々増加する移民の流入によ

り、アメリカ国民としてのアイデンティティが失

われつつあると問題意識を持っており、これを解

決すべくアメリカ史を大学の必修科目に取り入れ

ようという運動をしている。私たちは常に、多様

性を守る事を第一に考えた議論を進めていたため、

彼女の考え方はそれと全く異なり、大変興味深かっ

た。

『白人が勝ち取った自由」を意識させることで、

アメリカに対する帰属意識を植え込むべきとした

彼女に､私達は多くの疑問を投げかけた。「愛国心」

は何故必要なのか。必要である場合、教育を通し

てでも植え込むべきものなのか。多様性を重視す

る中で、白人を「ヒーロー化」するべきなのか。

ここでの議論を通して、分科会の最終目標につい

て考えさせられた。 （竹内智洋）

●フィールドトリップ先一覧

･MonaBahn教授によるレクチャー

･AmericanCouncilofTrusteeandAlumni訪問

･国連開発計画 ワシントンD.C.事務所訪問

･ArlingtonNationalCemetry訪問

･HolocaustMuseum訪問

･VAYLA(VietnameseAmericanYoungLeaders

Association)代表とのディスカッション

本会議中のフィールドトリップ

1.MonaBahn教授によるレクチャー

日時：7月28日

Bahn教授による講義では、現在のナショナル

アイデンティティが複雑になった要因としての

Globalizationや、Cosmopolitanismなど、議論の

基本となる概念や用語について説明していただい

た。

また、ナショナルアイデンティティについて

2つのモデルを議論した。一つは、アメリカ型
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3．国連開発計画ワシントンD.C.事務所 れ、ネガティブなイメージを抱かれがちなのに対

し、ここは人々にとって自由の象徴のようだった。

私達は、もし日本が戦争に勝っていたら靖国神社

が日本人にとって自由の象徴となっていたのか、

など議論した。 （竹内智洋）

日時：8月5日

'

一－鷺．

~ 一 F＝

5.VAYLA(VietnameseAmerianYounqLeaders

Association)

日時：8月12日Ⅱ

｡

ー マ

ーザ ー\L

弾

UNDPはEndPovertyby2015というプロジェ

クトを掲げており、今回の訪問ではこのプロジェ

クトの説明と、それに対する質疑応答を行った。

特に興味深かったのは､国連組織の説明の際に伺っ

た、UNDPの計画が各国にどのようにして同意を

得られ、実行されていくかという部分だ。説明し

て下さった職員の方は、UNDPの計画は国連加盟

国によって署名されるが、国家横断的に計画を実

施する際には、地域のCulturalSensitivityを尊

重していくべきだと述べていた。EndPovertyby

2015のstandupというプロモーションでは、国

連というグローバルな立場から各国政府に対して

スローガンを掲げるだけでなく、市民の草の根レ

ベルでも実行していくプロセスを見て取れた。国

家という枠組みを超えて活動する方のお話を伺い、

GlobalCitizenshipのイメージが少し明確になり、

有意義な機会となった。 （庭野啓太）

VAYLAは公益事業や文化の繁栄、積極的な社

会変革を通じてベトナム系アメリカ人の権利獲得

と若者の意見反映を目指す、ニューオーリンズの

コミュニティーベース型、青年主導型組織だ。こ

の組織の創設者であり執行役員でもあるMinhT.

Nguyenさんから、組織の取り組みやニューオー

リンズのベトナム系アメリカ人コミュニティー

の問題についてお話を伺った。また、訪問後に

自主制作映画「NewOrleans:AVillageCalled

Versailles」のDVDを観賞してディスカッション

を行った。

これらから、1975年以降アメリカに移住した

ニューオーリンズのベトナム系アメリカ人第一

世代と第二世代の若者達が、ハリケーン・カト

リーナをきっかけに一丸となって政治的な声を上

げ、自分達の権利を訴えてきたということを知っ

た。特に、彼らが「アメリカ人」としての権利を

訴えている点は、アメリカの市民権を持ったマイ

ノリティーと日本国籍を持たない日本のマイノリ

ティーの問題の違いについて考える機会となった。

（飯倉江里衣）

4.ArlinqtonNationalCemetrv

日時：8月6日

日本側参加者の要望で、アーリントン国立墓地

を訪れた。渡米前に靖国神社を訪れていた為、そ

れぞれの国においてどの様な扱いになのか興味が

あった。

真っ白な十字の墓石が延々と並ぶアーリントン

墓地は我々にとって初めはただただ驚きだった。

墓地では、笑顔で写真を撮っている人を数多く見

かけ、観光バスの様なものも通っていた。靖国神

社の場合は、第二次世界大戦やA級裁判が連想さ
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で議論を進めるというものでした。まさにそうし

たイメージを崩すことのできる場、自ら土俵を作

ることのできる場が私にとってのJASCであり、

RTでした。

NID分科会はとことんぶつかり、衝突を繰り返

しながら分かり合おうとするメンバーが多く、本

当に様々な意見が出ました。自分達の日常の常識

を超えてどこまで議論ができるか、考えることが

できるかということが一つの課題だったように思

います。

一番苦労したのは、最終フォーラムで何をどの

ように発表するかを決める段階であり、結論部分

で何を主張するのかということでした。私達RT

の提言でもあり、私達がこのRTを通して学んだ

ことは、まさに議論を止めず、考え続け、あらゆ

る人々の声を尊重し理解することでした。どこま

でそれが本会議中に実践されたかは分かりません

が、本会議後も作成したブログ等を通して引き続

き多くの人々と対話を続けていきたいと思ってい

ます。

■ファイナルフォーラム

私達は、移民や少数民族に対する社会の問題意

識を高め､適切な考え方を広めることを発表のゴー

ルとした。今回はアメリカと日本の問題の事例と

して、特にベトナム系アメリカ人と在日朝鮮人に

着目した。

まず、「知覚されるアイデンティティ」(Identity

Perception)と「投影するアイデンティティ』

(IdentityProjection)という二つの概念を紹介し

たい。前者は､他人がみる個人のアイデンティティ

であり、後者は個人が自分で認識するアイデンティ

ティだ。私達は、この2つのアイデンティティ間

に「ずれ」が生まれたとき、様々な問題が起こる

と考えた。実際にこのモデルを各事例に当てはめ

てみると、ベトナム系アメリカ人も在日朝鮮人も、

社会から見た彼らの姿と彼らの実情は全く異なっ

ていた。それらが社会的な差別や不満につながっ

たのである。

そして、「理解を促す」社会の実現が、この「ず

れ」を解消し得る一つの答えだろう。それは、ひ

とりひとりが違いをタブー視せず、社会と個人が

常に対話をし、お互いを理解しようと試みる中で

実現する。また、実現への一歩として、ブログと

ビデオを制作した。これらを通じ、会議終了後も

議論を継続し、広くこの問題を知ってもらいたい。

VideoURL:ldentityConstruction&Social

|ntegrationintheGlobalizingWorld

http://www.youtube.com/watch?v=H90QSJPJLkA

BIogURL:ldentityandlntegration

http://identityandintegration.blogspot.com/

【竹内智洋’

第62回日米学生会議でNID分科会の一員とな

れてよかった。私は人生のちょうど半分ずつを日

米で過ごしてきたが、その中で自分が経験した事

全てを振り返り、活用させてくれた。国際化と共

に広がる多様性。そして、多様性と共に世界各国

で起こるアイデンティティの衝突。これらの問題

を通し、現代の国家の意義や人々が持つ意識の欠

点に気がつくことが出来た。また分科会を通して

本当に貴重な経験をさせてもらった。一番印象に

残っているのは、国立にある朝鮮大学に実際に行

き、在校生と話をしたことである。メディアを通

して色つきメガネで見てしまっていた私であった

が、実際に同じ年の彼らと話す中で、例えある国

が何をしようとその恨みを個人的関係に反映させ

てはならないと強く感じた。

また、会議の中で最も長い時間を共にしたのも

分科会メンバーだった。分科会を通して出会った

尊敬出来る仲間から教わった事は数えだしたらき

■分科会参加者の声

【飯倉江里衣】

事前活動、本会議活動を通して、私がRTペー

パーで取り上げた朝鮮学校の高校無償化問題に対

して他のメンバーが興味を示してくれ、活動の中

心に据えて皆で議論し考えることができたことが

私にとっての大きな成果だと思っています。私の

JASCへのイメージは多くの学生が日本、或いは

アメリカへの関心を持ち、日米という枠組みの中
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りが無い。事前活動を含めた3ヶ月ほどを共に一

つのゴールを掲げ過ごした時間、期末や課題に苦

戦しながらも常に互いに励ましあい困難を乗り越

えた。自らに課せられた仕事を淡々と行うメンバー

から常に私は身を引き締め、頑張ろうと思えた。

分科会を通して私は知識面のみならず人間とし

て少し成長できたのではないかと思う。まったく

個性の違う10人のメンバーが何故ここまでうまく

出来たのか私は未だに不思議だが、分科会で得た

経験を今後に生かし、分科会で得た絆な一生守っ

ていきたいと思う。

【松下マエス】

なぜ日米学生会議に応募したのか？とよく聞か

れる。アメリカに行ったことがないから、という

理由もあるが、やはり一番は興味のあるNID分科

会があったからだ。「私は何人なのか」というの

は以前から、そして今でも個人的な葛藤課題であ

る。パーソナルな事を10人で議論する勇気をくれ

たという意味でも、まず分科会リーダーの友里と

IkunoにExcitingなテーマを選んでくれたお礼を

述べたい。ありがとう！

メンバーになってから、ただアメリカに行って

楽しむプログラムではないと知った。ダライ・ラ

マ法王とお会いし、朝鮮大学校を見学したり、ア

メリカでベトナム村に行ったりなど､NIDでなかっ

たら絶対できなかったことや、興味がある分野が

増えた。メンバーと議論することで、もっと考え

させられた。そんな自由でChallengingな雰囲気

を共有してくれたNIDメンバーのみんな、ありが

とう！

世界にある様々な問題を、学生がすぐに解決を

することは不可能だ。しかし、できないと諦めて

いては何も変わらないままである。何かアクショ

ンを起こし、前進することの意義を教えてくれた、

分科会活動でお会いした様々な分野の活動家の皆

様、ありがとうございました。

来年は歴史教育やマイノリテイーなど、NIDに

関連したテーマも多いので、これからはぜひOG

として日米学生会議に関わっていきたいと思う。

【庭野啓太】

第62回日米学生会議のテーマが「衝突と共鳴｣、

ということから、分科会でもためらわずに自分の

思いをぶつけることを個人的な目標に抱えていた

が、それが十分にできたかというと、全くそうで

はない。特に第3サイトのニューオーリンズでは

自分の体調があまりすぐ､れなかったこともあり、

議論に妥協を重ね、自分の頭でしっかり考えるこ

ともなく、その場の雰囲気に流されてしまうよう

なことが何度もあった。そうした中､他のメンバー

が目の前の問題から逃げずに議論を重ね、ひたむ

きに前に進もうとしている姿を見て、申し訳なく

も思った。実際、ファイナルフオーラムの後に皆

で集まって開いた分科会のリフレクションの時間

には、後悔の念がよどみ出てくるような思いだっ

た。

しかし、最高の仲間に巡り会えたことに感謝せ

ずにはいられない。こんな自分でも1ケ月間支え

てくれ、ともに笑い、たわいもないことで議論し

あった仲間がいたということは本当にありがたい。

｢自分に自信を失うことは、自分を信頼してくれる

人に失礼だ」とジャパデリの一人が言っていたが、

彼らは確実に自分を信頼してくれる人たちだった。

会議も終わり、分科会も解散してしまったが、彼

らとの関係がこれからもずっと続くことを思うと、

本当にこの会議に参加して良かったし、これから

も自分なりにがんばっていこうと心から思う。

■分科会コーディネーター総括

「ナショナルアイデンティティ」は、現代や、そ

こに生きる私たちを捉える一つの視点として、と

ても興味深く、そこから示唆されるものは膨大だっ

た。育った環境、教育、メディアなど様々な要素

から、無意識的／意識的に他者への描写ができあ

がり、それは時に彼らへの暴力として働く。しかし、

在日朝鮮人、チベット人、ベトナム系アメリカ人、

様々な場所に生きる様々な人々に出会い、対話す

る度に、他者について絶対的に正しい描写などあ

り得ないと痛感した。また、相対的だからこそ多
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一人でも多くの方に見ていただきたい。これらが

少しでも多くの「衝突と共鳴」のきっかけとなる

ことを願う。

1ヶ月間、あるいは1年間、実行委員として奮

い立たせてくれたメンバーには感謝してもしきれ

ない｡最高のパートナー､最高のメンバーに恵まれ、

誰が欠けても成り立たなかった。この分科会の一

員であることを心から嬉しく思う。

最後に、事前活動、本会議中に当分科会の活動

にご理解、ご協力いただき、大変有意義な機会を

与えていただいた全ての皆様に、この場を借りて

様に存在する描写を許容する「寛容さ」の重要性

にも改めて気づかされた。そして、この描写は、

変わり続ける社会と、自らの経験を通してさらに

変化するものであり、私たちには今後より一層の

想像力が求められるだろう。

出身も人生経験も全く異なる10人による議論は

尽きることなく、まさに十人十色の意見が飛び交っ

た。激しい議論の中で、戸惑いながらも、最後ま

で真筆に向き合い、気遣い合い続けたメンバーに

は本当に頭が下がる。「多様性」とそこから派生す

る「衝突と共鳴」は、私たちにとって、テーマで

あり、手段であり、ゴールであり、私たち自身だっ

たように思う。また、作成したビデオとブログは、

心より御礼申し上げます。

(杉本友里）
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新井 良子

JASCとは、いったいなんだったのだろうと会

議が終わった今でも思う。

この「声」を書いている間も、これを書くこと

によってある一側面で自分にとってのJASCをま

とめた気になってしまうのではないかと、危愼す

る気持ちもある。

正直､わからないのだ。JASCがなんであったか。

そして言葉にできないのだ。JASCでの日々を思

い返すと、私の心は忙しく動き回るから。

合格通知をもらって信じられない思いで始まっ

た春、そこからいろんな毎日が変わっていった。

読む本が変わった。生活スタイルが変わった。も

のの見方が変わった。

春合宿に参加して、どの参加者の目も輝いてい

た。誰もがいきいきしていた。そしてECがどれ

だけ私たちひとりひとりを悩みながら選んでくれ

たかを思い知った。

一緒に受験して（私よりもずっと受かってほし

かった人）一緒にJASCに参加することを楽しみ

にしていた人と一緒に参加できなかったことがわ

かったときから、私でよかったのか、という思い

はずっと離れなかった。何かしなくちゃ、JASC

の役に立たなくちゃ、そればっかりが先立って、

プレッシャーで押しつぶされそうになった。

けれどそんな思いとは裏腹に日本での本会議ま

での毎日は飛ぶように過ぎて、JASCの醸し出す

独特の雰囲気はときにこのプレッシャーをあおっ

た。日本語でも伝わらないことがあると知って唖

然としたり、自分の気負いに息苦しさを感じるこ

ともあった。こんなに自分の厭な部分を見たのは

初めてだった。しかもこの感情にどう対処してい

いのかわからなかった。ただ、苦しかった。

この閉塞感がピークを迎えたのが直前合宿。楽し

みは消え、本会議は不安でしかないと涙がこぼれ

た。

飛行機で再び反省し、さんざんネガティブになっ

た私を迎えてくれたのはAmedelesの笑顔だった。

JASCsongを歌って出迎えてくれたAmedelesを

見たら、とうとう会えたんだ、という思いと、こ
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こから私たちがJASCの伝統をつないでいくんだ、

という思い、'そんないろいろが入り混じって、心

が揺さぶられて涙が出た。泣いてばっかり。

所属した分科会地域再生はみんながみんな個性

派揃いといわれたが、やる気と向学心と思いやり

のある、素敵な分科会だったと思う。RTリーダー

は忙殺される日程の中、身を削って分科会を支え

てくれた。英語が苦手な私にいつも助け舟を出し

て理解を支えてくれたり、分科会が回るようにさ

まざまな工夫を凝らしてくれた。

特に本会議中の思い出に残るエピソードは

フォーラムでの質問をRTメンバーのAmedeles

全員が添削して背中を押してくれたこと。忘れら

れない一日となった。

毎日が刺激的だった。毎日が冒険で発見にあふ

れていた｡毎日､新しい仲間の新しい部分に出会い、

新しい自分に出会い、それでいて自分のコアに近

づくような気もした。

こうして書いていると、JASCが本当に終わっ

てしまったのだという事実が突きつけられる。そ

してとても、悲しくなる。どうしようもなく・私

たちは62ndAlmuniになってしまう。

ひとつだけいえるのは、あの日々が明らかに非

日常だったこと。そして、そこで出会った仲間は、

私たち自身の人生のみならずきっと世界ごと変え

るパワーを持っているということ。若者の戯言じゃ

ない。たぶん本当にそうなる。

私の大切にしているお茶の言葉で「一期一会」

というものがある。JASCで得た「一会」は未来

につながる「一会」だ。それきりで終わりなんて

いうことは絶対に、ない。でも、あの非日常は確

実に｢一期｣だった｡あの場で出会ったことにはきっ

と、大きな大きな意味があるのだろう。

まだ、わからない。けれどいつかわかる。

その日までそれぞれがそれぞれの夢を持って、

多種多様な舞台で活躍して、またいつかあの頃の

笑顔を交わせる日が、私はほんとうに待ち遠しい

のだ。
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有川 慧 環境問題を、自分の問題として考えることが如何

に困難であるかということを改めて思い知らされ

た。政治家でもなければ研究者でもない我々学生

が一ヶ月間話し合ったところで、この問題を解決

することは可能なのか？－諦めの念が私の脳裏を

過ることも幾度もあった。JASCerとしてできる

こと、役割とは何だろう？この問いは本会議の間、

常に私の頭を悩ませた。

アメリカでの一ヶ月は本当にあっという間だっ

た。日米70人の学生が作り出す笑いの絶えない空

間はあまりにも心地よく、帰国してからというも

の、日本の生活に上手く溶け込めてない自分がい

る。毎日のようにコーヒーと栄養ドリンクを飲み、

たわいの無い話に抱腹絶倒した思い出の一つ一つ

が、今でも私の心に鮮明に残っている。一ヶ月と

いう限られた期間の中で、私は異なる価値観を持

つ人々と出会い、またディスカッションやフォー

ラムに参加することにより強く刺激を受け、様々

なことを学ぶ機会を得た。

私が日米学生会議に参加した第一の理由は、「平

凡な日常から抜け出し、新しいことに挑戦したい」

と思ったからである。そして、自分と全く異なる

分野を専攻し、また異なる人生を歩む学生が、日々

起こっている社会問題に対してどのような問題意

識を持っているのか、新たな観点を得たいという

思いがそこにはあった。これからどんなJASCer

に出会えるのだろう－そんな期待抱きつつ参加し

た春合宿。初めて会った日本側デリゲーツは私の

想像した以上にユーモアに溢れ､濃いキャラクター

の持ち主が多く、初対面にも関わらずすべてをさ

らけ出す彼らのオープンさとテンションの高さと

いったら忘れられないものがある。本会議で私が

出会った日米合わせて70人のJASCerたちは、一

人一人ユニークで意識が高く、情熱溢れる議論を

する学生ばかりであった。

分科会では、環境という幅広いテーマの下、9

人のデリゲーツの持つ様々な価値観から一つのも

のを作り出すということの難しさを実感した。医

学や経済学、工学など、多様な切り口から生まれ

る問題意識から一つの結論を導くこと自体、そも

そも間違いなのではないか？－最終発表までの限

られた時間の中で、各自の関心をある程度妥協し

なければならないという現実は、以前から「あれ

も議論したい、これも議論したい」と胸を膨らま

せていた私をひどく歯痒い気持ちにさせた。

また、今まで専門家によって議論し尽くされてき

たのにも関わらず、未だ解決法が出されていない

JASCを通して私が何を得たか、人々に何を与

えたかを説明することは難しい。まだ自分の中で

もこの一ケ月をリフレクトしきれていないのもあ

るだろう。ただ一つ確かなのは、JASCで得た刺

激や貴重な経験はきっかけにすぎず、これを生か

すためには自分たちで掲げた問題についてこれか

らもずっと考えていく必要があるということであ

る。JASCの終わりはファイナルフオーラムでも

なければ、本会議最終日でもない。私はただ「楽

しかった！」という一言でこの経験を終わらせた

くないのである。

これからの将来を担う人材として、実現が困難

かつ差し迫った問題に自ら立ち向かうということ

は、多大なる勇気を必要とする。今までその問題

から逃げてばかりいた自分が、JASCのメンバー

として、日本とアメリカの学生の代表として議論

の場に立つことで、数々の困難にぶつかり、また

多くのフラストレーションに悩まされた。しかし、

この会議を通し、苦しみの中でも諦めず、たとえ

偉大な功績を残すことはできなくても、その問題

と真正面から向き合い自分たちの問題として考え

ることの大切さを知った。日本とアメリカが互い

に協力し､その小さな努力を積み重ねることによっ

て、我々の住む社会に変化を齋すことができると

信じている。

最後に、この第62回日米学生会議を作り上げて

くれたECの皆、いつも支えてくれた環境分科会

の皆､その他サポートをしてくださった全ての人々

に感謝と敬意を表したい。本当にありがとうござ

いました！
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飯倉 江里衣

誰にとっても貴重な夏休みの1ヵ月、或いは日

本での事前活動を含めた4カ月、またECにとっ

ては1年半近くをJASCに注いだことはどれだけ

の意味を持ったでしょうか。私にとっては、特に

1カ月の本会議を通して、自分にとってのJASC

の持つ意味が大きく変化しました。学部時代とは

異なり、自分の研究と論文に集中した学生生活を

送る私にとって、ECのようにJASCに長期間尽

くすということは考えられず、なぜそこまで熱心

になれるのかということが理解できませんでした。

しかし、本会議を終えてみて私もECを経験して

みたかったと思えるほど、気づけばJASCが大好

きになり、私の中でJASCの存在がとても大きな

ものとなっていました。

私が感じたJASCの良いところは、学年や年齢、

出身、国籍、人種、信条、様々な価値観や考え方

を超えて一人一人が相手を理解しようとする場で

あることです。ありのままの自分を受け入れてく

れる仲間がいて、自分自身もそういった姿勢を知

らず知らずのうちに身につけられる場です。そし

て自分の良いところや悪いところを含めて理解し

てくれる仲間がいるからこそ、自分が素直になれ

る場でもあります。笑いたい時に笑い、怒りたい

時に怒り、泣きたい時に泣き、苦しい時や困った

時にはそれを隠さないでも周りが助けてくれる、

お互いがお互いを助け合い補い合える場なのです。

更にそうした1カ月、若しくはそれ以上の密度の

濃い時間を共に過ごし、一生付き合える友人に出

会えるのがJASCの最大の魅力でもあるでしょう。

私がこれからのJASCやJASCerに望むことは、

諦めず自分の中でとことん考え抜くということで

す。これは本会議前の事前学習から心掛けて欲し

いことです。そして、本会議でこれを伝えたい！

これを言いたい！という自分の気持ちを持って行

くことをして欲しいです。更に自分を最大限に相

手にぶつけ、他者との衝突や対話を通じて自分自

身ともしっかり向き合うことが大切だと思いま

す。一人一人が満足のいくRT活動のために、RT

活動の在り方を考え直すことも今後の課題として
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必要かもしれません。何らかの達成を目指し、そ

の後のJASCや自分達に繋がるものを作り上げる

ことも提案の一つとして考えます。私はこれから

もJASCで知り合った仲間達と親密な関係を保ち、

世界の様々な問題について共に考え、またその重

要性をこれからのJASCer達にも伝えていきたい

です。

井上 聡美

私が日米学生会議を通して目指したものは「自

分」を見出すことである。私は日米学生会議に参

加するまで自分に自信がなく、他者の視線や考え

方をいつも気にしていた｡他者の評価や意見によっ

て自分が形成されているように感じ、その周りか

ら作られる自分という像に違和感を覚えていた。

周りに左右されない、何か確固としたほんものの

｢自分」の像を掴みたいと思い、この日米学生会議

に参加した。

そのような目標を持つ私にとって、分科会は目

標を達成する絶好の場であった。そのため私は学

生の社会参画分科会の中で自分の意見をはっきり

と持つこと、そしてそれをしっかりと主張するこ

とを重視した。当然そこで分科会のメンバーとの

意見のぶつかりは生じ、議論は私の思った方向か

ら外れていってしまうことがたびたびあった。私

は自分の意見を分科会のメンバーにわかってもら

おうと、決して流暢ではない英語で精一杯説明し

たが、その思いは必ずしもいつも通じるわけでは

なく、何度も何度も悔しい思いをした。しかし一

方で意見がぶつかるたびに嫌でも他のメンバーの

意見に向き合って理解し、そしてその意見と自分

の意見を照らし合わせまた新しい自分の考え方を

発信していかなければならず、意見がぶつかるた

びに自分の意見はより深いものとなっていった。

その時私は、他者に左右されない「自分」をほ

んものの「自分」だと思っていた私自身の考え方

がいかに愚かで意味のないものであるかに気づい

た。「自分」というものは他者と関わることによっ

て深まっていくものであり、変化していくもので

あること。そしてそれが自分を形成してゆくこと。
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イトとハイエクの思想について議論したり、歌の

経験は無いがタレントショーでボーカルをやって

みたり、及び腰にならない限り何でもできる。失

敗しても誰も蔑まないし、それどころか今の自分

の弱点／課題はここなのだナという発見が次々も

たらされる。

二つ目のcは、「正に自分が欲していた」とは？

ということ。当初の参加目的は二つ。一つは培っ

た議論力や知識を試したいということ。二つは経

済学をやっていると大きな存在感で迫ってくるア

メリカという（少し面白い）国で、市場主義やリ

ベラリズムが、普通の人、特に学生の間でどう捉

えられているか議論したいということ。これら二

つの目的には、大きな手応えを得られたのは確か。

そしてそれに加え､前述の「impact」に満ちた生活、

そこで得られた自分の課題の発見や仲間が、予想

以上に非常に素晴らしいものだったといことだろ

う。

以上、自分にcを試みてみた。そうして今見返

すと、「空白感」という表現に違和感を覚える。今

は寧ろ、前向きな姿勢と力が手元にあるのを強く

感じる。

そして「自分」を深め、変化させてくれる他者の

存在に感謝して生きていかなければならないこと。

ほんとうはそれらが大切であることに初めて気づ

かされた。今回の日米学生会議では分科会活動に

限らず多くの「他者」と出会い、多くの「自分」

に出会った。多くの妥協をし、多くの新しい考え

を見つけた。このたくさんの発見の中で確実に私

の考え方は大きく変わり、見える世界が明るくなっ

たように思える。このように私を変えてくれたす

ばらしい「他者」たちに感謝したい。第62回日米

学生会議のみんなに、ありがとう。

大井 芳季

「やはり非常に空白感を感じる。単なる時差の

LAGだけではなく、それ以上に強烈なLAGだ。

けど、これほどの空白感があるというのは、それ

だけ昨日までが強烈なimpactだったということだ

ろう。そしてそれこそ正に自分が欲していたもの

かも知れない｡」

この報告書を書くために、JASC中の日記を読

み返していたら、最後の日付（帰国した夜）の日記

の中にこう書いてあった。（ところでJASC中の日

記にはこのように中途半端な英単語が無意識に混

じっていてどうも可笑しい)。

終わって直後の、消化される前の感情をそのま

ま書いたものだ。なので、少し時間が経った今、

自分に「C｣(=Clarify;内容を平易に説明すること）

してみようと思う。（本会議中、米国側参加者にc

を大量に要請した記憶があるが、自分がCする立

場になるのは今が久しぶりである。う－む。）。

一つ目のCは、何が「強烈なimpact」をもたら

したのか？ということ。大きな要因は、個性的な

メンバーが二十四時間一緒に居ること。今アパー

トでPCを打っている環境からは想像もできない。

そして、最大の要因は、何でも挑戦できる環境だ

と思う。「一秒も無駄にしたくない」という想いを

多くの人が持っていたと感じる。専門外のテーマ

でも議論の司会に立候補してテーブルをリードし

たり、講演会のQ&Aで失礼覚悟で率直な疑問を

聞いたり、お互い知識不足は認めつつもルームメ

大宮 透

「自分にとってのJASCとは、いったい何だった

のだろうか｡」

おそらく、参加者感想を書くにあたって、殆ど

のJASCerたちが自問自答してきただろうこの問

いを目の前にして、私は今なお、その答えに窮し

ている。何か「もっとも」らしい答えを必死にひ

ねり出そうとしては、これまで幾度となくパソコ

ンの前で途方にくれ、髪の毛を掻きむしる日々を

送ってきた。どうしても、うまく感想が纏まらな

いのだ。

1年間にも及んだ実行委員としての活動を経て、

昨年とは比較にならないほどJASCについて詳し

くなったはずの自分が、いったいどうして感想ひ

とつ纏められないのか。私なりに思いを巡らせて

いくうちに、最近その理由がなんとなく見えてき

た。
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ひとつのキーワードはJASCの「内部化」だ。

61回参加時点での私は、どこかJASCという団体

や活動を「外側」から捉えていた。だからこそ、

比較的容易に、客観的視点からJASCを観察する

ことができたのだと思う。しかし、1年の月日は、

JASCを私の体の一部のような存在に変え、JASC

もまた、私をその歴史の一部へと迎え入れてくれ

た。「内部化」されたJASCを、客観的な視点で捉

えることは非常に難しい。これが1つ目の仮説で

ある。

もうひとつは､私自身の「変化」である。この間、

本会議中の写真を何度も眺める中で、ひとつ気づ

いたことがあった。たとえ同じ写真であっても、

それに対する自分自身の感じ方が、日々変化して

いるのだ。それと同様に「JASCとは何か」を考

えてみても、その答えとなる部分や重要だと感じ

るポイントが、少しずつ変化してしまうのである。

｢情報」としての写真やJASCでの経験自体に変化

がないのであれば、これは「見つめる側」として

の私自身の変化を示しているのだろう。この事実

は私にとって喜ばしいことである反面、故に感想

文を書き上げても、次の瞬間にはなんとなく違和

感を持って、それを捉えてしまうという現象が起

きた。

これが2つ目の仮説である。

もしこれらの仮説が正しいのであれば、内部化

されたJASCを客観的に捉え直すには、もう少し

時間がかかるように思える。私にとってのJASC

が持つ意義もまた、私自身の変化とともに変わっ

ていくに違いない｡70名のかけがえのないメン

バーとともに過ごしたアメリカでの1カ月が、今

後どのような意味を有していくのか。今は想像も

つかないけれど、その変化を、私は精一杯楽しみ

たいと思う。未来のある地点でJASCを振り返っ

たとき、また新しい発見ができる人間であるよう

に、私自身も前進を続けていきたい、そう思える

自分がいる。

常にそこにあって、自分自身の立ち位置や変化

を指し示してくれるJASCという存在に出会えた

こと。出会わせてくれた友人。そして、開催を可

能にして下さったすべての人々に感謝の意を表し

て、私の感想文としたい。本当に、ありがとうご

ざいました。

奥谷 聡子

渡米してすぐ．にEarlhamCollegeに到着した時、

アメリカの学生がJASCソングを歌い、日本人学

生を温かく迎えてくれたのを今でも鮮明に覚えて

いる。あの時、初めて70人全員が集まり、日米学

生会議はいよいよ始まったのだと実感した。今振

り返ると、1カ月間の分科会活動は本当に充実し

ており、一生の友人に出逢うことができた。しかし、

そこに辿り着くまでは決して楽しいことばかりで

はなく、多くの困難にも直面した。最初は皆自分

の意見を出しきれておらず、第二サイトまで順調

に進んでいたかのようにみえた議論も第三サイト

からはファイナルフォーラムの発表内容や形式に

ついて議論は行き詰まった。更に分科会内でうま

く英語でコミュニケーションがとれずに何度も同

じ議論の繰り返しが続き、メンバーのストレスは

限界まで溜まり、ある時点では諦めの雰囲気が漂っ

た事もあった。そんな時、私は言語の壁を越えて

一生懸命に意見を伝え、理解しようとしていた日

本とアメリカメンバーの姿に何度も励まされた。

だからこそ、どうにも抜け道のないように思えた

案もそこから妥協案を考え出せないか、私は諦め

ずに提案し続けた。その結果、全員の当初の思い

通りの最終案にはならなかったものの、全員の意

見が反映された素晴らしい最終発表ができたと確

信している。今年のテーマにもある「衝突と共鳴」

という言葉だが、私がこの1カ月から学んだ事は、

理解するということは時に妥協するという事でも

あり、どんなに解決不可能にみえる問題に直面し

た時も諦めずに理解し、伝えようと努力し続ける

ことが最も重要だと感じた。お互いに理解しよう

とすることを止めた時点でその問題の解決策は二

度と見えてこない、同様に自ら学ぶことを止めた

時点でその人の成長はそこまでで終わってしまう。

国籍も言語も違う学生が共に過ごし、様々な問題

について議論する日米学生会議の意義とは何か考
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ではなかったと言える。自分を含め、70人の参加

者それぞれが会議参加前と後の顔つき、物事に対

する姿勢が変わっている事は間違いない。自分で

は気付かない様な小さな変化から実感出来る大き

な変化まで、幅広い変化を遂げた仲間達を私は目

の当たりにしてきた。日米学生会議はこれまでの

世界観を変える気付きの場であると同時に、人生

において重要な絆を築く場あると言えるだろう。

沢山の気付きの中には、挫折を味わう様なものも

ある。しかし、それを乗り越える事が出来たのは

JASCという特別な場に集められた、頼れる仲間

達と共に悩み、共に議論し、共に歩む事が出来た

からかも知れない。私は彼らと世界を駆け抜けた

い。

日米学生会議とは、成長する会議である。時代

の背景と共に分科会も、理念も、そしてプログラ

ムさえも変化し続けてきた。会議は毎回姿を変え

ていて、前に習い、全く新しいものへと毎年進化

し続けてきた。でも根本にある、「学生視点」とい

う核は変わらない。学生が学生の為に、沢山の支

援を頂きながら、創り上げている。JASCでしか

出来ない事、それは本当の意味で学生同士が掛替

えの無い青春を共に創る事だと思う。そして、私

はこの伝統の一部になる事がとても光栄に思える。

えてみた。特定の利害関係に縛られない学生だか

らこそ、そのような立場に縛られている人々が率

直に話し合えない、タブーとされている繊細な問

題についても学生レベルで正面から堂々と議論し、

理解し合い、その後には何もなかったかのように

笑顔でジョークを交わし、友人としてお互いを尊

重し合えることなのだと思う。最後に、国際教育

振興会をはじめ、実行委員の皆さん、会議の実現

にご協力して下さった全ての方々にこの場をお借

りして心より感謝申し上げます。

尾崎 裕哉

＜非現実の28日間＞

私は日米学生会議の最中、常に「日米学生会議

だから出来る事」にこだわり続けた。だが、正直、

今現在もこの夏の経験を完壁に消化しきれている

とは思えないし、納得の行く答えが見つかってい

るとも思えない。考えてみれば、米国や欧州で10

回以上夏期プログラムに参加した事があるが、こ

の様な気持ちは実感した事がない。日米学生会議

の濃密さと独自さが伺える。独自であると分かっ

ているにも関わらず、それを私の中で言語化でき

はしなかった。でも確かに、この非現実の28日間

は私や仲間にとって凄く重要な意味を示している。

何故だろうか？

二ケ月間の事前活動や本会議では日米同盟や沖

縄基地問題等、これまで深く考える事無かった問

題や、世界での日米の役割を真剣に考えるきっか

けになった。この会議に参加していなければ知る

由も無かった歴史を知った。そして、自分の今の

限界、自分の無知さ、そして心の狭さを気付かさ

れる様な出来事が幾度もあった。どんな時も私の

頭の中でこだましていた言葉は、62回日米学生会

議のテーマである「世界の問題を私達の課題へ」

という言葉だった。当事者意識を持つ事の難しさ

と同時に真義を問う事の大切さを学んだ。そして、

より良い世界の共創はそこから始まるのだと強く

感じるきっかけになった。

日米学生会議は「LifeChanging」を唱っている

が、参加して数日が経つ今だからこそ、これは嘘

郭 ヒギョン

3回生の夏に参加した第62回のJASCは、自分

にとって大きなチャレンジだったと言っても過言

ではない。合格すると全然思えなかったきびしい

選考の瞬間から、JASCの本会議が終わって振り

返ってみる今の瞬間まで全てがあっというまで夢

のようである。日本全国での学生と全米から集まっ

た学生で70名近い人数が、毎日24時間を一緒に

同じ場所で生活し、アカデミックで議論を行うと

いう経験は誰にも接しやすいものではないだろう。

個々人が持つ個性もバッググラウンドも様々で、

皆の経験を聞くだけでも楽しい環境がJASCだっ

た。しかも、高いモチベーションを持っている彼

らと話していると、何気ない会話からも学べるこ

とが多くあり、そうした何気ない会話からいつの
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間にか深い議論になっていく雰囲気もJASCの魅

力ではないかと思う。5月のGWに行われた春合

宿から6月の沖縄研修、7月の直前合宿、アメリ

カでの本会議などのメインイベントだけではなく、

RT関連のFT、事前勉強の一環としての勉強会、

様々な講演会やフオーラムヘの参加など、事前準

備にも力を注いだ。また､MLやSkypeを大活用し、

時間・空間を超えてアメデリとの事前活動をした

ことも、非常に勉強になった。しかし、何よりも

JASCの最も有意義なところは、その活動が本会

議中だけにとどまらず、そこから得られたものを

自分の人生にどうやって生かせていくか悩むきっ

かけ、そして一生の仲間に出会えたことだと思う。

こうした大事な経験を与えてくれたJASCに何か

で貢献できるように頑張りたい。

た。というより、早くその答えを見つけなければ、

という強迫観念すらあった。しかし、会議を終え

た今振り返ってみると、そのような問いにあまり

意味はないということに気がつく。JASCの意義

も、JASCerがそこから何を得たのかも、人それ

ぞれである。私にとってのJASCの意義は、「本気

で語り合える仲間との出会い」という一言に尽き

ると思う。始まる前からそうだったし、終わった

今も変わらない。“世界の問題を私たちの課題”と

して取り組むためには、もうしばらく時間がかか

る。しかし、このJASCで出会った仲間や培った

経験は、この壮大なテーマに挑戦するための糧に

なる。その意味で､JASCはまだ終わっていないし、

JASCerとしての“責任”はこれからの人生をか

けて果たすことになるのだろう。

OnceaJASCer,AlwaysaJASCer.

片山 直毅

加藤 梓

く小さなことの積み重ねという教え。＞

一年間かけて作り上げた第62回日米学生会議

が終了した。今の自分の気持ちを上手く表現でき

ないのが率直な感想だ。嬉しいのか、悲しいのか、

悔しいのか、寂しいのか。全てなのかもしれない。

自分の気持ちを整理するまでにもう少し時間がか

かりそうだ。

日米学生会議から学んだのかを考えても、答え

が出ない。友好関係が危ぶまれている中で感じる

ことが出来た日米間の絆の強さ、参加者の一人一

人の表面上に見えない強さ、何か不具合があった

時に自分から行動しようという責任感、信頼され

るためにはどれほど努力が必要で、どれほど難し

いことなのか、心を許せる友人を持つことがいか

に幸せか、私という一人がどれほど無力で、どれ

ほど周りに支えられながら生きているかなど多数

のものが頭をよぎる。

言葉にしようとすると大切なものが表せなくて、

心が苦しくなる。

理念の決定から始まり、広報、財務活動、選考、

コンテンツ作成と8人のJECと8人のAECと共

に一つ一つのJASCのパーツを作り上げてきたこ

JASCを知った経緯はもう忘れてしまったが、

HPで第62回のテーマ「世界の問題を私たちの課

題へ～異なる個の生む衝突と共鳴から～」を目に

した時の衝撃は、今でも忘れられない。それまで

の大学生活に、どこか物足りなさを感じていた自

分にとっては、心の奥に秘めていた何かを揺り動

かされるような、そんな衝撃だった。「本気で語

り合える仲間と出会いたい｡」帰国生でもない、留

学経験もない自分には縁遠く感じられながらも、

この思いが自分を動かした。参加が決まり、期待

が日増しに膨らんでいく一方で、歴史と伝統があ

り、多くの企業や財団、そしてOBの方々に支え

られているこの会議の意義と、参加者としての責

任について、考えるようになった。事前活動で訪

れた防衛大学で、如何に国を守るかを日々学んで

いる防大生や、普天間米軍基地から飛び立つヘリ

が、頭上を行き交う沖縄国際大学に通う学生達と

語った時、私は、同世代の彼らの眼差しが突き刺

さるように感じられた。“日本の代表として，、ア

メリカに向かう学生。私たちは彼らの目にはそん

な風に映ったのかもしれない。そんな経験から、

｢JASCの意義とは何か、JASCerとしての責任と

は何か｡」しばらくこの問いが頭から離れなかつ
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専門的に学ぶ分科会のトピックに関するものでな

いディスカッションでも意見が途切れることなく

飛び交ったことに象徴されるように、常日頃から

様々な社会問題に目を向け、情報収集をし、自分

の頭で考えることに慣れている人が多く、真剣な

ディスカッションの場や日常のちょっとした議論

からも刺激を受けることが多かった。またJASC

でしか出来ない経験と言う意味では、米国の国務

省に入ったり、ニューオーリンズ復興の一環とし

て家を建てる手伝いをしたり、といったことが出

来たのは本当に有意義だった。

またそういった特殊なイベントとは別に、街中

では環境意識、貧富の差の大きさ、サービス意識

など様々な分野で日米の差異を感じることが出来

た。現地にいったからこそ肌で感じることが出来

るものだったと思うのでアメリカに行ったことの

意義が感じられた。

の一年間は、私にとって自分を崩し、固める繰り

返しだった。形の見えない、正解などないゴール

に向かって16人で右往左往しながら一歩一歩進ん

でいった。

今思えば私達が通った全ての道の重みを感じら

れるし、物事は小さなことの積み重ねで作り上げ

られていくのだということを痛感出来る。日米学

生会議を企画運営していくことも、信頼を得るこ

とも、そして今後の日米関係に関しても、同じこ

とが言えるだろう。

日米関係が危ぶまれていると騒がれている中、

日米学生会議のような学生の小さな動きの積み重

ねが求められるのだと思う。アメリカと日本とい

う国単位で見るのではく、マリアマと梓がという

ように、個人単位で見ることが今後より必要なの

だと思う。鈍感さと勢いと不完全な面をたくさん

もっている学生だからこそ小さなことの積み重ね

で大きな影響を社会に起こすこ可能性があるのだ

と考える。

1934年から始まる日米学生会議は62回分の参

加者の強い絆を結ばれている。何十年も前の参加

者の想いを背負いながら、受け継ぎながら私達は

これからも毎年開催していく。

私は第62回日米学生会議の実行委員として、い

つまでも日米学生会議を守り続けていきたいと思

う。今まで日米学生会議を守ってきて下さった

OBOGの方々、あらゆる面でご支援して下さった

方々、私を選んでくれた第61回の実行委員第

62回の参加者全員、そして最後にこれからも日米

学生会議を守っていくと決断してくれた第63回の

実行委員に感謝の気持ちを記しつつ、私達が作り

上げた第62回日米学生会議を心の宝箱に大切にし

まいたいと思う。

栗原 隆太郎

第62回日米学生会議に参加できたことは、今後

の人生にとって大きな糧となり、大きな影響を与

えてくれるであろう事を確信している。特に印象

に残った事について述べていきたい。

まず初めに､分科会活動が非常に思い出深い｡｢安

全保障と日米」という非常に大きな分科会のテー

マだったが、本会議前のジヤパデリだけの事前活

動、様々な人にお話を伺ったフィールドトリップ、

本会議中のアメデリ、ジャパデリ共に繰り広げた

数多くのディスカッション、その全てが私の興味

分野である｢安全保障｣について多くの新しい視点、

刺激を与えてくれた。分科会のメンバーとは時に

ぶつかる事もあったが、学生だからこそ、JASC

だからこそ、お互いの本音をぶつける事ができた

のだと思い、そしてそのような貴重な経験をさせ

てくれた分科会メンバーのみんなに感謝したい。

分科会メンバーをはじめとした、JASCer達と

の日々の会話やスペシャルトピックでの意見交換

も大変印象に残っている。日本の政治の問題点や

オイルスピルについてお互いの意見を交換したこ

ともあれば､アメリカ史上最高の作家やベースボー

木本 篤茂

日米の優秀な学生にもまれながら、JASCでし

か行けない場所にいったり、ここでしか出来ない

経験を積んだりするという目的をもって参加して

いたが、その目標はよく達成されたと思う。「優秀

な学生」という点に関して言えば各人が1ヵ月間
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ルの素晴らしさについて熱く語られた事もあった。

一ヶ月も一緒にいれば、真面目な話題からふざけ

た話題まで色々な事を話す事が出来る。確かにま

だあまり話していない参加者もいるが、69人と思

い立った時すぐに語り合えるという”非日常”が

JASCにはあった。それがすごく楽しかった。

最後に、JASCに出て一番良かったと感じるの

は、ベタではあるが、69人の新しい友達が出来

たことだ。分科会でどれほど安全保障について

語ろうが、著名な人から為になる講演を頂こう

が、JASCが終わったあと一番心に残っていたの

はJASCで出来た友達の存在だった。例え一ヶ月

という短い時間でも、寝食を共にし、時に真剣に、

時にふざけて語り合った友達はこれからの自分の

人生に多くの良い変化をもたらしてくれると思う。

そんな友達に会えたことが、JASCに参加して良

かったと心から思える何よりの根拠だ。ありがと

う！

決意した。合格通知をもらったときの喜びの後は，

実は不安の連続だった。この貴重な経験を最大限

生かさなければという気負いと大学との両立をさ

せることは，自分との闘いだった。

私はこのJASC参加の目標として，国際問題の

議論に関して自信を得ることをあげた。将来につ

ながるような自信を得たかった。しかし分科会(以

下RT)の中でそれを形成することは，初めは難し

かった。自分の考えが浅いため他のメンバーの主

張に押され自分の考えが見えなくなってしまった

り．勉強不足のため議論に加われなかったりした

からだ。しかしメンバーと米国4都市で時間を共

にするにつれ，同じRTのメンバーによって自分

の自信が支えられているのを実感した。英語での

議論の内容を全員で確認し合ったり，誰かが発言

の内容をわかりやすく言い換え合ったりした。お

互いの成長を喜びあえる，信頼しあえる仲間だか

らこそそれが可能になったのだろう。

自分とは専門や生きてきたバックグラウンドが

違うJASCで出会った69人から，異なる価値観

考え方など多くのことを学び。吸収した。しかし

得られた多くのことを消化し自分のものにするま

では至っていない。最高に楽しい1ヵ月はもう終

わってしまったが，私のJASCは今でも続いてい

る。今後は自分の専門性を追求するとともに．他

分野にも理解を深め，考えをブラッシュアップし，

みんなと考えを共有し合っていきたい。

本会議が終わり,1週間が経った。大海原にぽ

つんと一人いる気分だ。この後どこへ進むかは自

分次第である。しかし,JASCを通して自分の指

針を示してくれるツールや仲間ができた。あとは

自信を持って進もうと思う。

JASCのみんな,JASCを支えてくださった方々，

大学の先生，友人，家族 私を支えてくださった

方全員に感謝を伝えたいです。ありがとうござい

ました。

斉田 英恵

アメリカで過ごした本会議は私の人生で最高の

一カ月となった。楽しかったことは多かったが，

それだけではなかった。辛いことや悩んだことも

あった。しかしみんなの助けを借りながらそれら

を解決していき，その分成長できた。自分がこれ

まで生きてきた環境とは全く違う環境で育ってき

た69人と出会えた日米学生会議(以下JASC)は

私にとって人生の交差点のようなものだった。こ

こに参加しなければみんなに決して出会うことが

なかったかと思うと,JASCの経験がいかに貴重

なものか実感する。それぞれの個性を尊重し合い，

妥協せず本音で話せるみんなは私の一生の宝と

なった。

JASCへの参加は私にとって挑戦だった。今ま

でこのような学生会議に参加したこともなければ，

他分野の人と同時に議論したこともなければ，自

分の考えを相手の考えと衝突して共鳴させたこと

もなかったからだ。それでもJASCのパンフレッ

トの裏から聞こえてくる歓声，伝わってくる熱気

に一途にあこがれ，一員になりたいと思い参加を
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齋藤 友理絵

振り返ると、アメリカで過ごした1カ月は、本

当にあっという間の出来事であった。些細な冗談
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ろうか。いや、ぴったり過ぎたからこそ、自然と

共有される言葉となったのかもしれない。JASC

で得た絆には、大きな力がある。短い人生におけ

る短い1カ月の、本当に本当に貴重な体験であっ

た。OnceaJASCer,fOreverJASCer!Thankyou

fbrall!

から真剣なディスカッションまで、今の私にとっ

ては全てが宝物だ｡多様なバックグラウンドを持っ

た学生たちが、JASCerという平等な立場と機会

を与えられ、切蹉琢磨しながら成長する。そこで

は、全員が自分以外のメンバーに対して尊敬の念

を持っていた。全員が他者に対して自分を表現す

る能力を持っていた。たまたまバスで隣に座った

人と、ルームメイトと、人生や自分の悩みについて、

会議の疲れも忘れ、時間の許す限り、いつまでも

いつまでも話していた。たくさんの「あのときの

あの人とのあの時間」を積み重ねて､今の私がある。

そして、そのひとつひとつがかけがえのない財産

だ。

私は参加者唯一の防衛大学校出身であり、安全

保障に関する分野において意見を求められる機会

が多かった。必ずしも正確な論拠に基づく回答が

出来ない悔しさや、自分のアイデンティティにつ

いて考えさせられると同時に、予想以上に自衛隊

や日本の安全保障問題に関する知識を他の学生が

持っていたことに驚かされ、議論を深めることが

出来た。それは同時に、大きな喜びでもあった。

JASCer達の率直な疑問が私にとっては新鮮で、

彼らの一言一言に、自らが負う責任を感ぜずには

いられなかった。この体験を生かすためにも、近

づく任官の日が楽しみである。

JASCのみならず、1カ月過ごしたアメリカとい

う国についても、自分の抱いていた印象を変える

契機となった。日本では考えられないほどの貧富

の差が、現実として存在していた。小さな子供が

路上でダンスを踊ってお金を稼いでいた。ホーム

レスは皆、手に手にコップを持って、また手のひ

らをおわんにして、1ドルをくれ、と言ってくる。

路上でドラッグが吸われている。世界の大国アメ

リカの抱える内在的な諸問題を目の当たりにし、

少なからず衝撃を覚えた。

JASCとは、集団の中の自己、自分の中の自

己について深く考えることのできる場であると

思う。よく言われる｣JASCisalifechanging

experience'とは、誰が言い出した言葉だろうか。

誰がこんなにもぴったりな表現を思いついたのだ

坂田 奈津希

「好きなものこそ追及しなさい」という言葉をよ

く聞く。でも、「好き」なものなんて何ひとつな

い私はどうしたらいいのだろう。そんなことを考

えていた矢先、出会ったのが日米学生会議でした。

集団、議論、英語。苦手意識を持っているものす

べてが凝縮されたようなこの会議。でも、なぜか

ひきつけられるこの会議。自分を変えるならここ

しかない。そう思いながら、私はJASCerとして

の道を歩み始めました。

しかし、いざ61回会議が始まると、苦手意識ば

かりが募り、それらを克服することはできません

でした。拒絶されることが怖いから、嫌いといっ

て諦める。自分がうまくできないから、苦手と言っ

て逃げ回る。周りがどんどん前進して行く中、私

は「嫌い」の一点張りで、ひとり立ち止ったまま

でした。「衝突と共鳴」を引っ提げての62回会議

では、そんな自分を変えるべく努力してみたもの

の、やっぱり私は私でしかなくて、臆病で、へそ

曲がりで、内向きのまま。表面上でいくら態度を

変えても、必ず弱くて醜い自分に戻ってきてしま

います。

しかし、この1年半で私は何も成長できなかっ

たのかというと､それは違う気がします。JASCは、

一人でいることが心地よかった自分に、他者と共

に生きる喜びを教えてくれました。初めてみんな

が集まったとき、すごくわくわくしたということ。

不安でたまらなかった分科会も、信頼できる仲間

ができて心強かったということ。本会議後すぐ試

験だというのに、みんなが気になって連絡してし

まうということ。こんなこと、昔の私には想像も

つきません。

また､｢好き」も「嫌い」も「できる」も「できない」
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も自分次第であることも学びました。辛いと思っ

ていたら辛いし、無意味だと思っていたら無意味。

でも、限られた時間の中で、ひとつひとつの出来

事を自分のものとしていくには、自分自身が「こ

こから何か学んでやるぞ！」という負欲な精神が

なければならない、と今では強く思っています。

結局のところ、JASCで私が何を得たのかはよ

くわからないままです。きっとそれは、これから

の私にかかっているような気がします。でも、こ

んな風に思える自分が今いるのは、ECの仲間、デ

リのみんな、そしてJASCという場に関わって頂

いた全ての方のおかげであることはたしかです。

これからも落ち込んだりすることもあるとは思い

ますが、JASCで学んだことを胸に刻みながら、

精進していきたいです。大好きなみんな、本当に

ありがとうございました！

たら声をかけ、夜中まで話しをし、壁にぶつかり

ながらもお互いを励まし合う。そこから互いを知

り、あたたかさに触れ､人間関係を構築していった。

このような人間関係が構築できたのは、学生団体

の会議だったからこそである。社会に出たらこう

はいかないだろう。すべての人間が自分の話に耳

を傾けてくれるわけではないし、受け入れてくれ

るわけではない。それを前提として、会議の持っ

ていたあたたかさに気づく一方で、馴れ合いに甘

んじている自分がいた。だから、会議に対して全

力で望んだかと言われれば、疑問を呈する。正直

に言えば、最初は会議自体の持つ雰囲気に対して

不満を持っていたが、途中から自分の関わり方で

それはどうとでも転ぶことに気づいていた。しか

し、そのために何か大きなことをしたかと問えば、

否である。この結果は、私が私自身と向き合わな

ければならない重大な欠点要素のひとつだ。目の

前のことに対して全力で望む、これは一生に一度

の人生ということを考えれば非常に重要な点であ

る。

後悔は残っているものの、会議に参加したこと

で感じたこと、学んだこと、得たものは自分にとっ

て代え難い経験のひとつとなった。この中で見つ

けたものを今後にも活かし、自らを成長させてい

く糧にするよう逼進したい。

柴田 真也子

日米学生会議に参加して得た最も大きな財産は、

人との「出会い」である。会議を通じて、多くの

新しい人間に出会い、感化された。自分とは全く

異なる発想や意見を交わし合うことで、自分の中

の新たな側面に気づいたり、成長したりする機会

をもらった。何より、自分の中の惰性と可能性を

見たことは大きかった。参加者の中には、しっか

りと将来を見据え、それに向かって日々逼進して

いる人たちがいた。彼らは会議だけではなく、多

様な活動に携わっていて、そういう人間と話をす

ることで、自分がもっとがんばらねばならないこ

と、がんばれることに気づけた。この気持ちは会

議が終わっても忘れたくないし、そのために努力

したい。そして、会議を通じて得た出会いを今後

もあたため、お互い切蹉琢磨していける関係を維

持したい。

しかし､反省点も多くある。先に自分の中の「惰

性」と述べたが、やはり「学生」団体というもの

の特有のぬるさみたいなものに甘えていた自分が

いた。学生団体が悪いというのではない。学生団

体だからこそ持ちうる尊さもある。一ケ月間の共

同生活は決して容易なものではない。悩む入がい
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杉本 友里

近年、地方からのJASC参加者は決して多くな

い。

今期、実行委員としての目標はいくつかあった

が、私は特に「地方におけるJASCの活性化』に

注力した。今回、自分が住む京都を拠点に、立命

館大学での核問題フオーラム、同志社大学での説

明会、京都市内の各大学へのネットワーク拡大、

関西のアラムナイネットワークの構築など、様々

に試みた。

結果的には、応募者の規模を見ても、合格者の

数を見ても、まだまだ関西、ひいては地方学生の

プレゼンスは弱い。地方におけるJASCの知名度

の低さや、有効な情報源の少なさは依然として課
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りの経験が世界の新たな架け橋となり、また今後

も、日米学生会議が日米、世界の架け橋として、

多くの学生の挑戦の機会となることを切に願う。

題である。

ところで、地方学生が参加することのメリット

とは何か。私は、情報も経験も既に飽和した都内

より、地方からの学生が参加してこそ、JASCの

可能性と持続性は向上されると考える。地方に住

む学生にとって、JASCに参加することは、新し

い考え方や価値観に出会い、自分の世界や、将来

の選択肢をも広げられると、自分の経験からも確

信している。そうした機会を学生に提供すること

もJASCの本分ではないだろうか。また、そうし

た学生が地方に増えることは、その大学にとって

も､地域にとっても喜ばしいことだろう。今後､様々

な地域から一人でも多くの学生がJASCに参加し、

ここで出会いと挑戦の機会を得て、そして、自分

自身のみならず自分の大学や地域にその成果を還

元してくれることを心から願う。

途方もなく長いと思われた一年間も、あっとい

う間に終わってしまったが、振り返ると、ただた

だ感謝の念に尽きる一年だった｡54人の素晴らし

い参加者たちとこの1ヵ月を過ごせたこと、そし

てアメリカ側の8人、日本側の7人の実行委員と

この一年を共にできたことは、自分にとって本当

に幸運だった。特に、実行委員たちと、分科会の

メンバーには感謝してもしきれない。

最後に、62回開催のために、ご尽力いただいた

すべての皆様に、この場を借りて心より御礼申し

上げます。関西での広報活動や選考の実施にご協

力いただいた同志社大学アメリカ研究科の皆様、

亀田尚己教授、立命館大学国際部の皆様、他大学

関係者の皆様、国立京都国際会館長の天江大使は

じめ、御厚意でJASCにご支援や、ご助言をいた

だいた皆様、そして関西在住アラムナイの皆様、

本当にありがとうございました。実行委員として

至らない点もありながら、熱心にご指導いただけ

たことは自身の今後にも大きく影響すると確信し

ています。

学生たちによって、この会議の存在意義や、成

すべきことは問われ続けている。今後も最高の会

議を目指して、その問いに挑み続け、改善し続け

てほしい。今夏1ヵ月に起こった、70人の70通

高田 修太

日米学生会議とは、何を得られるのだろうか。

そして、日米学生会議とは、何なのか。自分にとっ

てどんな意味があったのか。これらは、参加者で

あった去年からずっと自問自答していることであ

る。そして、数多くのJASCerが自問自答してい

ることでもあるだろう。私自身は帰国子女でもな

く、留学経験もなく、英語もままならなかった学

生であった。であるから、英語やアメリカ文化を

はじめとするたくさんの「未知」を経験したため、

｢何を得たのか」という質問には、私自身の経験

を答えることは可能だ。では、果たしてそこから、

JASCとは何か、という問いに答えられるであろ

うか。

先述したように、私にはアメリカに対するバッ

クグラウンドは何もない。大学での専門も工学で

あるし、英語圏に住んでいたこともない。だから、

この会議を通して沢山の未知なる知識を得ること

ができた。たとえば、それは「日米安全保障」や

｢沖縄問題」に始まり、「リーダーシップ」「語学力」

｢人間関係」など、多種多様なものだ。そして多く

のものに興味を持てたため、会議後も進んで学習

をしている。これは私にとっては大きな進歩であ

る。理系の学生は日本の大学では学ぶことが偏り

がちで世間に興味を持たない、とも言われている

中で、理系とは程遠い内容を学ぶJASC・おかげ

で、私の部屋の本棚は理系とは程遠いものとなっ

てしまった。また、私は「自分なりの」リーダー

シップを学ぶことができたのではないかと思って

いる。分科会をコーディネートする実行委員とし

て今年は取り組んだのであるが、英語というディ

スアドバンテージがある中で､いかに自分がコミッ

トできるか、そして参加者の声を引き出せるか、

どのように議論を進めるか…といったことに頭を

ひねった時間こそが、私にとって財産であったと

いえよう。分科会パートナーであるMariamaと
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協力し、衝突しながらも作り上げた「社会起業家」

分科会は､私のJASC中の家族のような存在であっ

た。

会議を通じて学んだ最大の要素は、ひとりでは

何もできない、ということである。ありきたりの

ことではあるが、自分がいかに多くの人々に支え

られているか、そして依存して生きているか、と

いうことを今回ひしひしと感じ、ますます感謝し

なくてはならないな、と思っている｡英語にして

も、拙い英語を聞き取ろうとしてくれるアメリカ

側参加者､そして助けてくれる日本側参加者､また、

誰でもチャレンジを喜んで受け入れる精神oこの

ような助け合いの精神こそが、またJASCのひと

つの魅力でもあると思った。

ではJASCとは何なのか。なぜ存在するのか。

この問いに今一度立ち返ってみる。いくら日米関

係が現在危ぶまれているといっても、もはや戦前

戦後の日米関係改善という側面は薄れているのは

間違いない。それでもなお、このプログラムが存

続する意義、それは、私は「未来への投資」なの

ではないかと思う。この年齢で70名もの国籍の異

なる学生とlか月間共同生活をし、何かしらスト

レスを感じたり楽しんだり学んだり、様々なこと

を体験する過程を通して、学生を少しでも成長さ

せる機会。そしてそれを共に終えた学生たちの、

JASC卒業後のつながり。そういったもの全てが

現在のJASCであり、未来の日本への投資となっ

ているだろう。この仮説が証明されるのは数十年

後だが、実際に自分がこの仮説を証明しなくては

ならないと考えている。そして、数多くのJASCer

もそうなってほしいと心から強く願っている。

振り返るとたった4か月の間に起ったこととは思

えないほど濃密で刺激的な日々だった。

改めてこの4か月を振り返ってみると、JASC

とは挑戦の場であり、自分と向き合うための時間

であったのだと思う。4か月の間、チャンスはど

こにでも転がっていた。フォーラムや講演会など

貴重な話を聞く機会がたくさんあり、個人では訪

れることができない場所へ行くことができた。目

標を決めてそれに対し真筆に取り組む人、他人と

理解しあうことを諦めない人、もがきながらも努

力し続ける人、そんな尊敬できる69人の素晴らし

い人に出会い、語り合うチャンスが与えられた。

そして、常に誰かの挑戦を歓迎し、人の考えを受

け止め理解しようとする姿勢が空気に表れていた

ように思う。

しかし、その与えられたチャンスの一つ一つを

自分がどれだけ真剣に受け止め、挑戦してこられ

たのだろうかと考えると、悔しさがこみあげてく

る。特に本会議の一か月間には、普段見ないふり

をしていた自分の弱い部分や逃げていた壁に何度

もぶつかった。私は自分の自覚と意志の足りなさ

から、多くのチャンスを逃し、受け身に回ってし

まっていたように思う。言いたいことや聞きたい

ことがあっても、言葉を飲み込むことのほうが多

かったし、挑戦することを諦めて楽なほうへ逃げ

た場面もたくさんあった。英語の能力や知識が足

りないことに対する悔しさだけでなく、そんな自

分の姿勢に対する悔しさが大きい。

けれど、悔しさが残ったことはマイナスなだ

けではない。自分と向き合い弱さを自覚できた

からこそ、心から尊敬でき刺激してくれる素晴

らしい人に会えたからこそ、そんな風に自分も変

わりたいと本気で思い、悔しさが残ったのだと思

う。JASCで出会った人たちから、これから私が

変わるための課題をたくさん出してもらった。こ

の悔しさを忘れないで課題を一つ一つこなしてい

くことで、私も変わっていけるだろう。そういっ

た意味で、JASCは私にとってもまさしく&life

changingsummer'であった。2010年の夏を私に

とって特別な夏にしてくれたこと、私に大きなきっ

高橋 亜矢

JASCが終わり、日本に帰ってきてからすでに1

週間以上が経過した。日常に戻り冷静になった今

はじめて、JASCがいかに‘非日常’だったかを

実感している。その‘非日常，の経験を、いまだ

に私は整理しきれていない。振り返れば、春合宿

から今日までの4か月はあっという間だった。け

れど、あっという間に感じる日々も、一日一日を
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ていった。毎日夜遅くまで話合う実行委員のミー

ティング、日々の雑務などこなす仕事も多かった

が、実行委員同士互いに助け合いながら一つ一つ

こなしていった。ただ日々を過ごす中で、本当に

この会議で良かったのだろうかと自身に問うたこ

ともあった。しかし最終日に空港で、互いの別れ

を惜しみながら涙を流す参加者を見ていて、実行

委員として活動して本当に良かったと心から感じ

ることができた。

本会議が終わり、この一年間を振り返ると普段

できない多くの経験を積み、私自身確実に成長で

きたと感じている。また同時に今まで自分を振り

返ることが少なかった分、反省や後悔も感じてい

る。しかしこの会議で多くの人に支えられながら

生きてきた自分という存在を再認識し、素敵な仲

間と出会えたこの日米学生会議に本当に感謝した

い。この経験が私自身の将来にどのように関わっ

てくるのかということはまだ分からない。ただこ

こで得た仲間とともに、私の人生を今後も歩んで

行きたいと思う。

最後になりますが、今までお世話になった国際

教育振興会の皆様、アルムナイの皆様、多大なる

支援を頂く皆様に、心からのお礼を申し上げたい

と思います。

本当にありがとうございました。

かけをくれたこと。JASCで出会ったすべての人

に心からの感謝を伝えたい。ありがとう。

高橋 央樹

実行委員として活動してきた一年間をふと思い

返すたびに、苦しいこともあったが、自然と笑顔

に戻る自分がいる。たくさんの人々に支えられな

がら、走り抜けてきたこの一年は私の中でかけが

えのないものの一つになっている。

初めてアメリカ人と一か月間を共に過ごし、私

に大きな変化を与えた日米学生会議を自分の手で

作り上げてみたい。そんな思いから第62回日米学

生会議実行委員に立候補した。最初の頃はそんな

に仕事もないだろうと安直に考えていたが、広報、

報告会、選考、春合宿などなど、毎日新たな仕事

が目の前に存在し、夜通しでスカイプ会議をした

日もあった。何よりチームとして活動する実行委

員会では、一人の仕事が他の全員の仕事にも影響

するため、全体に迷惑をかけないために全力を尽

くさなければならなかった。チームとして活動し

た経験があまりない私にとっては、他の実行委員

に迷惑をかけることも実際多く、自分の不甲斐な

さにどうしようもない苛立ちを感じることもあっ

た。実行委員というレンズを通して見える自分は、

あまりにも未熟なことに気付き、ただただ悩む時

期もあった。

そんな時も助けてくれたのは、他でもない61回

参加者や他の実行委員だった。自分が足りない部

分を率直に伝えてくれる人、ただただ自分の愚痴

を聞いてくれる人、いつの間にか実行委員の仕事

を忘れさせるぐらい笑わせてくれる人、多くの友

達に支えられながら、忘れかけていた日米学生会

議への想いを取り戻していった。悩んだ時にはい

つでも真筆に相談してくれるような素晴らしい仲

間と巡り合えるような会議をまた創りたい、私の

中で確固たる自覚が根付き、いつの間にか実行委

員としての仕事は苦でなくなっていた。また本会

議中も、自分の最大限の力をぶつけようと心の中

で決心し、一か月の本会議に臨んだ。

本会議が始まると、あっという間に毎日が過ぎ

竹内 智洋

私が日米学生会議(JASC)を知ったきっかけは

参加者であった知人だ。彼女から様々な人間と出

会うだけでなく、自分を見つけることにも繋がっ

たと聞いた当時高校生の私はJASCという未知の

世界に憧れを抱いた。そして今年、2度目の挑戦

にしてやっと未知を経験するチャンスを掴んだ私

はこの会議に2つの目標を持ち臨んだ。

1つ目は自分を試すということだ。

今まで興味を持った事にはとりあえず手を出し

てきた性分、近年過去を辿るとそれらの経験から

得た物はあるのだろうかと不安になっていた。そ

して、私はこれをJASCという最高の環境、仲

間がそろった舞台で確かめようと考えた。実際
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JASCでは毎日このチャンスがあった様に思う。

日々行われた分科会ミーティングやフィールドト

リップに始まり、ワシントンDCで開催された日

米安保フオーラムでのスピーチ、そしてサンフラ

ンシスコで行われたファイナルフォーラムの代表

スピーチ。自らの考えを公共に表現する度に自分

をしっかり見つめなおす機会となり、仲間から受

ける日頃のフィードバックから「自信」をもらい

つつも今後の『課題」も明確になった。

2つ目はアメリカで会うJASCer全員、1つず

ついいところを見つけ自分のものにするというも

のだった。そしてこれは難しくなかったと振り返

り思う。アメリカに行った私は本当にすばらし

い仲間と出会う事が出来た。私が最も驚いたのは

JASCという場では国境を越えた者同士がいかに

早く溶け合えるかという事である。誰もが自分を

主張する以上に残り69名のJASCerを知ろうとす

るため、1日目にして周りには大親友の様に並ん

で話すジャパデリとアメデリが大勢おり、この中

で私は一人一人とまじめなディスカッションをし、

時折ふざけ、いつしか全員に対し『信頼関係」を

築いていた｡そして､一ケ月共に生活する中で日々、

私は参加者の良さに気がつき、同時にこれを自ら

のものにしようと努力した。まだこれからという

ところだが、意識して取り組む事は出来たのでは

ないかと思う。

学生の力というものは一般的に大人のそれに劣

るものと解される場合が多い。しかし、一ケ月を

通し、私は「それは違う！」と胸を張って言える。

学生は大人と異なり、信頼さえあれば心のうちを

素直に明かすことが出来る。私はJASCを通して、

成長するきっかけ、「自信』、「課題』を得る事が

出来た。また、国家間で今までタブーとまで考え

られていた問題も学生間の「信頼関係』があれば、

熱く議論する事の出来る議題へと変わるという事

も体験した。今夏、私がした経験は今後人生にお

いて糧となり、私を励まし続けるだろう。62回日

米学生会議は幕を閉じるが、私は自らがしたこの

最高の舞台を63回にも作り出すため、実行委員と

して貢献していきたい。

中澤 耕己

JASCは自分にとって、これまでにない類の経

験だった。

例えば高校まででは、部活やクラスなどの集団

で何かに取組み、そこから一生忘れられない経験

を得ることが出来た。JASCも同年代の集団が何

かに共に取組み、何かを得るという点でこれらに

似ているし、間違いなくいずれも自分の中では大

切な経験だが、それらと比べた時のJASCの一番

の特徴は、そこで出会う人であると思う。日米両

国から集うJASCerとの出会いであり、JASCだ

からこそ会える人との出会いであり、アメリカと

いう異文化との出会いである。出会いが自分自身

に与えるインパクトの大きさという点で、JASC

は他のどのような経験にも勝ると思う。

この1カ月を振り返ってみれば、質の高い

JASCerとの出会いが現時点ではやはり最も印象

的であり、自分に影響していると感じている。他

のJASCerの話すこと、考え方、問題に対する姿

勢、人生に対するスタンスなど、それまでの自分

の中には全くなかった可能性が手の届く範囲に無

数に存在していたあの環境は、間違いなく1カ月

間の自分の成長の土壌となったし、今となっては

夢のようですらある。この1カ月間、様々な「出

来ないこと」に直面した時、JASCerの時に温か

く時に斬新な言葉や、無言で挑む背中に励まされ

ながら、困難をただ消化するのではなく、新しい

方法で、それも自分の足で乗り越えたという感覚

が、個人的には非常に強い。表現するのがとても

難しいが、参加者それぞれが全く異なる壁に挑戦

しており、時にそれに挑戦することすら辞めたく

なる中で、支えになったのは仲間の何気ない言葉

であり、温かさであった。そして、自分なりの答

えを出すことができたし、自分としてはその答え

の正当性は別として非常に清々しく、納得がいっ

ている。自分にとって今回のJASCの「世界の問

題を、私たちの課題へ」というテーマは、世界の

問題を噛み砕いて内在化し、それを自分なりの形

で消化し形にするということであったように思う。

副題の「異なる個の生む衝突と共鳴から」という
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感動し、仲間と笑った。それは決して、達成感に

溢れきらきら輝くばかりのものではないが、人の

醜さと美しさが、そして人と人がつながる時に生

まれる苦しさ、辛さ、明るさ、温かさがこれでも

かというほどに詰まった、誇るに値するものであ

ると自負している。そしてもう既にそうであるよ

うに、私はこれらを今後一生かけて無意識に回顧

し、後悔し、反省し、未来に生かし続けていくの

だろう。それほどまでに莫大な時間と労力をかけ

て向き合ったJASCが、私は大好きなのだと思う。

1年間で最も苦労した仕事は担当の選考だった。

どういう会議にしたいのか、そのためには何を

問い、どの様な基準を設けるべきなのかといった

8人での議論を半年がかりでまとめていく難しさ。

作業に追われ毎日事務所に通った2，3月、分刻

みのロジに気が張り詰めながらも、150人の受験

者一人一人の背後にある人生を懸命に掴もうとし

た面接、そして選考合宿。春合宿では、この36人

が一つの空間にいるということが奇跡のように嬉

しくて、感動が涙になった。日常を、世界を照ら

していけるのは、私達学生も含めた「人」なのだ

と思えた。2010年の夏を共有した62回会議実行

委員の皆、参加者の皆に心からの感謝を伝えたい。

本当に「ありがとう｣。

のは、必ずしもプラスとマイナスのような正反対

の個が衝突するのではなく、それぞれにくせのあ

る独特な個性の出会いが自分にとっては貴重な｢衝

突」だったし、そこから成長へと向かうことが出

来たことそれ自体が「共鳴」の一つの形なのだろ

うと、振り返ってみて感じる。

これからも62ndJASCerとして人生を歩んでい

く中で、こんな69人の同世代がいるんだという素

直な驚きに支えられることも多いだろうし、この

経験や出会いを他の誰とも違う、自分なりの形で

これからに活かすことが62ndJASCerなら出来る

と思う。

中村 真理

JASCが終わりもう2カ月が経とうとしている

のに、JASCer達の表情やあの日のあの場面は今

までと変わらずに私の時間の中にとても自然に流

れ込んでは、またそれぞれの場所に戻っていく。

こうやっていつまでも、JASCerとして生きてき

た1年数ヵ月の間の諸々への後悔が絶えないこと

は、次のステージへ進まなければいけない私を苦

しめる。

「世界の問題を私達の課題へ｣。1年前、事務所

で何日も、実行委員が朝から晩まで顔をつき合わ

せて決めたとても前向きな理念だ。だけれども実

行委員として必死に活動をした1年の間、幾度も

懐疑的になってしまう瞬間があった。世界の問題

-文字通りの「世界」だけでなく身近な不和から、

世の中の格差から、worldwideな争いまで‐は結

局は大人たちの利害関係の調整であって、学生が

力を尽くしたところで何かが良くなるのだろうか、

と。多くの学生たちが夢を描き、理想を語り、友

情を育んだJASCで、私は何度も立ち止まりそう

になりながら、それを許す余裕は無く、また前に

歩き出すということを繰り返した。

LifeChangingExperience'と躯われるJASCは、

いつしか気づかぬうちに、私の'Life'そのもの

になっていた。この1年間、私はJASCを通して

人に出会い、人と関わり、世界に気付き、強く怒

りや悲しみを持ち、泣き、諦めかけたものを信じ、

生板 純一

私にとって第62回日米学生会議は、とことん考

える場所であった。帰国子女である自分の一面か

ら、自分のアイデンティティを再確認したいと思

い､たくさん考えた｡就活生である自分の一面から、

自分の興味、関心、将来のビジョンなどについて

たくさん考えた｡JASCに参加する以前の自分は、

物事をここまで突き詰めて考えたことはなかった。

得た知識や人が言ったことを全てそのまま受け入

れてしまうのではなく、「どうしてだろう？」と常

にその背後にある意味を追求した。これを繰り返

すことによって、自分の視野が広がったと思う。

JASCerの面白さは、皆それぞれ自分の視点を

持っていて、その視点に至った根拠などを語れる

ところにあると思う。どんな話をしても様々な意
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見が飛び交って、非常に面白く、自分の考えを深

める助けとなった。

日米学生会議とは文字通り日米の学生の交わり

の場であるが、日本と米国では、文化、生活習慣、

食生活、使用言語等、様々な面で異なっている。

まずその違いに背を向けず、認識することに努め

ることが大切であると考える。様々な違いがある

ことは当然のことであり、その違いの先に見える

自分との共通点を見出すことによって初めて理解

が生まれると思う。JASCerは常に自分を表現し

ようと努力し、また相手との違いがどこから来る

のか理解しようとしていた。その結果、参加者間

の理解が深まり、異文化交流がなされていたと思

う。

日米学生会議に参加するに当たって、皆それぞ

れ違う理由や動機で臨んでいるoJASCは、その

ような一人ひとりのニーズを満たしてくれる場所

であると強く感じる。しかしそのニーズは簡単に

満たされるものではなく、一人ひとりがその目標

に向かって、もがき苦しむことが大切である。そ

うすれば、それを支えてくれる仲間がいて、時に

は導いてくれる仲間が必ずいる。事前活動から本

会議までの4ヶ月間、私は自分や他の参加者と正

面から向き合えない時もあり、苛立ちを覚えるこ

ともあった。様々なことに納得がいかなかったり、

投げ出してしまいそうになったりしたこともあっ

た。そのような一つ一つの困難に直面する度に私

は成長できたと思う。日米学生会議での経験を通

して、私は何か言葉にできない大きなものを得た

気がする。何年か経って振り返ったときに、この

素晴らしい経験を上手く言葉にできるようになる

のかもしれない。その日が来るのを楽しみにして

今後の人生を精一杯生きて行きたいと思う。

には、ためらわない。そんな思いで参加したつも

りだった。それでも、会議を通じて、その姿勢を

貫くことはできなかったように思える。分科会で

は、自分の意見と議論の方向性にしっくりいかな

くても、妥協を重ねてその場の雰囲気に流されて

しまったり、ただ相手の意見に同調するだけ、と

いった楽な選択を選ぶことが多かった。分科会の

進むべき道が定かでないときに、しっかりとイニ

シアティブをとって自分の考えを伝えるRTメン

バーの根気、頭の回転、発言の強さには頭があが

らなかった。

一方で、会議を通じてこれからもずっと続く友

達というかけがえのない財産を得ることができた。

本当にいい人たちばかりで、直前合宿で不安に

なって流した涙は、どこへ行ったのやらという感

じだった。全員と十分仲良くなれたわけではない

が、JASCで同じ経験をしたことで強い一体感と

特別な感覚を持つことができた。本会議終了まで

秒読みになったサンフランシスコサイトの街を自

転車で駆け抜けたときの気持ちも、最後のリフレ

クションでみんなと流した涙の感覚も覚えている。

この感覚をいつまでも忘れずに持つことができた

ら、と思う。

JASCでは、恥ずかしがりやな自分でも、自分

らしく仲間と楽しむことができる貴重な一ヶ月を

過ごすことができた。チェアの言うように、これ

から自分たちが出て行く世の中は厳しい。自分に

自信を失うこともあるだろうし、人間を信用でき

なくなることもあるかもしれない。そんな時に、

ともに一ヶ月を過ごし、助け合い、お互いを認め

合ったJASCのメンバーがいることを思い出した

いと思う。

橋本 遥

庭野 啓太 ・きっかけとしての日米学生会議

2009年11月末。私は長い期間を捧げ、私に多

くのことを与えてくれた一つの役割を終えて、新

たなものへの挑戦を模索していた。自分に足りな

いものは何か、必要なことは何か、何をすればそ

れを補ってくれるのか。日々それを探していた。

今回の日米学生会議に参加するにあたり、ひと

つ心がけたことがあった。自分の思いを相手にぶ

つけるということ。第62回日米学生会議のテーマ

は「衝突と共鳴」で、自分の思いをぶつけ、「衝突」

という壁を乗り越えてみたいと思った。そのため

第62回日米学生会議 日本側報告書114



第5章 参加者の声

そもそも私はどんな存在なのか。私にとってのこ

の至上命題に向きあわされ、悩まされ、たくさん

考えさせられた。見えてきたのは社会の広さと社

会という土壌の価値の高さ、自分の前にある選択

肢の豊富さとその可能性の大きさ、掴もうとすれ

ばそれを掴めるということだった。

「目の前にあることを一生懸命にやりなさい｡」

そうすればそこから繋がってあれもこれもやりた

いことができる。道はおのずと開かれていく。

そんなことはずっと前からわかっているつもり

だ。本会議中にもある方からこのお言葉をいただ

いた。だが頭で考えることは簡単でもその基本的

なことを見失わず貫徹し遂行することは簡単では

ない。強い信念と持続力、焦りに耐える忍耐力が

必要だ。しかしこの言葉の意味するところが自己

の理論形成において一つの核心を突いていること

は確かである。一つのことを集中して見てみたと

きにその内実を知ることができ、そこから次への

リンクが見つかる。その繰り返しで複数のことを

網羅的かつ深く知ることができ、やっと自分が活

用できる手札として備えることができる。それが

自らの考えの根幹を成し、論のよりどころとなる。

先ず随より始めよとはまさにこのことだと痛感し

た。

JASCでの出会いは、どれも刺激的で衝撃的だっ

た。多くの多様な声を聞き、JASCerたちと語り

合い、悩み、他者とも自己とも衝突することがで

きた｡JASCにはそれをありのまま受け止めてく

れる人、環境、雰囲気があった。JASCは私に考

え抜く機会と多くの新たな気づきを与えてくれた。

そして目の前のことから始めてみる勇気、自分の

世界を広げていく多くのきっかけも与えてくれた。

自信を持って言えるのは、こんなにも素晴らしい

ものを与えてくれる、人との繋がりはなにものに

も代え難いということ。私はJASCをきっかけに

次のステップへと挑戦していきたい。

JASCerとJASCを通して出会えたすべての人

に心から感謝して止みません。

敬意を表して、ありがとう。

といっても何かやりたいことが明確に見えてい

たわけではない。いくつもある興味の対象に関し

て、それを実際に体験してどんなものかより深く

知るための活動がしたかった。何に熱中できるの

かわからなかった。一つのことに没頭することが

他を見えなくしてしまいそうで、それを拒んでい

た。だからこそ興味のあることすべてを経験して

みようと思っていた。そんな日々の中で見つけた

活動の候補の一つとして出会ったのがJASCだ。

JASCの説明を聞いたときその内容が面白そうだ

とは思ったが、F直当時私が渇望していた要求が

直接的に得られるものではなさそうだなと思った。

しかし間近にそれを経験したことのない私の勝手

な判断で可能性を切り捨てるのはいかがなものか、

第一の要求を満たすものでなくとも今の私に思い

浮かばない何か他のものを与えてくれるのではな

いか、そう思い、始めなければ始まらない、と応

募してみたのがそもそものきっかけだった。

知ってもらうには伝えることが必要だ。しかし

的確に伝えることは難しく、正確に理解してもら

うことはもっと難しい。何かを伝えたければ、そ

の相手の思考は何に基づき、その背景はどのよう

なもので、どのような思考のマナーを有するのか

を知る必要がある。自分の得意とすることをどん

どん伸ばせばいいというものではない。だから自

分の関心と一見関わりがなさそうな分野を知らな

いでいるのは賢明ではないとの思いの下、敢えて

そういった分野に関わっている人の考えを聞くた

めに飛び込んでいった。これが、私がJASCに参

加する意義の一つだった。

そんな思いをもって参加したJASCは私に数々

の衝撃を与えてくれた。自分の興味を追求し、そ

れを深めている人がいる。そのために多くの活動

に関与し、知識を吸収しながら自らの理論を強固

にし、それを発信する練習を重ねている人がいる。

その事実に圧倒された。社会への意識の欠如、組

織感覚の重要性、同志の存在の大切さ、知識．経

験の乏しさ、自己の思考の脆弱さ。自分の至らな

さを思い知らされた。私は何がやりたいのか、何

で自分を活かせるのか、私は何を求めているのか、

第62回日米学生会議日本側報告書 115



第5章 参加者の声

細井 駿

私が在籍する東海大学から日米学生会議への参

加が初めてであったことから、参加することが決

まって教授たちはじめ多くの大学関係者から沢山

の応援メッセージを頂いた。私個人としては昨年

参加した日露学生会議での経験から、留学したこ

とのあるアメリカの学生とも二国間関係について

のディスカッションを通じで相互理解を深めたい

という理由から応募したのだが、次第にそれは個

人の目的だけではなく、大学の代表として今後も

日米学生会議参加者を輩出できるように会議を成

功させなければならないという責任へと変わって

いった。

5月に始まった事前活動の中でも、特に印象に

残っているものは防衛大学校と沖縄での研修であ

る。基地建設について賛成派､反対派､異なる観点、

レベルでの考え方を聴くことができ、日米関係を

語る際に必ず出てくる沖縄米軍基地問題を自分な

りに考察、咀噌する貴重な機会となった。他にも、

分科会フィールドトリップやOB/OGとの交流を

通して、普段は話を伺うことができないような方

と実際に会う機会を持てたことはまさに日米学生

会議の大きさとその歴史の長さのためだと改めて

会議に参加できたことを光栄に感じた。

アメリカでの本会議中の出来事に関しては、留

学経験もあることから渡米すること自体にはあま

り新鮮さを覚えなかったが、1カ月間生活をとも

にしていく中でアメリカ側参加者とも本当に深い

関係を築くことができた。日本側参加者からも事

前活動中には見えなかった個々の良い部分を日々

沢山発見することができた。「1カ月間ただ一緒に

いるだけでは友人関係で終わってしまうが、学生

会議のように難しいトピックを議論することで関

係はもっと深いものになる｡」誰かがこんなことを

言っていたが、本当にその通りだと思う。こんな

に素晴らしい関係を築かせてくれた日米学生会議

に感謝したい。

最後に、私が日米学生会議に期待することは、

もっと様々な大学の学生が会議に参加できるよう

な環境を作ることだ。優秀な学生が集まることは
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もちろん大切なことであるが、内向き傾向にある

日本の若者を積極的に海外と繋がる機会を持たせ

ることは日本の将来にとって非常に重要であり、

異なるバックグラウンドの人間が集まることで議

論も面白いものになるはずである。日米学生会議

はそれを経験できる最適なプログラムであると信

じている。私は参加者として日米学生会議に関わっ

たが、「OnceJASCer,ForeverJASCer」としてで

きる範囲で貢献していきたいと考える。今後の日

米学生会議の発展に期待したい。

松下 マエス

直前合宿にてJASCメールーポストに手紙を投

函すれば、次の日届けてくれるJASC内システ

ムーを知った。住所は「名前｣。はじめはとても

覚えられなかったが、いつしか全員分が言えるよ

うになった。それだけではない。最終日に全員に

JASCメールを書こうとしたとき、70人一人ひと

りとのエピソードを鮮明に思い出すことができた

のだ。

このひとつの成果を取ってみても、「JASCの一

員でよかった」と言える理由である。帰国してま

ずしたことといえば､弟にJASCを勧めたことだっ

たし、一週間後JASCリユニオンでは、会う人会

う人に「久しぶり、会いたかった！」を連発した

くらいだ。

もちろん、JASCの経験を美化するつもりはな

い。もしかしたら一年後には疎遠になって、何人

かの名前もおぼろげになるのかもしれない。それ

でも私自身に起きた変化は、ずっと私と生き続け

ていくと思う。その限り、JASCは一生の宝物で

ある。

変化その①・他人と比べることで、自分を知る

ことができた。たとえばレクチャーを聞くにして

も、今までなら聞いてそれで終わり、「私の感想」

のみで満足し、それが普通の考え方だと思ってい

た。レクチャー内容について後ほど仲間と語って

みると、意外とみな受け止め方や考えることが全

然違う。それは個々の問題に対する意見でも、生

き方などの広いトピックに関しても同様だった。
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私はそういった話題に「巻き込まれる」形で、（恥

ずかしながら）初めて人の心の奥深さを知り、集

団をまとめ上げる難しさを知り、そして相手を理

解する楽しさを学んだ。他人と比べるため、つら

れて自分の意見を声に出してみると、「私ってこん

な人だったのか！」と衝撃的大発見の数々.．．。

変化その②。私の役割を疑問視するようになった。

EC選挙の際、来年就職をする身なので立候補する

選択肢もなく、迷いなく投票者という役割に徹し

ていた。しかしみなのスピーチを聞くうちに、私

だったらどのように話すだろう、この一ヶ月でど

のように見られ、評価されたのだろうという考え

が浮かんだ。浮かんだ瞬間、怖くなった。ただた

だ考えなしに毎日を過ごしていては、失うものも

少ないが、得るものも少ない。だから、もっとグ

ループのためにできることを考え行動するべきだ

と思った。

多くのJASCerにとって、私の「大発見」は幼

稚すぎて、当たり前のことなのかもしれない。し

かし、まあ､マイペースな自分は無理して変えずに、

楽しく次に進もうと思う。これが次の夢へのスター

ト地点。卒業する前に最後の学生生活を悲歌し、

社会に出てスーパーな経験を共にしたJASCerと

一緒に、日本を、世界を変えることをやってみよ

うじゃん！

や弱さを痛感することの連続だった。語学力や体

力のなさに憤り、集団の中で果たすべき役割を見

失い、自分のパーソナリティをうまく表現できず

に苦しみ・・・思った以上のstruggleに見舞われて、

途方に暮れた。本会議への参加にあたって、「皆に

とってJASCがよりよい場所となるために自分の

資質を生かして何が出来るか」に意識を集中させ

ていただけに、自分の資質の乏しさを実感させら

れる事態はかなりショッキングだった。

帰国した今も、そうしたstruggleを克服出来た

かは心もとない。しかし、今の私に焦りや失望は

ない。苦さの残る経験だったとしても、現時点で

の自分が全力で悩み、全力で取り組んだ結果とし

てそれを受け止め評価すること。そこから得た反

省を、今後の自分の成長につなげること。本会議

は終わったが、これからの人生でそんな挑戦を続

けることは出来る。才能と個性にあふれた、一癖

もふた癖もある日米の学生が集まるJASCでなけ

れば、これほどのstruggleには出会えなかった。

恐らく多くのJASCerも、本会議を通じて様々に

悩み、それぞれの壁にぶつかったことと思う。し

かし一人ひとりが苦しかった経験をばねにして、

今後もさらにそれぞれの人生で自分を磨いていく

ことを確信している。自分の限界と現状に甘んじ

て挑戦を諦めたくなりそうな時、私はJASCerに

会いに行きたい。懸命にそれぞれの道を切り拓く

皆の姿が、私に挑戦をやめさせないだろう｡''once

JASCer,fbreverJASCer"という言葉を胸に留め

続け、JASCを将来の自分の礎としていきたい。

丸山 綾子

JASCの思い出を数えればきりがない。夜が更

けるまで、お互いの人生や大切にしているものに

ついて本音で語り合う。幅広い社会問題について、

利害関係のない学生にしか出来ない踏み込んだ議

論を交わす。アメリカという国をざらりとするよ

うな違和感も含めて生身で感じ、それをアメデリ

にぶつけて話し合う。JASCという場でしか味わ

えない貴重な経験が確かに出来たと断言できる。

そうした私にとってのJASCの魅力を踏まえた

うえで、尚言わなければならないことがある。1カ

月を振り返って「心から楽しかった」と何の迷い

もなく言えるかどうかといえば、正直に言って答

えはノーだ。私にとって本会議は、自らの未熟さ

森田 真弓

日米学生会議はLifeChangingExperienceだっ

たのだろうか？私にとって日米学生会議はどのよ

うな意味をもつものだったのだろうか？会議が終

わって少し時間が経った今でも、これら問いに対

する明確な答えは出せていない。ただ、日米学生

会議のおかげで多くの素晴らしい経験ができたと

いうことは断言できる。

海外生活経験のない私にとって、1カ月ものア

メリカでの集団生活はとても新鮮であり、楽しく、
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時にはつらいものだった。

自分とは全く違うバックグラウンドをもつ

JASCer、とくにアメデリとの交流やアメリカで暮

らすことは、今まで自分に無かった価値観に触れ

る大きな機会だった。自分には無い価値観やアメ

リカ文化を知ることはとても楽しかった。このお

かげで帰国してから日本という国に対する見方や、

身近なものの見方が少し変わった気がする。

話は変わるが、私は英会話が苦手だったため、

英語でのコミュニケーションに大きな壁があっ

た。英語で自分の思っていることが伝えられない

ことよりも、相手が英語で話す内容が理解できな

いことがつらかった。そしてそのつらさで落ち込

んでしまい、自身の問題解決に努力できていない

自分にとても腹立たしさを感じた。特に、身近で

努力しているJASCerの姿を見ていると自分と比

べてしまい、さらに落ち込んでしまうこともあっ

た。そんな時、私の話を聞いて助けてくれたのは

JASCerだった。自分の気持ちを整理するのには

とても時間がかかったが、自分は自分だと割り切

り、自分なりにがんばろうと思えるようにもなっ

た。もちろん、努力するJASCerの姿を見て私も

立ち止まっていてはだめだ、がんばらなくてはと

も感じさせられた。本当に、彼らの存在は私を励

まし、向上させてくれた。

この会議に参加して何よりもよかったと感じて

いることは、69人のかけがえのない仲間に出逢

えたことである。今後、他の様々な経験を積んで

いく中で私の人生における日米学生会議の意義は

変化するだろう。そしてその中でこの会議が私の

LifeChangingExperienceだったかどうかも明ら

かになっていくだろう。

しかし、私にとっての会議の意味付けがどんな

に変わったとしても、かけがえのない69人の素晴

らしい仲間に出会えたことは一生変わらないと思

う。

みんなと出会えて本当によかった。ありがとう。

は、本当に多くの事を学んだ。組織のマネジメン

トの難しさ、大きなプロジェクトを動かしていく

シビアさ。そのような実務的な部分のみならず、

70名の学生の代表の一人として振舞う事の責任な

ど、一人で過ごしていては決して学ぶことのでき

ない多くの事を周りの人々から学ばせて頂いた。

学生として挑戦できる最後の1年として自分自

身が決めたこの1年間で一体どれだけの進歩を自

分が出来たのだろうか？多くの仲間たちが常に声

をかけ、励まし合う日米学生会議の生活は温かく、

本当に居心地が良いものだ。しかし、実社会は厳

しく、時に苦しい事もあるだろう。そのような時、

私には日米学生会議の仲間と言う掛け替えのない、

苦しい時間を支えあった仲間たちがいる。来年か

らはやっと社会人となるわけだが、この2年間で

得た友情を胸にこれからの人生を頑張っていきた

いと思う。

「友情、力あり」

山口 寛明

五月、春合宿に始まったJASCは自分にとって

紛れもなく、成長と変化の場であった。気持ちの

整理がつかない、というほかのJASCer(会議参

加者）の声も聞かれたが、自分の思いは驚くほど

すっきりとし、整理されている。思うに、JASC

という濃度の高い時間・空間は、それぞれが予期

しない種を参加者の中に蒔いてくれるのだろう。

それを意識するかしないかにかかわらず、それら

の種はそこに佇まい、いつか芽吹き、育っていく

ように感じる。

JASCで私が得た数多くの種を、言葉に直すこ

とは難しくない。ただ、ひとつ、意識はできても

言語化できないものがある。五月の春合宿で抱い

た思いである。春合宿は、参加者が初めて一堂に

会するため、皆の、JASCへのencounterとなる。

私にとってのJASCとの衝撃的な「出会い」は、

合宿の締めくくりである「リフレクション」にあっ

た。

リフレクションとは、参加者全員が円を囲んで、

それぞれの反省、思いや感想を共有する場である。

安川 皓一郎

実行委員長として臨んだ第62回日米学生会議で
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山下 真貴子

5月の春合宿から約4ケ月間、JASCの行事や

RT活動をこなし、迎えた本会議。この1カ月間

で私は何を得たのだろう。そして、私をJASCに

受け入れてくれたJASCer達に、私は何か貢献で

きたのだろか。その答えはいまだにわからない。

現実世界に引き戻されて暫く経つが､本会議の1カ

月はあまりにも非日常的で、これを消化するには

時間がかかりそうだ。

このJASCでは、RT活動やフォーラム、様々

なレクチャー等、普通なら経験できないようなこ

とをたくさん経験させてもらった。その中で、今

まで目を背けていた自分の実力や現実を突きつけ

られたのも事実である。自分がいかに何も知らず

に過ごしてきたかを思い知った気がする。

また、JASCのメンバーはそれぞれが、自分の

専門に対する自負心を持ち、いろいろな問題に対

する自分の意見をきちんと持っており、強烈に刺

激を受けた。もともと、JASCに参加したいと思っ

た理由の一つに、様々なバックグラウンドを持つ

学生と関わり、視野を広げたいという思いがあっ

たが、JASCを経験し、私は彼らのように、まず

自分の専門にもっと貧欲にならなくてはいけない

と思った。

JASCは終わったが、この決意を胸に精進して

いきたい。そして、このJASCで、すばらしい友

人達に出会えた幸運に心から感謝したい。

JASCの活動において何度も設けられる場である

が、春合宿のそれは今思っても、独特の重い雰囲

気に包み込まれていた。衲々と語られる言葉の中

に、参加者それぞれの人生の一端を見た気がした。

それらは、受け止めきれないほどの重みを私の胸

に落とした。言葉が発せられないまま家路に着き、

翌朝目覚めたときに、高鳴る胸の鼓動が抑えられ

なかった。なぜそのような変化が起きたのかはわ

からない。しかし、その日から、自分の所属する

共同体の中で自分なりの役割を探し、人々の意識

に変化を与えることが自分への日々の課題となっ

た。JASCにおいても、本会議前の準備から、そ

の終わりまで、継続的に自分なりの貢献の仕方を

考え、実践していた。

おそらく、私がJASCで得られたいくつものこ

とをはっきりと認識できるのは、日々、自分の「役

割」を意識していたからだと思う。自分が分科会

でできることは何か、JASC全体に与えられる影

響はなにか、JASCで得られたものをどのように

将来、活かすことができるのか。そのようなこと

を毎日考えては反省していたので、自分の能力の

及ぶ範囲と、至らなかったところとを自覚できる

のだと思う。そのように自分を駆り立てたものは

春合宿のリフレクションであった。具体的に、リ

フレクションのなにが、ということはできないが、

自分の鼓動に物理的に変化を与えるほどの衝撃や

重みがそこにあったことは事実である。それを、

JASC早々に私の得られた「種」と呼びたい。

JASCが参加者にとってどんなに大きなもので

あろうとも、長い歴史を持とうと、社会から見れ

ば学生中心のちっぽけな団体に過ぎない。Oncea

JASCer,alwaysaJASCerとも言われるが、時間

が経てば参加者にとってのJASCは小さなものに

なっていくだろう。それでも、JASC中に植えら

れたたくさんの種は、意識されるとされないとに

関わらず、確実にそこに「ある」と信じたい。今

は言語化できなくとも、それはいずれ人を動かし、

変化させ、社会を変えていくだけのダイナミズム

とエネルギーを持っていると確信している。

山田 晃永

高校生の頃から漠然と「日米学生会議に参加す

る」と思っていた。なぜ日米学生会議なのかは分

からない。直感的に惹かれていた。第一次選考締

め切り当日に応募を決めた際も、アメリカ開催の

年に参加する最後のチャンスであり、興味のある

分科会があったからという以外の志望動機が思い

つかなかった。おかげで個人面接は、類まれな出

来の悪さであった。私の日米学生会議の思い出は、

｢グループ面接のメンバー楽しかつたな」で終わる

はずだった。だから､｢第二次選考結果通知」の「合

格」の二文字は信じ難かった。
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運良く参加する機会を頂いて良かったのだろう

か。もやもやしたまま、春合宿、防大研修、沖縄

研修､数々のフィールドトリップ､直前合宿を経て、

あっという間に迎えた本会議。5年ぶりのアメリ

カ。言葉の壁、文化の違いに戸惑いつつも乗り越

えて成長していく人が羨ましかった。一方、私は

3年生の夏という進路を決める上で重要な時期に

敢えてアメリカに来たのに、「楽しかった」で終わ

るのではと不安になった。

しかし、分科会のおかげでそうならずに済んだ。

第3サイトに移り、ファイナルフォーラムが現実

味を帯びてくるにつれ、皆の不満が溜まりだした。

分科会で唯一の帰国子女であった私は、両国の参

加者の愚痴を聞くことになり、「地域再生だけは順

調に進んでいる」というそれまでの考えは自己満

足であったと気が付いた。それからは必死だった。

ファシリテーターとして全員の理解度に細心の注

意を払い、適宜通訳をし、さらに自分の意見も言

う。時間が無いのに皆が集中しない時は、Female

Naziと呼ばれるほど厳しい態度も取った。喉を酷

使し続けて迎えたファイナルフオーラム。声はガ

ラガラだったが、立派なスライドも完成し、10分

間のプレゼンテーションに8人の精一杯の頑張り

を詰め込むことが出来たと思っている。全員の満

足する物を形にするためとはいえ、私が議論を仕

切ったのも結局は自分勝手な振る舞いだったのか

もしれない。それを許してくれた分科会の皆にお

礼を言いたい。

"JASCisalifechangingexperience."と良く言

われるが、私にとってアメリカで過ごした夏の1

カ月は、自分の弱み・強み、長所・短所を知るきっ

かけであり、新たなスタート地点だと考えている。

周りから強く薦められ、来年度の実行委員をする

ことになった。なんとなく惹かれていた日米学生

会議だが、不思議なご縁があるのかもしれない。

謙虚な気持ちを忘れずに、1年間精一杯取り組み

たい。

員が選考過程から春合宿、さらには渡米前の直前

合宿まで一貫して口にしていた言葉です。「日米学

生会議（以下、JASC)を通してきっと人生変わる

よ!!」一見大げさに聞こえますが、私はこの言葉に

全くの疑いを感じませんでした。なぜなら、JASC

の持つ約70年という歴史の重みや初めて訪れる

本会議開催地アメリカ、一ヶ月間の共同生活、英

語でのディスカッションなど、どれをとってもエ

キサイティングな初体験だったからです。しかし

事前活動や本会議を通じて気付いたことは、"Life

ChangingExperience''とはこういったことから

生まれるのではないということです。「人生が変

わる」とは、JASCを通して出会う仲間が自分に

与える「思考の変化」なのです。私の思考が、春

合宿から本会議終了までの4ケ月間で明らかに変

わっていくのがわかりました。出会った仲間は、

誰もが個性的で、博学多才、かつ努力や考察を怠

らない優秀すぎるほどのメンバー達でした。JASC

では普段絶対にできないような様々な貴重な体験

をします。しかしそれら体験が他の仲間にはどう

見えているのか、自分とどういった点が異なるの

か、語り合い、共有する中で自分の価値観との対

話をしました。しかし､そんな優秀すぎるメンバー

達と自分を常に比較するがゆえに、しばしば自分

を見失うことがありました。自分はこのメンバー

に何が還元できるか、70人の中で自分にしかない

ものとは何なのか、悩む日々が続きました。しか

し、悩む場所には必ず改善点とチャンスがありま

す。私は本会議を通じてそういったチャンスをい

かせた部分と、残念ながら改善できなかった部分

がありました。しかしながら、それに気付けたの

はJASCというすばらしい環境と仲間との出会い

があったからに他なりません。それゆえ、会議が

終了し、仲間と遠く離れてしまった今、再び出会

う時までにそれらを乗り越えることこそ、彼らに

対する恩返しだと考えています。私にとって人生

は変わり始めたばかりです。彼らの面影を胸に常

に努力をし続けたいと思っています。そしてこれ

こそが私にとっての「LifeChangingExperience=

思考の変化」なのです。最後に、この場通して、

米本 大河

@0LifeChangingExperience''この言葉は実行委
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心からの感謝の気持ちを表したいと思います。本

当にありがとうございました、そして次回会う時

までにもっとビッグになることを誓います11

会議を通じて出会えた仲間達と、本会議をご支援

いただいた方々、そして私をこの素晴らしき第62

回日米学生会議のメンバーとして採用していただ

き、誰よりも尊敬してやまない実行委員の8名に
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第6章 第63回日米学生会議概要

第63回日米学生会議概要

【第63回日米学生会議テーマ】

知ることから創ることへ ～対話と挑戦から共に描く未来～

-Question,Engage,Build:CollaborativeEifOrttoMakeaDifference-

日本では近年、若者が「受身」になってきてい

る現状が危倶されている。日本人の海外留学生の

数は、10年前のわずか3分の2に減り、若い世代

の興味が外から内へと推移していることが明らか

である。しかし、日本と他国の相互依存関係はま

すます深まり、言語、文化、生活習慣等が異なる

社会で、確固たる自分を持ち、グローバルに活躍

できる人材が求められている。こうした中、我々

学生が担っていくべき役割とは何なのであろうか。

日米学生会議は日米両国から志の高い学生を集め、

1ヵ月という時間をかけて自らの役割を模索し、

その実現に向けて第一歩を踏み出すことを目指し

た会議である。

第二次世界大戦終結から65年、日米の役割は

安全保障問題や経済問題など多方面で世界におけ

る重要性を増している。自衛隊と米軍との連携の

強化はアジア諸国からも大きな注目を集め、また

TPPやFTAの締結により日本が市場開放を図り、

他国との経済連携を推進することが期待されてい

る。しかし、沖縄の米軍基地移設問題や、自由貿

易化の流れの中でいかに国内産業を強化し、日本

経済を再生するかなど課題も多い。

そのような中開催される第63回日米学生会議で

は、歴史から学べる点をどのように未来に活かす

のかということに重点を置く。過去を振り返り反

省することも大切だが、最大の課題はその反省を

どのように今日の課題に活かし､新たな未来を創っ

ていくのかである。参加者は本会議の事前活動を

通し知識を深め、背負う肩書きがない学生同士、

心をさらけ出して議論をする。価値観の対立や言

葉の壁に挑戦しながら、自分自身の考えを整理し、

第62回日米学生会議 日本側報告書

我々を取り巻く多様な問題に対する解決策を学生

の視点で協議することができる。また、本会議を

終えても引き続き海を越えた仲間とどのように変

革を起こし、未来を切り開くのか追求していく。

議論の中での対立を乗り越え、自分の意見を「自

分たち」の意見へと再構築できたとき、また、仲

間を思いやることを通して自分を見つめ直すとき、

参加者は自らの成長を実感することができる。短

時間では解決できない問題が混在する今日、我々

学生が両国の一翼を担い、切嵯琢磨しながら将来

を見据えた腹蔵ない対話をする意義は大きいと確

信している。この会議を通し、参加者一人一人が

様々な衝撃を受け、好奇心と向上心を持って常に

挑戦し続ける者となることを期待している。

【主催】

財団法人国際教育振興会

【企画・運営】

第63回日米学生会議実行委員会

【開催期間】

2011年7月28日～2011年8月21日

【開催地】

第1開催地

第2開催地

第3開催地

第4開催地

＜新潟県＞

＜京都府・滋賀県＞

＜沖縄県＞

＜東京都＞
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第6章 第63回日米学生会議概要

問するなど、議論の質の向上を目指す努力が続け

られる。なお、第63回会議における分科会は以下

の通りである。

【会議の過型

第62回日米学生会議の参加者から選出され、発

足した実行委員会が、日本側主催団体の財団法人

国際教育振興会、米国側のInternationalStudent

Conferences(ISC),Incの支援の下、本会議開催の

ための準備活動を行う。4月に参加者決定後、各

参加者は所属分科会のテーマに関するレポートを

作成し、5～7月の期間には、自主的に講演会や

勉強会、合宿などの事前準備を行い、夏の本会議

に臨む。

(1)Security;StrengtheningTiesBetween

NationsThroughoutComprehensivesecurity

：安全保障と日米

(2)EthicsofTechnology

：科学・技術の発展と倫理の再考

(3)ContinuityandChangeinaGlobalizingWorld

：グローバル化と世界システム

(4)MediainShapingSocialPreconceptions

：変わりゆく社会とメディア

(5)CulturesandtheEnvironment;Micro

ApproachestowardsaGloballssue

：文化と環境問題～解決への第一歩～

(6)InterpretationsofHistoryinlnternational

Relations

：歴史認識問題と国際関係

(7)MinoritiesinModernSociety

：差別から考える平等

本会議では、日米各36名、合計72名の学生が

約1ヵ月に渡って共同生活を送る。本会議の主

な活動として、討論が中心となる分科会、各種の

フィールドトリップ、自ら提案した議題について

議論するスペシャルトピック、様々な文化体験、

そして最後に開催されるフオーラムなどが挙げら

れる。参加者は7つの分科会に分かれ、第63回日

米学生会議として学生だからこそ可能である「心

の対話」を行い、国境を越えた相互理解を推進し

たい。また、フィールドトリップでは、アカデミッ

クな知識を得るのみならず、各地の文化に触れる

活動を行うなど、各自の視野を広げ、討論と対話

の充実を図る。さらに、学生同士の討論に止まら

ず、ホームステイやフオーラムなど積極的に地域

の方々との交流を図っていく。フォーラムでは、

分科会での討論の結果など本会議の成果を社会に

向けて発信する。本会議終了後には、参加者は会

議において得られたもの、そして1カ月の結果を、

報告書また報告会という形で外部へ発信する。会

議で得られた成果が長期的に社会貢献、社会還元

されることを期待している。

＜SiteResearch&Reflection>

各開催地におけるSiteThemeに基づき、参加

者は開催地ごとに4つのリサーチグループを作る。

リサーチグループは事前活動として歴史、文化、

社会などのリサーチを行う。本会議では、開催

地到着の初めに、リサーチの結果につきプレゼン

テーションを行い、開催地に対する知識を全員と

共有することで、SiteThemeに対する問題意識を

深める一助とする。開催地出発の前日には、Site

Themeを中心とし、参加者の学んだことについて

共有する機会を設ける。

【本会議におけるプログラム】
<FieldTrip>

分科会の議題や各開催地に対する理解を深める

ことを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGO、NPO及び研究所などへの訪問研修を実施す

る。事前活動におけるものと同様に、社会と直接

関わることのできる貴重な機会であり、議論のた

く分科会＞

本会議においての活動の中心となる分科会は7

つ設けられており、日米双方5名ずつの学生（実

行委員1名を含む）が、本会議期間中を通じて議

論を重ねることとなる。事前活動に加え、本会議

中もフィールドトリップで関連機関や専門家を訪
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めに必要となる多様な視点を得るための重要な活

動となる。

き、自ら思うことを率直に語り合うことによって、

それぞれの中に「共鳴」が生まれ、相互理解のた

めの手助けとなることを期待している。また、他

者を理解する場を通して、より充実した会議に向

けての姿勢が参加者の中に生まれることを目的と

している。

＜Speciallbpics>

同年代の学生である参加者が､個々の関心に沿っ

た議題を自由に設定し、異なる視点からの議論を

行うことを目的としている。また参加者の主体的、

自発的な参加により、問題発見及び議題設定能力

を養うと同時に、より広い参加者同士の交流を促

し、新たな視点や発想を得ることで、会議をより

充実させることも求められる。

<Forum>

第63回の各開催地のSiteThemeに沿って随時

行われる。第一線で活躍する専門家や有識者の講

演、または学生を交えたパネルディスカッション

など、参加者がアカデミックな経験をすることを

目的とする。<ConferenceWideDiscussion>

分科会では扱わないテーマを対象とし、日米学

生会議アラムナイや専門家の方々をケストスピー

カーとして招き、第63回日米学生会議テーマ、各

開催地のサイトテーマに基づいたディスカッショ

ンを行う。これにより、参加者の見識を広め、新

たな課題や視点を発見することを目的としている。

<FinalForum>

最終開催地において行われるファイナルフオー

ラムでは、1ヵ月の総まとめを行う。主として1カ

月間を通しての分科会ごとの成果の発表を行い、

現代社会が抱える問題とそれに対する学生なりの

視点を来場者の方々と共有することによって、第

63回日米学生会議において得られた、学生達の成

果や発見を社会に発信する。

<ConferenceWideReflection>

参加者が一同に集い、1ヵ月の共同生活や、会

議中に感じるであろう、議論の違いから生まれる

悩みなどを自由に話し合う。参加者自身が心を開
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第62回日米学生会議 ご協力いただいた方々（敬称略・順不同）

【主催および後援団体協力者】

財団法人国際教育振興会

理事長 大井 孝

参与 稲田 脩

事務局 後藤 明子

国際教育振興会賛助会

名誉会長 高円宮妃殿下

会長 南原 晃

事務局長 伊部 正信

事務局 好中 由起恵

InternationalStudentConferences,Inc

理事長 StephenC.Moss

事務理事 SarahThompson

事務局 MichelleLeeJones

外務省

広報文化交流部部長 門司 健次郎

人物交流室長 丸山 市郎

人物交流室 伊藤 千恵子

文部科学省

国際統括官 木曽 功

大臣官房国際課課長 芝田 政之

大臣官房国際課総務係長 荒井 忠行

米国大使館

広報・文化交流部文化プログラム担当官

ケビン・オルブリッシュ

広報・文化交流部レファレンス資料室室長

笠 優子

社団法人日米協会

会長 大河原 良雄

専務理事 渡辺 隆

日米文化センター

日本代表 伊部 正信

青山 佳世 立命館大学教育開発推進機構教

学部教育開発支援課

筑波大学国際部国際企画課国際

企画係

同志社大学商学部・商学研究科

教授

立命館大学国際部衣笠国際教育

課

同志社大学大学院アメリカ研究

科・アメリカ研究所事務長

京都大学大学院法学研究科教授

京都外国語大学企画広報室

明治大学副学長

明治大学国際連携部国際連携事

務室

明治大学経営学部公共経営学科

㈱ダイヤモンド社事業開発局出

版編集部メンターダイヤモンド

日米研究インステイテュート

日米研究インステイテュート

東京大学理学部国際交流室

専修大学法学部准教授

一橋大学国際・公共政策大学院

教授

明治大学国際日本学部教授

関西学院大学経済学部教授

青山学院大学国際関係学部准教授

法政大学法学部教授

三重大学人文学部教授

国際基督教大学・東京大学研究員

立教大学法学部准教授

東北大学経済学部教授

同志社大学法学部教授

津田塾大学国際関係学科准教授

㈱サイブリッジインターネット

メディアグループ

東京工業大学原子炉工学研究所

エネルギーエ学部門助教授

五十嵐 千恵子

亀田 尚己

竹花 安子

田中 文恵

中西 寛

濱崎 祐之

勝 悦子

篠田 正志

菊池 端夫

斎藤 卓也

安永

若松

五所

西元

井伊

修章

智明

恵実子

宏治

雅子

山脇

神崎

武田

和田

児玉

中邑

岩月

秋田

村田

中山

水村

啓造

高明

興欣

幹彦

克哉

啓子

直樹

次郎

晃嗣

俊宏

敏彦

【広報活動】

浅原 純 同志社大学大学院 アメリカ研

究科・アメリカ研究所係長

自由民主党参議院議員 澤田 哲生猪口 邦子
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【関西での事前活動】東京都国際交流委員会国際交

流・協力情報コーナー

東海大学国際教育センター

東海大学教養学部

東海大学国際教育課

井上 伸子

英語デイベートトレーナー

関西学院大学

之
英

敏
太
正

井上

柴山

森田

藤巻裕之

旦 祐介

中村真伊

【沖縄研修】

知念 征尚

大島 和典

比嘉 利尚

山川 優

仲吉 朝尚

琉球新報社編集局社会部記者

沖縄平和ネットワークガイド

名護市役所名護市基地対策室

沖縄県庁県知事公室基地対策課

沖縄県庁県知事公室返還問題対

策課

沖縄国際大学法学部地域行政学

科教授

琉球大学教育学部政治学助教授

沖縄タイムズ記者

琉球新報社記者

在日・沖米海兵隊基地外交政策

部渉外官

ゆぃバス

Ernst&Young

NHK沖縄放送局記者

YouthForumJapan代表理事

【選考活動】

浅原 純 同志社大学大学院アメリカ研究

科・アメリカ研究所係長

京都大学教育推進部経理．施設

管理グループ主任

京都わかもの100人委員会

実行委員長

同志社大学大学院アメリカ研究

科・アメリカ研究所事務長

東京学芸大学英語科教育学研究

室教授

㈱三菱東京UFJ銀行企画部主計

室調査役

UBS証券㈱投資銀行本部ディ

レクター

日本女子大学文学部日本文学科

准教授

創価女子短期大学英語コミュニ

ケーション学科学科長

日米学生会議同窓会

日米学生会議同窓会

放送大学

一橋大学国際・公共政策大学院

東海大学医学部

鈴木 吉徳

田中 翔

佐藤 学

田中 文恵

袋
良
里
崎

島
屋
安
浦

博
悟

純
朝
周
綾

金谷 憲

金井 隆

島袋

袴田

安田

山本

由乃

たかし

麻紀

東生

廣田 良平

田辺 和子

大谷 立美

【交通関係】

古賀 敬章

佐藤 欣一

片野坂 真哉

民主党衆議院議員

衆議院議員古賀敬章事務所

全日空商事㈱取締役執行役員営

業推進本部長

U.S・-JapanLinks

竹本 秀人

谷口 隆史

高橋 和夫

井伊 雅子

木ノ上 高章 田村 玲子

【日米学生会議同窓会協力者】

山室 勇臣 橋本 徹 中瀬

山田 勝 岩崎 洋一郎 伊丹

小林 規威 降旗 健人 天野

辻 喜久子 グレン･S･フクシマ

冨川 秀二 山本 東生 大高

竹本 秀人 今井 義典 梅崎

和田 昭穂 橘・フクシマ・咲江

竹内 幸美 西田 尚弘 福谷

【春合宿】

井上 敏之 正一

吉彦

順一

英語デイベートトレーナー

各大学留学生の皆様

【防衛大学校研修】

五百旗頭 真 防衛大学校学校長

先崎 忠良 防衛大学校総務部総務課社会連

携推進室広報専門官

巽
渉

尚久
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木ノ上 高章 大塚 雄三 林 友美

乗竹 亮治 飯田 智紀 古澤 昭子

金井 隆 宮崎 久 山田 良子

細野 恭平

第60，61回日米学生会議実行委員会／参加者一同

五百旗頭 真 防衛大学校学校長

段 瑞聡 慶應義塾大学商学部准教授

■社会起業家

市川 裕康 ソーシャルカンパニー代表

ネットスクエアード東京代表

㈱電通ソーシャルプラニング局

ソーシャルコミュニケーション

開発室CSRビジョン開発部長

㈱電通ソーシャルプラニング局

プロジェクトマネージャー

㈱電通ソーシャルプラニング局

ソーシャルプラニング局次長兼

プロジェクト推進室長

ヒューマンライッウォッチジャ

パン代表

【各分科会活動事前活動】

■学生と社会参画

林大介 模擬選挙推進ネットワーク事務

局長

原田 謙介 学生団体ivote代表

小野 有美 TRYFアカウント・プランナー

佐本 佳昭 TRYFアカウント・プランナー

西 浦明 財団法人大学コンソーシアム京

都事務局長

重田 裕之 財団法人大学コンソーシアム京

都事務局次長

山本 尚広 財団法人大学コンソーシアム京

都主幹

佐藤 志保 明治学院大学ボランティアセン

ター

伊東 美穂

赤羽 誠

並木 義巳

土井 香苗

■新興国と地球環境問題

吉野 次郎 ㈱電通第8営業局

金 大鐘 ㈱電通スポーツ局サッカー事業

部

飯沼 璃子 ㈱電通第6営業局

■21世紀における日米の教育

小村 俊平 ベネッセコーポレーション高校

事業部新商品開発化企業連携プ

ログラムプロデューサー

田村 哲夫 渋谷教育学園理事長

能見 駿一郎 文化庁長官官房政策課政策調整

係長

古田 雄一 わかもの科・東京大学教育学部

教育行政学コース

佐々木 雅- ESD事務局長

■地域再生～都市、農村が生き残るために～

片山 善博 総務大臣

小田切 徳美 明治大学農学部食料環境政策学

科地域ガバナンス論研究室教授

市村 良三 小布施町役場町長

内坂 徹 小布施町新生病院元院長

色平哲郎 JA長野厚生連・佐久総合病院

地域医療部地域ケア科医師

和泉 洋人 内閣官房地域活性化統合事務局

事務局長

坂本 成次 内閣官房地域活性化統合事務局

参事官補佐

渡邊 一之 内閣官房地域活性化統合事務局

■安全保障と日米

孫崎 享 元外務省国際情報局長

元防衛大学校教授

納家 政嗣 青山学院大学国際政治経済学部

教授

伊勢崎 賢治 東京外国語大学総合国際学研究

院教授

■国際社会とナショナルアイデンティティ

から共存へ

山本 眞吾 靖国神社遊就館部長

対立
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ラクパ・ツォコ ダライ・ラマ法王日本代表部 三菱地所㈱

三菱重工業㈱

三菱商事㈱

㈱三菱東京UFJ銀行

三菱UFJリース㈱

メリックス㈱

メルシャン㈱

事務所

｢ハムケ共に」の皆様

キム・ウンチョル

朝鮮大学校

【賛助団体・企業賛助者】

独立行政法人国際交流基金

財団法人双日国際交流財団

財団法人平和中島財団

公益財団法人三菱UFJ国際財団

財団法人KDDI財団

社団法人日米協会

橘・フクシマ・咲江

堤 清二

冨川 秀二

南原 晃

西田 尚弘

橋本 徹

平竹 雅人

山田 勝

和田 昭穂

アサヒビール㈱

㈱オリエンタルランド

キッコーマン㈱

㈱三和

新日本製鐵㈱

セコム㈱

㈱セブン＆アイ・ホールディングス

禅林寺

大成建設㈱

㈱竹中工務店

㈱電通

東京海上日動火災保険㈱

東京ガス㈱

東京電力㈱

トヨタ自動車㈱

中辻産業㈱

日産自動車㈱

日本アイ・ビー・エム㈱

日本生命保険相互会社

野村ホールデイングス㈱

パナソニック㈱

㈱日立製作所

富士ゼロックス㈱

富士通㈱

三井不動産㈱

三井物産㈱

伊藤忠商事㈱

オタフクソース㈱

協和発酵キリン㈱

住友商事㈱

ヴィジョネア㈱

エクソンモービル有限会社

全日空商事㈱

高井 裕之
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編集後記

編集中何度も原稿に目を通すたびに参加者それぞれの声や本会議の行程についじっくり見入ってし

まった。時間が経てば色あせてしまう思い出や当時考えていたことを文字にして残したこの報告書は、

お世話になった方々へのご報告であると同時に、我々参加者にとっては、記憶をつなぎとめる重要な

一冊になるだろう。現在、第63回日米学生会議に向けて新実行委員が必死に準備している中、この

報告書を完成させることで私の実行委員としての任を終えることになると思うと、少し寂しくもあり、

達成感のようなものもある。この感情は、全ての実行委員、参加者の協力で最後にひとつのものを創

り上げた達成感であろう。この場を借りて、協力いただいた多くの方々にお礼を言いたい。

最後に、これまでに日米学生会議をご支援いただいたすべての方々に、この場を借りて厚く御礼申

し上げます。皆様にこの報告書をご一読いただき、日米学生会議へのご理解を深めていただければ幸

いです。この報告書が、日米学生会議と支援者の皆様、そして未来の日米学生会議の参加者を結びつ

けるきっかけとなるような一冊になることを祈りながら、62冊目の報告書を世に送り出します。

第62回日米学生会議実行委員 高田修太

2010年12月末日

第62回日米学生会議実行委員

発行

財団法人国際教育振興会

企画・編集

第62回日米学生会議実行委員会

〒160-0004束京都新宿区四ツ谷1-21

http://www.jasc-japancom
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